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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　夕方五時。賀か茂も是これ雄おは学校帰りの電車を降りると、いつものようにトイレに入って私服に着替えた。そしてコインロッカーから机とイスを取り出し、組み立てる。机の上に黒い布を掛け、前面には「占い　一回五百円」の貼はり紙。卓上にはキャンドルが一つだけ。

　五百円という料金は、相場からすればかなり安い。それでも一時間に二人客が取れれば時給千円になる。金額だけで見れば悪くないバイトだ。

　とはいえ駅員や警けい察さつに見つかると注意されるし、冬場は寒く夏場は蚊に食われて大変だ。割に合わないと思ったことも、一度や二度ではない。

　だが、賀茂にはやめるわけにいかない理由があった。

　……ウチの親、小遣いくれないからな。

　我が家の苦しい経済事情を思い出して、賀茂は深々とため息を漏らした。

　賀茂の両親も占い師である。ついでに除じよ霊れいお祓はらいその他、オカルティックな問題なら何でも請うけ負う。賀茂家は代々霊能力者を家業としている一族なのだ。

　だが、現代社会においては霊能力者の需要など多いはずがない。それなのに毎年新たな霊能力者がデビューし、しかも定年がないため古参の霊能力者たちはいつまでも現役で残る。はっきり言って構造不況業種の筆頭なのだった。賀茂も家を継ぐために幼い頃ころから修行を積まされてきたが、将来に関しては一抹の不安を覚えずにはいられない。

　セッティングが終わると、座って頰ほお杖づえをつきながら通行人を眺める。客になりそうな人が通ると、それをしばらく目で追う。狙ねらい目は女子高生だ。それも二、三人で連れ立っているほうがいい。賀か茂もの視線に気づくと、半分くらいは遊び感覚で立ち寄っていってくれる。こちらも高校生なので、若い客だと話しやすい。それに深刻な運命を背負っている女子高生なんてそうそういないので、適当な話をして十分くらいで切り上げてしまえる。

「やっぱ女子高生が一番だよな……」

　人に聞かれたら間違いなく誤解されそうなことを呟つぶやきながらふと横を見ると、ブレザー姿の女子高生が立っていた。

　この制服は賀茂と同じ学校だ。しかも、同じクラスの佐さ々さ木き律りつ子こ。中学の頃ころからの馴な染じみである。気さくな性格で男女ともに好感度は高いが、賀茂から見ればただの噂うわさ好ずきなおしゃべり女だ。

　マズい。さっきの変態じみたセリフ、完全に聞かれてしまった。それもよりによって、こんな歩く街がい宣せん車しやみたいなヤツに……。

　恥ずかしさと動揺と焦りから、賀茂は反射的に目を逸そらした。

　だが、今更目を逸らしたって手遅れだ。律子は面白そうなネタに目をキラキラさせながら、お客様用のイスに腰かけた。

「賀茂くん。聞かせてもらったわよ、今の」

　興こう奮ふんした調子で律子がズイと身を乗り出す。それと等しい距離だけ、賀茂は後ろに身を反らした。

「今の、って何を？」

「何って、決まってるじゃない。思春期童貞男の内面奥深く、密ひそかに熱く燃え盛るパトスの叫びよ！」

「……叫んでるのはそっちだろ」

　賀茂の言葉など全く意に介さず、律子は一方的に続けた。

「良かったわ。なんか賀茂くんて全然女の子に興きよう味みなさそうだったから、実はみんな心配してたのよ。どっかおかしいんじゃないかって。でも本当はただのムッツリスケベだったのね。さっそく明日、みんなに話して安心させたげなくっちゃ」

「おい、ちょっと待て！」

「でさ、みんなに公表する前に確認しておきたいんだけど、賀茂くんはセーラー服派？　ブレザー派？　あと、ブルマーとスパッツはどっちが好き？」

「…………」

　賀茂は痛くなってくる頭を押さえると、深いため息をついた。

「誤解してるみたいだから訂正するけど、ボクが言ってたのは、客としては女子高生が一番いいってことなんだけど……」

「客？　何の客？」

「これだよ。ここに書いてあるだろ。こんなにでっかく」

　机の前の「占い　一回五百円」の貼はり紙を指差す。

　律りつ子こは賀か茂もに言われて初めて気がついたらしい。関心のあること以外は一切見えない特殊な目をしているのだ。ついでに耳も同じ仕様である。

「へー、占い師なんかやってんの？」

「まぁね」

「そういえば賀茂くんて、色々見えたりする人だって噂うわさだったもんね。うさん臭い賀茂くんにゃ、ぴったりのバイトかも」

『うさん臭い』は余計だ、と内心で思う。しかし、そんなことを言えばまた更に何か言われるに決まっている。ここは黙だまってやり過ごした。

「五百円か。安いじゃん。私も見てもらおっかな」

「いいけど。何を見る？」

「あ、でも賀茂くん、ホントに占いなんて出来んの？」

「な、なんだよ。疑うの？」

「だって、タロットも水晶玉もないし、手相とか見るわけでもなさそうだし……」

　思い切り疑っている口調。内心ムッとするが、極力抑える。こんな小娘の言うことにいちいち腹を立てていては大人おとなげない。一つ息を吐いてから、賀茂は諭さとすように言った。

「分かってないね。道具に頼るってことは、自分自身の能力が低いって証拠じゃないか。ボクは自分の力だけでも十分に見えるの。視力のいい人は眼鏡めがねなんかなくてもちゃんと見えるのと同じだよ」

「でも、目がいい人でも望ぼう遠えん鏡きよう使ったほうが遠くまで見えるじゃん」

「うぐ……、そ、それはそうだけど……」

「けど、なあに？」

　律子は小こ馬ば鹿かにしたように笑った。賀茂は悔しかったが、反論は出来ない。自分の霊れい視し力だけじゃなく、道具を使ったほうがよく見えるのは本当だからだ。

　ただ、あまり道具に頼りすぎて自分自身の力を上げておくことを忘れてしまうと、将来優秀な術者にはなれない。だから敢あえて今は自分の力だけで予見しているのだ。これも修行だと思って。なのに、そんな馬鹿にした目で見なくたって……。

　悔しくて少々ムキになってしまう賀茂。

「よーし分かった。そんなに疑うんなら、ボクの力を見せてやろうじゃないか。君の言うもの、なんだって言い当ててみせる」

「ホントに？　じゃあ、私の今朝けさの朝食のメニュー、当ててみて」

「そんな簡単なのでいいの？」

　賀茂の顔に思わず勝ち誇った笑みがこぼれた。しょっちゅう変化する未来の予知に比べれば、すでに起こった過去の出来事を見抜くのは数倍易やさしい。賀か茂もは律りつ子こを見つめながら、『眼め』を開いた。

『眼』を開くといっても、なにも眉み間けんに第三の眼が開いたりするわけではない。たとえて言うなら、角膜の上に見えない膜が被かぶさっていて、それが開いていく感じだ。それと同時に、様々な出来事が網目状に連れん鎖さしているのが、文字どおり『眼に見える』。

　賀茂に見えるのは精々で半径百キロ以内、三十日前から一週間後までくらいの範はん囲いでの影えい響きよう関係だが、賀茂の父親などは太陽の黒点の活動と隣となりのご主人のリストラとの連鎖まで見えたりするという。本当にそこにつながりがあるのかどうか、見えない者には分からないが。そもそも、見えたかどうかは本人以外に知りようがないから、見えない人を説得したりするのは難しいのだ。

　その点『過去当て』は、当たっているかどうかがすぐに分かるので占者としてもやりやすい。

　律子に向かって『眼』を開いてすぐに、朝食に食べたものが浮かんでくる。それを見て思わず賀茂は目を疑った。眼に浮かんだもの、それは……すき焼きだった。

　賀茂は戸惑った。この女、朝っぱらからすき焼きだと？　しかもこの量、三人前はある……。信じられん。自分の『眼』がおかしくなったんだろうか。いや、それはない。『眼』がおかしくなったんなら、ぼやけて何も見えなくなるはずだ。こんなにくっきり見える以上、確かにすき焼きを食べたに違いない。けどしかし、朝からすき焼きなんて、常識で考えれば極めてありえないことだ。かと言って、自分の眼を疑うわけにも……。

　常識を取るか、自分の目を信じるか、決断を迫られる賀茂。冷や汗が流れ落ちる。

　やがて決心すると、賀茂は恐る恐る口を開いた。

「君が今朝けさ食べたのは……す、すき焼き……？」

「わっ、スゴーイ。当たったぁ」

　あ、当たっていたのか。ほっとすると同時に、信じがたい気分にも襲おそわれる。

「ほ、ホントにすき焼きなの？　それもあんなたくさん？　三人前はあるでしょ、これ？」

「え、量まで分かるの？　スゴーい。なんで？　なんでわかるの？」

「なんでって、だから見えるんだよ」

「賀茂くんって、もしかして本当に見えたりするの？」

「だから最初からそう言ってるだろ」

「ごめんごめん。疑って悪かった」

　律子は手を合わせて、実に可愛かわいらしく謝あやまった。律子はこれでも、校内で毎月極秘裏に行われている美人コンテストの上位常連者なのだ。最近バストがＣカップにレベルアップしたとかで、支持層は更に拡大したらしい。賀茂としてはもっと真剣にわびてほしいところだが、女の子にこんなふうに可愛らしく謝られては大目に見るしかなかった。

　一通り謝ると、律子は急に真ま面じ目めな顔で声をひそめた。

「あのさ、占い出来るってことは、お祓はらいとかも出来る？」

「え、一応簡単なものなら……。でもなんで？」

「さて、なんででしょう？　占って当ててみて」

「君ね……」

「ごめん。ジョーダンだって」

「で、何があったのさ？」

「んー、あのさ、今学校で流行はやってる噂うわさ知ってるでしょ？　呪のろわれた教室って」

　聞いたことがない。そもそも賀か茂もは噂話の類たぐいには疎うといほうだ。素直に知らないと言うと、律りつ子こは信じられないといった顔をした。

「知らないの？　相変わらず遅れてるよねー。呆あきれたわ。今から私が教えてあげるからよおく聞きなさい」

「はぁ……」

「呪われた教室。そこでは何故なぜか、誰だれも手を触れないのに花瓶が粉々に砕け散って先生が全治一週間の怪け我がをしたのをはじめ、窓ガラスも原因不明で割れる事すでに三回。他ほかにもかぎも掛けないのに急にドアが開かなくなったりとか」

「ああ、ポルターガイスト現象？」

　珍しくもない、と賀茂は思う。

「それだけじゃないのよ。その教室では原因不明の病気が流行ってて、日に日に入院者数が増えてるらしいの。更にそこの担任は授業中にいきなり発狂してそのまま病院行きになったとかって。しかも今じゃ、その教室に足を踏み入れるだけでも何か不幸に見舞われるとか、その教室と隣りん接せつしてる教室にまで被害が及び始めてるっていう話なのよ」

「噓うそくさ……」

　自分自身が『見える』人間の割に、賀茂はこの手のオカルト話をあまり信じない。『見える』賀茂にとっては超常現象も日常現象も同じ次元の出来事にしか見えないし、たとえば野の良ら猫ねこと小妖よう精せいは似たようなものとしか見ていないからだ。いきなり「ウチの学校に呪われた教室があるらしい」などと言われても、「武装過激派組織に占拠された教室があるらしい」と言われているようで俄にわかには信じがたい。

「……どこの教室だよ、それ」

　一応聞いてみる。

「１－Ｂだって。ウチの教室の真下よ。しかもね、最近とうとうウチの教室にも被害者が出たのよ」

「……誰だれ？」

「田た中なかくん。ここんとこずっと休んでるでしょ？　アレは席が教室の真ん中に位置してたから、一番影えい響きよう受けやすかったんだって」

「アレってただの風邪かぜだろ……。あいつしょっちゅう寝込んでるし」

「けど、他ほかにも被害者いるんだから」

「誰だれ？」

「私。もうなんか押しつぶされそうなへヴィな状態なんだから」

「君が？　でも、全然元気そうじゃない」

「見た目はね。でもなんていうのかな、ここんとこ全体的に調子が悪いのよね、何もかも。体調も良くないし、頭も働かないし、運もないし……」

　頭が働かないのは前からだと賀か茂もは思ったが言わなかった。

「それだけで、押しつぶされそうなへヴィな状態？」

「それだけ、って、賀茂くん他人事だからそう言うけどね、当事者にとっちゃ洒落しやれになんないんだから。こう、肩の上になんか悪いものが取り憑ついてるって感じで、これがまた重くて肩凝こるしホントに押しつぶされちゃいそうなのよ」

「押しつぶされそう、って、そういうイミでか……」

「冗談だって。ホントにもう、賀茂くんて冗談の通じない人だよね」

「ああ、そう。ごめん」

　自分が怒られる筋合いではないと賀茂は思うが、とりあえず謝あやまる。

「で、具体的にどういうことがあるわけ？」

「うん、たとえばね、今言ったみたいに肩の上に何か取り憑いてる感じがするし、他にはそうだな、もう一か月近くお腹なかの調子が良くないし……」

「ちょっとまて！　朝っぱらからすき焼き三人前平らげておきながら、何が『お腹の調子が良くない』だ？」

「だって調子良かったら十人前は軽く平らげてるもん」

「そ、そうですか。すみません……。どうぞ、続きを……」

「えっと、それからね、体の調子で言えば、他にも夜中にうなされるとか、髪の毛が妙に抜けるとか、生理が遅れるとか……」

「それ、こんなとこに来るより病院に行って検査してもらったほうがいいんじゃない？」

「行ったけど、体に異常はないって言われたもん。それにね、これだけじゃないの。最近、事故が変に多いのよ。野球部の打ったボールが何故なぜか私の頭に当たったり、犬に嚙かまれて逃げようとしてドブにはまったり……」

「そーゆーの、事故っていうのかなぁ……」

　むしろ昔のギャグマンガみたいな気がする。

「それにね、この間神社でおみくじ引いたら大凶が出たの。大凶よ。普通ありえないでしょ、大凶なんて。宝くじで一等賞当てるのと同じくらい難しい確率よ。しかもその割に、宝くじ二十枚買って全部外れだし。これって絶対おかしいでしょ？　きっと呪のろいの教室の祟たたりなんだわ」

　なんだか、賀か茂もは真ま面じ目めに聞くのが馬ば鹿からしくなってきた。こんなので祟たたりとか言ってたら、本当に祟りで苦しんでる全国三千万の人たちが怒るぞ、ホントに。

「で、呪のろいの教室の祟りって、そもそもなんでその教室は呪われてるわけ……？」

　ややうんざりした気分で聞く。

「それを調べてお祓はらいするのが賀茂くんの役目でしょ。ほら、五百円」

　律りつ子こはそう言って机の上に五百円玉を置く。仕方がない。賀茂はもう一度『眼め』を開いて彼女を見た。

　呪いというのは、狙ねらう相手と関係のある全すべてを『不幸へと方向づける』影えい響きよう力のことだ。例えば身体からだは『病気、怪け我が』をしやすいようになっていくし、周囲の環かん境きようも『病気、怪我』をさせるように働く。周囲の人間関係は険悪になり、精神は不安定なほうへと向かっていく。これが呪いだ。だから、出来事の連れん鎖さが不幸なほうへ収束するように、不自然な仕方でねじ曲げられていれば、そこには何らかの魔ま力りよく・霊れい力りよくが働いたと考えられる。たまに魔物や霊を使役して呪っている場合もあるが、その場合には魔物や霊そのものが見えるのでかえって分かりやすい。

　まず、お腹なかの調子が悪いとか言っていたのを確かめる。……見えた。確かに、胃腸の粘膜が少しただれてますねぇ……。まるで内ない視し鏡きようを覗のぞいている医者のような気分になる賀茂。しかし、これと連鎖しているのは単純に食べ過ぎだ。呪いのような、不自然な影響力は見当たらない。

　それから野球のボール……。確かに一歩間違えば取り返しのつかないような、激しい打球が後頭部を直ちよく撃げきしている。しかしこれはゴムボールだ。どれだけ激しくぶつかろうと、命に関かかわるほどのものとは思えない。もちろんここにも呪いらしきものは見えない。

　犬に嚙かまれたのもおみくじで大凶も宝くじが外れたのも全部呪いなどとは関係なさそうだ。当たり前だが。

「どう？　なんか分かった？」

　律子は興きよう味み津しん々しんだ。

「うーん、まぁ……」

　賀茂は頭を搔かいた。一息ついてから説明を始める。

「まず、胃の調子だけど、これは食べ過ぎに注意しましょう、ってことだね。それから髪の毛ってのは成長にサイクルがあって、今ちょうど抜けるサイクルに入ってるだけ。それが終わったらすぐに生えるサイクルに入るから気にしなくてよし。ボールがぶつかったのはぼーっとしてたせいだし犬に嚙まれたのは交尾の邪魔したりするから。おみくじと宝くじはどっちも運が悪かったってことで……」

「ちょ、ちょっと待ってよ。何それ、全部当たり前のことじゃん」

　律子が不満げに頰ほおを膨ふくらませる。

「そりゃ、世の中ってのは当たり前のことから成り立ってるんだからしょうがないだろ」

「そりゃそうだけど、それじゃせっかく見てもらうイミがなーい」

「んなこと言ったって……」

「じゃあさ、この、肩の上に重みを感じるのは？　これは何？」

「ん？　ああ、それは肩凝こってるだけだよ。重い鞄かばんを背負ったままで長時間の立ち読みはやめたほうがいいよってこと」

「何よそれ。全っ然面白くない。賀か茂もくん、マジで見えるの？」

「な、また疑う気か？」

「だって、あんまりにも当たり前のことしか言わないんだもん」

「だったら、最近何立ち読みしたか当ててやろうか？」

「う、それは……いい。遠えん慮りよしとく」

　珍しく律りつ子こは引き下がった。レディスコミックや、いわゆる『やおい本』と言われる美少年ホモマンガばっかり読み漁あさっていることなど、さすがに暴ばく露ろされたくなかったらしい。

「じゃあ、私のことはそれでいいとして、呪のろいの教室のほうはどう？」

「ん？　だからそれは君とは関係ないよ。大丈夫」

「もう。そうじゃなくて。噂うわさはホントかどうかってこと」

「そんなこと、直接教室行かなきゃ分からないよ」

「なんで？　賀茂くん見えるんじゃないの？」

「無理だよ。だって全然つながりがないんだから、辿たどりようがないし。まあ、君が教室の呪いを受けてたんなら見えたかもしれないけどね」

「なんだ。何でも見えるってわけじゃないの？」

「そりゃそうだよ。ボクに見えるのは目の前にいる人とつながりのある事柄だけ。範はん囲いは距離にして百キロ、時間にして一か月前から一週間後までくらいを辿れるって程度だもん。だから、全然関係ないもので遠くにあるものなんかは全く見えないの」

「ふーん。じゃ、教室のほうは、明日学校でだね」

「え？」

「え、じゃないでしょ。こっちはちゃんとお金払ったんだから、最後まできっちりやってもらわなきゃ」

「最後までって……」

「金払うときに言ったじゃない。なんでその教室が呪われてんのか調べて祓はらってくれって」

　そう言われればそうだが……。しかしすでに二回も霊れい視ししてるのに、この上更に見なければならないというのもなんだか納得いかない。

　だが賀茂が口を開く前に、律子のほうがさっさと立ち上がってしまった。

「じゃ、また明日、学校でね」

「あ、ちょっと……」

　賀か茂もが引き止めようとした時には律りつ子この姿はもう小さくなっていた。




　次の日の放課後。賀茂は帰ろうとしたところを、後ろから誰だれかに摑つかまれた。

「ちょっと。なに黙だまって帰ろうとしてんのよ。仕事は？」

　振り向くと律子だった。賀茂はとぼけた。

「仕事って？」

「何よ。金受け取っときながら忘れたの？　最低ねソレ。プロ失格よ。１－Ｂの教室見にいくって昨日約束したじゃない」

「なんだよ。マジで行くの？」

「当然よ。こっちは金払ってるんだからね」

「君なぁ、たった五百円で三回も霊れい視しさせるなんて、少しくらい悪いと思わないわけ？」

「別に。そんなの値切ったモン勝ちじゃない」

「値段交渉した憶おぼえはないけどな……」

「まぁまぁ。いいでしょ。減るもんじゃなし。高校生霊能力者、呪のろいの教室の謎なぞを暴く！　かっこいいじゃない。うまく行けばヒーローよ」

「へいへい……」
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　どうせ口では敵かないっこないのだ。賀か茂もは引きずられるようにして１－Ｂへ向かった。

　１－Ｂ教室はすでに誰だれもいなかった。他ほかの教室では結構生徒が残って賑にぎやかだったりするのに、そこだけ電気も消されて静かなのは肉眼で見てもなんか不気味だ。廊下に面した窓ガラスのほとんどは割れて、テープで応急処置をしてある。

「なんか、呪のろいの教室っていうより暴力教室って感じだな……」

　昔の学園ドラマなんかに出てくる、意味もなく窓ガラスを叩たたき割る不良学生の姿を思い出させるたたずまいだ。

「で、どう？　なんか見える？」

　律りつ子こが好奇心むき出しで聞いてくる。

「ちょっと待てよ。今から見るから」

　賀茂は『眼め』を開いて教室を見た。呪いの痕こん跡せきを探す。

　賀茂は教室での出来事を少しずつさかのぼっていった。しばらくして、窓ガラスが割れた時の様子が『見え』た。そこに『眼』を凝こらす。窓ガラスは、何もぶつかっていないのに、突然ひとりでに割れていた。通常ならありえないことだ。賀茂は更に『眼』を凝らして、窓ガラスが突然割れたことと一番関連していることを探した。人影らしきものが見えた。その人影が窓に近づいてくる。その瞬しゆん間かん、ガラスは『安定をかき乱され』た。そして、割れた。

　賀茂は眼を疑った。ガラスのような『物体』に影えい響きようを与えるのは、バットや手で殴るなど、同じく『物体』によるのが一番簡単だ。だが、今のは、強力な影響力でガラスの『安定をかき乱す』だけで、手も触れずに割ってしまったのだ。しかもたったの一回で。

　それだけではない。今見ていた限りでは、ガラスを割るために魔ま力りよくを集中した様子はなかった。漠然と漏れ出す妖よう気きのせいで割ってしまったのだ。

　普通、呪いや魔法を行使するために集中したものを『魔力』と呼び、漠然と漂っているものは『妖気』と呼ぶ。『妖気』の影響力は漠然と『崩ほう壊かいと混乱へ向かわせる』程度のものだ。具体的に一定の方向に集中されている魔力に比べれば、妖気の影響力は微々たるものにすぎない。それにも拘かかわらず、集中されていない『妖気』の状態でガラスという物質を割ってしまったのだ。これは並大抵のことではない。一体何者なのだ。

　もう一度、人影に『眼』を凝こらす。しかし、その人影を取り巻く強力な妖気に阻まれて、輪郭すら摑つかめない。人間なのか魔物なのか霊れい体たいなのか、それさえも分からない。

　賀茂が急に真剣な表情になったのを見て、律子はワクワクしてきた。

「ねえ、どうなの？　マジでなんかやばいものでも憑ついてるの？」

「まぁ、憑いてるっていうか……。ちょっと中に入ってみるから、ここで待ってて」

　賀茂は普段から首にかけている護ご符ふを確認すると、窓の割れ目から手を入れてかぎを開けた。そして窓越しに中へ入る。

　部屋を見渡した賀茂は啞あ然ぜんとした。『眼』を開いて見てみると、壁かべ、天てん井じよう、床、黒板、その他教室のありとあらゆるものが全すべて、強力な妖よう気きを被かぶっていた。『安定を崩され』た壁かべや天井は通常の数十倍の速さで老朽化しており、床もいつ抜けてもおかしくない。例の人物が教室に入るたびに少しずつ蓄積していったものらしい。

　しかも、染みついた妖気は教室中に漂っており、通常の人間が生身でこの中に入れば数日のうちに病気になるか気がおかしくなるのは間違いない。恐らく現在も普通に登校してきている生徒というのは、普段からお守りを身につけているか、生まれつき妖気に耐性を持っているかのどちらかなのだろう。あるいは先に魂を飲み込まれて、すでに半妖と化しているか……。

　賀か茂もは周囲を見回した。どうやら今は妖気の元になっている人物はいないようだ。ということは、少なくとも地じ縛ばく霊れいの類たぐいではない。ならば人間か、人に化けた魔ま物ものか。人に憑ついた悪あく霊りようの仕業ということもありうる。

　とにかく、今の間にこの教室内の妖気を祓はらってしまったほうがいい。もちろん、妖気の元凶が来ればまた元どおりではあるが、蓄積した妖気を祓い除いておけば少なくとも老朽化を遅らせることは出来る。このままだと校舎そのものが崩れかねない。

　賀茂はポケットから塩を取り出した。塩には邪を祓う力がある。さらに、全ての穢けがれを清めるという烏う枢す沙さ摩ま明みよう王おうの真しん言ごんを唱えて念を込める。

「おん。しゅりまりままりまりしゅりそわか！」

　塩を壁に向かって投げつける。だが、塩は壁にぶつかった瞬しゆん間かんボッと音を立て、そのまま煙となって宙に消え失せた。

　……はじかれた。

　もう一度塩を取り出し、今度はそれで五ご芒ぼう星せいを描く。五芒星には魔力を浄化する力があるからだ。その上で今度は別の角度から攻めてみる。

「今日、汝なんじらは知らん。主しゆが来たまい我らを救いたもうことを。朝にはその栄光を見たてまつらん。イスラエルを治めたもう者よ、耳を傾けよ。羊の群れのごとくヨゼフを導みちびきたもう者よ、ケルビムの上に座したもう者よ、エフライム、ベニヤミン、マナセの前に現れ給たまえ！」

　呪じゆ文もんに感応して微かすかに空気が揺れる。清浄な霊力が霧きり雨さめのように微かに降り注いでくる。だが、あたりに立ち込める妖気にすぐさま飲み込まれてしまった。

　弱すぎる。だが考えてみれば当たり前だ。普通、一人前の術者たちは自分の守しゆ護ご霊れいや守護神を一つに定め、それを日々供く養ようすることで強力な加護を受けているのだ。日ひ頃ごろから烏枢沙摩明王やキリストを特に信心しているわけでもない賀茂がいくら真言や祈き禱とう文を唱えたところで、得られる加護はたかが知れている。

　それでも小物なら十分祓えるんだけどな……。

　賀茂は舌打ちした。残存した妖気でもこれほどの強さでは、集中された魔力は一体どれだけ強力なのだろう。

　きちんと守護霊を定めていない賀茂が引き出せる程度の加護では、全霊力を込めても太刀打ち出来そうにない。少なくとも、道具を使ったもっと効果的な呪じゆ法ほうを調べて出直したほうが良さそうだ。もちろん、それで効果が得られる保証はないが。しかし別に急ぐわけではないし、駄目ならまた他ほかの方法を探せばいい。

　賀か茂もは教室を出た。

「終わったの？　で、どうだった？」

　外で待ち構えていた律りつ子こが声を掛けてくる。その顔を見た賀茂は一いつ瞬しゆん凍りついた。妖よう気きがこびりついている。それも、かなりの強さだ。

　しまった。祓はらおうとした時にかき乱された妖気が開いた窓から漏れたのだ。狭い窓から流れ出した妖気をまともに浴びたに違いない。漂っている妖気の中に入るより、妖気を集中的に吹きつけられるほうが被かぶる量は遥はるかに甚大なのは当然だ。

　賀茂の不注意だ。このままでは律子も呪のろいの教室の犠ぎ牲せい者の仲間入りである。しかも、これだけの強さの妖気では、行き着く先は当然、死だ。今のところまだ死相は現れていないし、『眼め』に見える限り一週間は大丈夫だが、それでもいつまで保つか分からない。

　冗談ではない。賀茂は焦った。自分の不注意で、友人の命を失わせるなんてことになれば、寝覚めが悪すぎる。かと言って、今の自分には退ける力はない。道具を揃そろえたところで、祓える保証はない。

　律子が再び尋ねる。

「ちょっと。深刻な顔して黙だまってないで、何とか言ってよ」

　賀茂は真剣な顔で言った。

「呪のろいの教室の噂うわさは本当だ。君も今、呪われた……」

　律子は一瞬きょとんとした。それからはじけたように笑い出す。

「ちょっとちょっと、賀茂くん、なにシリアスモード入ってんのよー。全然似合わないってば、ソレ」

　笑い飛ばされて少し恥ずかしくなる賀茂。確かに似合わないと自分でも思う。だが、そんなことを言っている場合じゃないのだ。生きるか死ぬかの瀬せ戸と際ぎわなんだぞ。

「と、とにかく、信じようと信じまいと勝手だけど、マジでやばいかもしれないんだ。しばらくこれ身につけてて」

　そう言いながら、首にかけていた護符を外す。小さい頃ころに祖父がくれた太極図のペンダントだ。祖父は一人前の道士だから、ある程度の効果は期待出来るはずだった。今のままでも最低で一週間は無事なことが分かっているから、太極図が妖気の影えい響きよう力を半減してくれるとして二週間は時間が稼かせげる計算だ。

　律子は太極図のペンダントをうさん臭そうに眺めた。

「何これ、だっさー。こんなの、いつまで身につけてろっていうわけ？」

「出来ればボクがこの教室を祓はらってしまうまで、ずっとつけててもらいたいんだけど。寝る時も風ふ呂ろに入る時も」

「え、じゃあまだ祓はらってないの？」

「だから君も呪のろわれちゃったって、さっき言ったろ？」

「で、いつ祓える見込みなの？」

「そうだな……」

　とにかく、確実に力を得るには自分の守しゆ護ご霊れいを身につけるしかない。一応下積みの修行はしてきているから、今日からさっそく行ぎように入るとして、早ければ一週間、遅くて一か月だろうか……。こんなことなら十五歳の誕たん生じよう日びにちゃんとやっておけば良かった。賀か茂もの頭を後悔がよぎる。でもあの時はまだ未熟だったし、それに高校受験前だったから、さすがになー……。

「……多分、一週間から二週間くらい……」

　賀茂は早かった場合の時間を答えた。

「えー、そんなに？」

「いいだろ、服の下に入れとけば見えないし」

「でも明日体育あるんだよねー」

「いいから身につけとけって！　少しくらいダサくたって、死ぬよりマシだろ！」

「でも私、どっちかっていうとダサく生きるより華か麗れいに死にたいタイプなんだけど」

「じゃあもう勝手に死ね！」

　なんて緊きん張ちよう感のないヤツだろう。賀茂はいい加減キレそうだった。

「はいはい、分かった分かった。ちゃんと首にかけとくから、そんな怒ど鳴なんないでよ」

　律りつ子こが護符を身につけたのを確認すると、賀茂は大急ぎで家へ戻った。

「もしかして、結構スリリングな展開……？」

　駆け去る賀茂の後ろ姿を見送りながら、律子は高まる期待に胸を膨ふくらませた。どこまでも緊張感のゆるい女だった。
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　町外れの小さな森の中に、齢よわい百年は経たと思われる古びたお堂がある。そのすぐ隣となりに、それに負けないくらい古ぼけた純和風の一軒家が建っている。ここに賀か茂もは両親と住んでいた。

　帰宅すると賀茂は部屋に鞄かばんをほうり込み、さっそく守しゆ護ご霊れい召しよう喚かんの準備に取りかかろうとした。そこでハタと動きが止まる。

「そういえば、守護霊の召喚ってどうやるんだっけ……」

　以前一度教わっていたが、賀茂は記き憶おく力には自信がない。

「割とシンプルで、ややこしい儀ぎ式しきや道具だては要らなかったと思うんだけど……」

　父か母に聞けば分かるはずだが、あいにく昨日から出張で海外にお祓はらいに行っている。一か月は戻らない。

　賀茂は父の部屋へ向かった。家に伝わる秘伝書の類たぐいがあるはずだ。

　部屋に入ると、机の上に置かれた書き置きが見えた。

『愛する息子へ。お前の必要とするものは納なん戸どの中にある。父・母より』

　さすが霊能力者夫婦。あらかじめ事態を見越して、出かける前に準備をしていってくれたらしい。賀茂は素直に両親を尊敬した。

　さっそく納戸へ向かうと、戸を開ける。そして、賀茂は一いつ瞬しゆんその場に立ち尽くした。

「こ、これは……」

　そこに山のように積まれていたもの。それは、一か月分のカップラーメンだった。

「そりゃ確かに食事は必要だけど……」

　うかつにも一いつ瞬しゆん両親を尊敬してしまったことを深く後悔する賀か茂もだった。

　気を取り直して、父の部屋の本棚を漁あさる。本棚はきれいに整理されていて、十分ほどで目当てのものが見つかった。

　賀茂の記き憶おくどおり、手順は非常にシンプルだった。その代わり、肉体的にかなりハードな儀ぎ式しきだ。

　賀茂はまず服を脱いで庭の井戸水を頭から被かぶり、体を清めた。そして家の裏の森にある古びたお堂に、ろうそく一本だけ持って籠こもった。

　紙四し手でを付けた細引きを四方に巡らし結界とする。そしてお堂の真ん中に座り、家に代々伝わる秘ひ呪じゆを唱える。

「阿あ嘸ぶ羅ら訶か陀だ仏ぶ羅ら、阿嘸羅訶陀仏羅、阿嘸羅訶陀仏羅……」

　ろうそく一本の明かりのもと、一人きりで堂に籠り、守しゆ護ご霊れいが見えるまで飲まず食わず不眠不休で延々唱え続けるのだ。体は衰弱し、意識は朦もう朧ろうとしてくる。その疲労の極限にきた時、輝かがやかしい光に包まれて守護霊は姿を現すという。

　ただし何が現れるかを前もって知ることは出来ない。ほとんど博打ばくちなのだ。賀茂の祖父は法ほう主しゆ公こうという道どう教きようのマイナーな神様に当たったし、父は鳥の精霊とかいうよく分からないものだった。ひい祖父じいさんは聖レオナルドというキリスト教の守護聖人に当たったが、これは囚人を護まもる聖人でひい祖父じいさんにとってはあまり関係なかったとかいう話だ。

　行ぎように入って一日目は、色々と雑念も湧わいてくる。

　が、二日目に入ると単調な呪じゆ文もんの繰くり返しで妙にハイな気分になってくる。二日目の終わりから三日目辺りで、そろそろ眠気が厳きびしくなり、声もかすれ始める。この辺りから、空腹より喉のどの渇きのほうがつらくなってくる。

　四日目になると、起きているのか寝ているのか自分でも分からなくなり始める。呪文を唱える時の喉の痛みが辛かろうじて意識を維持させるが、乾ききった口の中では舌がネトついて動かなくなってくる。唇もカサカサにひび割れ、呪文を唱えるというよりただうなっているだけに近くなる。座っている腰の痛みも堪こらえ難くなり、気を抜くとそのまま眠ってしまいそうになる。

　五日目になると、そろそろ目を開けながら夢を見ているような状態に入る。目に見える堂内の様子と、夢の中での出来事が滑らかに連続して、夢とうつつの区別がつかない。喉の痛みもほとんど忘れてくる。この辺りからはもう時間の感覚は消え失せる。当然日にちの経過など分からなくなり、後は朦朧としたまま夢心地で呪文を繰り返すだけだ。




　どれくらいその状態が続いただろうか。賀茂は突然意識がはっきりするのを感じた。気がつくと、お堂の天てん井じようが消えて頭上には暗くら闇やみが広がり、その遥はるか上のほうから光に包まれた何かが降りてきていた。

　人の姿形をしている。大きさも人間と変わらない。だが、それは光り輝かがやく大きな羽根を六枚もっていた。そのうちの二枚は天へ向かって真まっ直すぐに立てられ、二枚は大きく横へ広がり、残る二枚は緩ゆるやかに体を覆おおっていた。

　その人のようなものは、賀か茂もの目の前に降り立つと緩やかに羽根をたたんだ。上の一対は、広い肩から胸までを王侯の襟えり飾かざりのように覆い、中の一対は腰から股またまでを黄金の腰こし巻まきのごとく包む。下の一対はローブの裾すそのようにゆったりと足を隠した。羽根をたたむ際に生じた風が辺りに香かぐわしい匂においを運び、光を放つ小さな羽毛が数片、暗い堂内に舞った。

　人のようなそれは、強きよう靭じんな意志を感じさせる切れ長の鋭するどい眼めで賀茂を見下ろした。そして厳おごそかに口を開く。

「我が名はアブデル。栄はえある天使あまたあれども、主しゆの栄光に忠実なること勝るもの無しと称えられし熾し天使なり。かつて天に戦いくさありし時、反逆者の長おさの頭上を打ち据すえ十歩退かせたるは我が剣の勲いさおなり」

　賀茂は戸惑った。

　確かにこの国際化時代、純和風のお堂の中にキリスト教の天使が召しよう喚かんされることもあるだろう。けど、なんでまた熾天使なんて大層なものが……。

　偽ディオニュシオスの伝えるところによれば、天使には九つの階級がある。上から順に、熾天使、智ち天使、座ざ天使、主しゆ天使、力りき天使、能のう天使、権けん天使、大だい天使、天使、である。つまり熾天使はその中でも第一位の階級、もっとも神に近い存在なのだ。天使というのは多神教における八百やお万よろずの神々に相当するから、その第一位といえば主神クラスだ。そんなのが一個人の守しゆ護ご天使なんかになってくれるのだろうか。

　賀茂はどのように振る舞っていいのか分からず、とりあえず平伏した。

「姓は賀茂、名は是これ雄お。当年十六歳。御おん身みが我が守護霊となりたまいし暁には、毎日毎夜欠かさず御身を崇あがめ、供く養ようし奉ることを誓い……」

「我を崇むるべからず」

　アブデルと名乗った天使は遮った。

「栄光は一人神に帰す。我を崇むるべからず。ただ神を崇むるべし。さすれば我と我が身は汝なんじの灯ともしびとなりて導みちびき、杖つえとなりて支えん」

「ははーっ！」

　賀茂は何故なぜか反射的に大河ドラマ調でひれ伏した。かしこまった態度など、テレビの時代劇げきなどでしか知らないのだから仕方ない。

「ところで、さっそくですがお願いがあるんです……」

　賀茂は恐る恐る言った。天使アブデルは黙だまって鷹おう揚ようにうなずく。黄金に輝く豊かな髪が揺れ、小さな光の粒が鱗りん粉ぷんのようにこぼれた。

　賀茂は言葉を続けた。

「ボクの通っている学校に、強い妖よう気きを持った者がいて、被害が出始めているんです。これを祓はらうのに、力を貸してほしいんですけど……」

　アブデルは分かったというようにうなずいた。

「地の上にて事をなすには霊れいの身にては適かなわじ。肉の身を纏まとわん」

　言うが早いか、アブデルは一人の若者に姿を変えた。といっても、羽根や全身から発する光が消えただけで、人間離れした耽たん美びな容姿を変えるつもりはないらしい。体の調子を見るようにしばらく首関節をコキコキならしていたが、やがてぽつりと呟つぶやいた。

「やはり、久々の肉の身は少し重いな……」

　現代口語だった。少し格調が下がるが、賀か茂もにすればこのほうが分かりやすくて助かる。

　アブデルは賀茂のほうへ目をやった。

「すまんが、腹が減っている。何か食べ物はあるかな？」

「て、天使でもやっぱりお腹なか減ったりするんですか？」

　賀茂は思わず質問した。アブデルは事も無げに答える。

「そりゃ、霊れい体たいの時は減らないがね。しかし肉体を持てば、それを維持するための生理的欲求も当然生じるさ」

「な、なるほど。じゃ、あの、家に帰れば多少はあると思うんで……」

「そうか。ではさっそく行こう」

　賀茂は立ち上がろうとして、よろけて尻しり餅もちを突いた。足がすっかり萎なえてしまっている。飲まず食わずでずっと座りっ放しだったのだから当然だ。

　アブデルが手を差し出した。賀茂はその手に縋すがってやっと立ち上がる。

「す、すみません……」

「なに、これからはお互いパートナーなのだ。気にすることはない」

　アブデルは優しく微笑ほほえむ。

「それに、君がここにいてはいつまでたっても飯にありつけんしな」

　賀茂はアブデルの手に縋ったまま、抱きかかえられるようにお堂を出た。その力強い腕は、十分な頼もしさを感じさせた。




　家に着くと、賀茂はとりあえず水道にしがみついて水を飲んだ。食べるよりもまず、喉のどの渇きが先だった。一息つくと、たまった新聞に目をやる。日付を見ると、お堂に籠こもってから八日経たっていた。

　アブデルが腹を空かしていると言っていたのを思い出して、冷蔵庫を開けてみた。しかし、ほとんど何もない。牛乳やヨーグルトなどがあったが、賞味期限を過ぎている。

「あの、すいません。冷蔵庫、空っぽなんですけど……」

　賀茂は申し訳なさそうに言った。それを聞いてアブデルは絶叫した。

「なにぃっ！　食事にありつけると思ったからこそ、貴様を家まで連れ帰ってやったというのに！　まさかこの私を騙だましたのか？」

　最初に出会った時の穏おだやかな印象と余りに違うリアクションに賀か茂もはビビッた。

「あ、あの、騙したつもりじゃなかったんですけど、その、ついうっかりしてて……。カップラーメンとかありますけど」

「賀茂とやら。キサマ、そんな保存料とか着色料とか体に悪そうなものばっかり含んだインスタント食品なんかを食って、この私の新品の肉体の健康が損なわれたらどうするつもりだ」

「じゃ、じゃあどうすれば……」

「出前だ。出前を取れ」

「出前ですか……。ピザでも取りますか？」

「寿す司しだ。私は日本で受肉した時は、まず寿司を食うと決めている」

「寿司……ですか。はぁ、分かりました」

　な、なんか違うぞこの天使……。アブデルに対する賀茂の信頼に、わずかに疑惑の影が差した。

　だが、相手は天使の階級第一位の熾し天使。宅配ピザでは失礼だ。賀茂はそう思い直すと、寿司の出前のチラシを出してきて電話した。

　後ろからアブデルが声をかける。

「いいか。特上だぞ。特上の、それもなんか粋な名前の付いてる盛り合わせを頼んでくれ」

「え、でもそういうのって大抵五人前とか六人前とかですよ」

「かまわんさ。君だってずっと断食して腹は減っているのだろう？」

「そりゃまあそうですが……」

　とりあえず言われたとおりに注文を済ます。

「じゃあ、ボクちょっとシャワー浴びてますから、来たら受け取っておいてください。財布はテーブルの上にありますんで」

　一言声をかけて、浴室へ入る。久し振りに体を洗ってさっぱりした。熱い湯をかぶって、少し眼めも覚めた気がする。

　体を拭ふいて食堂へ戻ると、寿司はもう来ていた。アブデルはさっさと箸はしをつけている。

「あ、美味おいしそうですね。ボクも食べよ」

　箸を取り上げた賀茂を、アブデルが制した。

「待て、賀茂」

「え？　なんですか？」

「いや、よく考えたら、長い間断食した後で急にたくさん腹に入れると良くないということに気づいたのだ。しかも寿司では、生だし冷えているからますます悪い。君にはもっと温かいスープのようなもののほうがいい」

「……はぁ、なるほど」

「そこでだ。君には特別サービスで、寿す司しに付いてきた『松まつ茸たけのお吸い物』を全部やろう。今はこれだけでガマンしたまえ」

　そう言って、『松茸のお吸い物』を五パック全部よこす。

「じゃ、その寿司は？」

「安心しろ。私が責任を持って全部食べる」

「そ、そんなに食べれるんですか？　凄すごい食欲ですね……」

　半ば呆あきれながら言う。アブデルは涼しい顔で食べ続ける。

「なに、私など少食なほうだ。肉体の維持に必要な分しか食わんからな。それに比べると、仲間の天使たちなどは受肉したとたんに『肉の欲望』の奴ど隷れいになってしまってな、ただ舌を喜ばせるためだけに馬ば鹿か食いする輩やからの多いこと多いこと。まあ、普段純粋な霊れい体たいでいるから、その分肉の欲望に対する免疫がないのだろうが、身内ながら恥ずかしいことだ」

「に、肉の欲望って……？」

「ん？　つまり肉体に起因する様々な欲望のことさ。食欲しかり、性欲しかり。他ほかにもいろいろあるが、まあ、いわゆる煩ぼん悩のう全般のことだと思えばいいだろう」

　喋しやべりながら、物凄い勢いで食い散らかすアブデル。その姿は、誰だれがどう見ても食い意地の張ったただのいやしん坊だ。

[image: ]

　自分が一番肉の欲望に対する免疫が弱いんじゃないか……？

　手渡された『松まつ茸たけのお吸い物』を見つめながら賀か茂もはそう思ったが、初対面の相手なのでそんな失礼なことは言わなかった。ただ、初めに抱いていた信頼感は五割ほどダウンした。

「ところで、話は変わるんですけど……」

「ん？　何かな？」

「あの、アブデル様、最初霊れい体たいだった時と今とで喋しやべり方が違うのはなんでなんですか……？」

「ああ、そりゃだって、こんな若者の体を纏まとっていながら、古文体で喋しやべってたら周囲がいぶかしむからな」

　アブデルは笑った。

「それから賀茂、私のことを『アブデル様』と呼ぶのはよせ。そんな呼び方したら、一発で正体がばれる」

「あ、はい。でも、じゃあなんて呼べば……？」

「そうだな……、しばらくはこの姿でいるわけだし、適当な名前が必要だな。アブデルだから阿あ部べテルとかどうだ？」

「……あ、安直」

　呆あきれて脱力する賀茂。アブデルは平気だ。

「いいんだよ、名前なんて安直で。アブデルだって『神の僕しもべ』って意味なんだから。そのまんまだろ？」

「そ、そんなもんスか……」

「そんなもんだ」

　アブデルはグイッとお茶を飲み干した。

「ところで、これからの計画を話し合っておきたいのだが」

　そう言って急に姿勢を正す。

「学校に強力な妖よう気きを持った者がいて、それを祓はらいたいから力を貸せとのことだったな」

「はい」

　突然真剣なまなざしに変わったアブデルを見て、賀茂は緊きん張ちようした。こういう眼めをすると、さすがに高位の天使らしい威い厳げんが漂う。

　とりあえず、賀茂はこれまでの経過を話した。呪のろいの教室の噂うわさ、残存していた妖気を祓おうとしてはじかれたこと、友人が妖気を被かぶってしまったことなど。

「敵の正体は摑つかんでいるのか？」

「いえ、それはまだ……。１－Ｂにいるらしいことは分かってるんですけど、誰だれなのかはちょっと……」

「見えないのか？　一応霊視くらい出来るのだろう？」

「それが……、向こうの妖気に阻まれて、ぼんやりとしか見えないんです」

「そうか。ではまず敵を突き止めるところから始めねばならんのだな」

「ええ」

「よし、ならば私も賀か茂もの学校に一緒に通うことにしよう」

「え？」

「何が『え？』だ。守しゆ護ご天使たるもの、常に近くに寄り添って護まもる義務があるのだから当然だろう。明日から賀茂の学校の賀茂のクラスに一緒に行くからな」

「一緒に、って、でも無関係な人間がいきなり付き添ってきたら変に思われますよ。どうやって入り込む気ですか……？」

「まあ、転校生が妥当だろうな。賀茂との関係は従兄弟いとこということにすればいいだろう」

「でも、転入手続きとか必要なんじゃ……。どうするんです、その辺は」

「おっと。これからは同じ学年の従兄弟同士なのだから、敬語はよせ。タメ口を使え、タメ口を」

「た、タメ口……って、いきなり言われても……」

　戸惑う賀茂。しばらく抵抗があったが、やがて思い切ってタメ口で話しかけた。

「……で、どうする……の、転入手続きは？」

「ふっ。心配無用だ。私はこれでも天使だぞ。任せておけ」

　アブデルは自信たっぷりに笑った。

「あ、それからあの、アブデル……じゃなくて、テルさん」

「なんだ？」

「高校生男子が自分のこと『私』なんて言ったりしないと思うんだけど……」

「ん、それもそうだな。『俺おれ』あたりが妥当か？　そういえば『ワシ』ってのもよく使うみたいだな」

「『ワシ』なんて使わないよ、誰だれも」

「そうか？　昔のバンカラ学生はみんな『ワシ』と言ってたぞ。マンガなどでも番長たちはみんな『ワシ』だ」

「でもアンタ別に番長じゃないでしょ！」

　相手が自分の守護霊であることも忘れて思わずツッコむ賀茂。だがアブデルは平然として言った。

「何を言う。俺は男として、学校に通う以上は必ず三日以内にシメるぞ。これまでだってそうしてきたし、これからもそうする」

　固く拳こぶしを握り締しめるアブデル。

「これまで、って、今までにも学校に通った経験あるの？」

「まあ、俺はちょくちょく下界に来てるからな。普通、熾し天使ってのは天使の階級でもトップのお偉いさんだから直接地上に関かかわることは少ないのだが、俺は例外なんだ。好きなんだよな、下界の雰囲気」

　天界にいると肩かた凝こるし……、とアブデルは心の中で付け加える。全天使中でも一番神に忠実という評判のおかげで常に品行方正でいなければならない天界は、アブデルにとってはうっとうしいだけだった。

「まあ、とにかく明日だ。今日は早く寝て休んでおけ。どうせ睡眠不足なのだろう？」

　言われて賀か茂もはずっと眠っていなかったことを思い出した。その途端、猛烈な睡すい魔まが襲おそってきて、賀茂は早々に寝室に引き上げた。

　しかし大丈夫なのか、あの天使。編入手続きも不安だけど、本当に学校シメるつもりじゃないだろうな……。

　一抹の不安を胸に抱きながら、賀茂は眠りに落ちた。




　次の朝の学校。時刻は八時二十分。予鈴の鳴る五分前である。

　賀茂とアブデルは二人で校長室のドアの前に立っていた。登校してきた生徒たちが、私服のアブデルをジロジロと見ながら通り過ぎていく。

「もうちょっと学生らしい格好出来なかったの……？」

　賀茂はアブデルを上から下まで眺めてため息をついた。身長百八十センチ以上の長身に長い前髪をたらし、黒いワイシャツに黒いズボンに黒い革ブーツ。首にはシルバーの十字架を下げ、手にも十字架のシルバーリングが光っている。どこかのロッカーみたいな、メタルないでたちだ。切れ長の目がその印象をいっそう強めている。

「ホントにちゃんと編入手続き出来るんだろうね？」

「安心しろ。俺おれの力を見せてやろう」

「それにしても、もっとマジメな雰囲気のほうが良かったと思うんだけどな……」

　それを聞いたアブデルは不敵に笑った。

「大丈夫だ。俺にはこれがある」

　そういってポケットから丸まる眼鏡めがねを取り出した。

「……何それ？」

　キョトンとしている賀茂をアブデルは叱しかりつけた。

「知らんのかキサマ！　これこそは、かけた途端にどんな凶悪そうな不良学生でもたちどころにマジメ学生に変えてしまう神秘のアイテム、『マジメメガネ』ではないかっ！」

　そう言い放つと、アブデルはマジメメガネを装着した。

「どうだ。これで誰だれがどう見ても『ガリ勉くん』だ」

　得意そうに笑う。だが、実際のところ、大して印象は変わっていない。しかし賀茂はツッコむのもしんどかったので、そのまま校長室へ入った。

「失礼しまーす」

　校長が二人のほうを振り向く。口を開く前にアブデルが進み出た。

「貴校に編入したい。名前は阿あ部べテル、十七歳、高二だ」

　機先を制されて校長はしどろもどろになる。突然得体の知れない男が入ってきて、偉そうな口調で「編入したい」などと言ってきたら、慌てるのは当然だ。

「あ、えー、その、君は今、どちらの学校に通っているのかな……」

　辛かろうじて言葉を発する校長。

「その前に、少し見ていただきたいものがある」

　アブデルは校長の問いには答えず、ポケットから糸に吊つるした五円玉を取り出した。それを校長の目の前で振り子のように左右に揺らす。

「お前はだんだん眠くなる、お前はだんだん眠くなる、お前はだんだん眠くなる………」

　あれよあれよというまに校長の目がトロンとなる。頃ころ合あいを見計らって、アブデルは囁ささやいた。

「いいか、俺おれの編入手続きは全すべて完了した。お前は一切の書類を受け取った。ミスがあったらそれは全てお前の責任だ。編入後の俺のクラスは２－Ｂだ。いいな、俺の編入手続きは全て完了した……」

「き、君の編入手続きは、すべて、完了……、ミスがあったら、私の責任……」

「そうだ。だから不都合があったらお前が自分の責任で処理するんだ。いいな。よーし、それじゃ、今から三つ数えるとお前は目が覚める。一つ。二つ。三つ。ハイ！」

　ハッと我に返る校長。

「あ、ああそれじゃ、ご苦労様でした。えっと、阿部くんは制服が出来るまでは私服で登校して構わないから……」

「それはどうも。では、失礼」

「失礼します」

　アブデルは悠々と、賀か茂もはそそくさと校長室を後にした。

「とりあえずこれで編入手続きは完了だな。心配することなかったろ？」

　アブデルが余裕の笑いを浮かべる。

「っていうか、アンタさっき何したんだ？」

　思わず賀茂は問い質ただす。アブデルは平然と答えた。

「ふっ。神の奇跡だ」

「ウソつけ！　アンタあれ催眠……」

「神の奇跡だ！」

　有う無むを言わせず断言するアブデル。

「まあそんなことより、さっそく俺のクラスへ行こうじゃないか」

　さっさと教室へ向かうアブデルを、賀茂は慌てて追いかけた。




　教室に来ると賀か茂もは律りつ子この姿を探した。一つには無事を確認したかったため、もう一つは休んでいる間のことを聞こうと思ったためだ。

　だが、律子は来ていなかった。クラスメイトに聞くと、ここ二、三日休んでいるという。

「最近、風邪かぜでも流行はやってるみたいで休むヤツ多いんだ」

　そいつは言った。確かに、ざっと見渡したところ、空席が五つほどある。すでに八時半だから、この時間に来ていないということは休みと考えて間違いない。インフルエンザの時期でもあるまいし、これは少し異常だ。

「ところで、その人誰だれ？」

　クラスメイトがアブデルを見てうさん臭そうに尋ねる。

「え、ああ、これはその、ボクの……従兄弟いとこで、今日からうちの学校に転校してきた阿あ部べテルという……」

　その時アブデルが賀茂の袖そでを引っ張った。

「見ろ。この教室の床を」

「え？」

　賀茂は足下を見たが、特に変わった様子はない。掃除が行き届いていないが、気づくことはそのくらいだ。

「床がどうしたんだ？」

　アブデルは呆あきれて言った。

「お前、『眼め』を開けてないのか？」

「うん。だって、普段から『眼』を開けてると勝手に他人のプライバシーを覗のぞき見することになるから、良くないと思って……」

「同じ校内に敵が潜ひそんでいると知りながら何を気楽なことを……。全く日本人は平和ボケしていて困る。とにかく、ちゃんと『眼』を見開いて見てみろ」

　言われて賀茂は『眼』を開いた。その瞬しゆん間かん、信じられないものが『見え』た。床一面を妖よう気きが覆おおっていた。

「これは……」

「例の呪のろいの教室から漏れてきたらしいな……。このままだとこのクラスも呪いの教室の二の舞いだ」

「ど、どうすれば……？」

「ん？　この程度の妖気、蓄積する前にさっさと片づけてしまえばいいじゃないか」

「でもどうやって……？　ボクの力じゃまたはじかれちまうし……」

「馬ば鹿か者。貴様はもう以前の貴様ではない。この俺おれがついているのだ。自信を持たんか」

　ついてるのがアンタで、どうやって自信を持てっていうんだ。賀茂は内心呟つぶやく。出会った次の日で、すでに信頼感はゼロだ。

「で、どうやって祓はらうの？」

「そうだな。まず、教室の四隅に護ご符ふを描いて教室内に結界を張れ。その上で、この教室の神を呼び出して片づけさせればいいだろう」

「教室の神？　何それ？」

「土地神みたいなもんさ。台所には台所の神様がいるし、便所には便所の神様がいる。教室だって同じことだ」

「でもボク、見たことないけどな」

「まあ、確かに見えにくいのは事実だ。普段は何もせずボーッとしてる奴やつらだからな。だが、もう少し霊れい力りよくが上がれば見えるようになるさ」

　そこに担任が入ってきた。二人は話を中断した。

　先生はアブデルを前に呼び、皆に紹介した。

「えーっと、今日からみんなと一緒に勉強することになった転入生の阿あ部べくんです。なんか校長の手違いで、全然こっちに話がとおってなくて、先生も今日いきなり知ったんだけど」

　頭を搔かきながら弁解じみたことを口走る。

「じゃ、えっと阿部くん、みんなに自己紹介してくれるかな」

　アブデルはマジメメガネをかけ直すと、よくとおる張りのある声で居丈高に言った。

「阿部テルだ！　見てのとおり、おとなしめのマジメ学生で、ガリガリのガリ勉野郎だ！　よろしく！」

　言っていることと態度とが全然違う。教室中が呆あつ気けにとられた。アブデルはそんな教室の空気など微み塵じんも気にかけず勝手に空いている席に座った。その堂々たる傍ぼう若じやく無ぶ人じんさは、教室の誰だれよりも偉そうだった。




　担任が出欠を取って教室を出ると、一限目の教師が来るまで数分の休み時間となる。賀か茂もはさっそく教室の四隅に護符を描いて結界を張った。

　クラスのみんなは本を読んだり友達と喋しやべったり、各おの々おの勝手なことをしているから、見つかって怪しまれることはまずない。それでも賀茂は目立たないよう、上靴の裏に鉛筆の芯しんを張りつけて足で描いて回った。

「で、これからどうすんの？」

　小声でアブデルに尋ねる。

「どうするって、後は教室の神を呼び出せばいいんだよ」

　アブデルも小声で返す。

「だから、どうやって呼び出すんだよ」

「俺おれの名において命じればいいさ。教室の神なんて精霊と同レベルだからな。熾し天使の俺の名前を聞けば、慌てて出てくる」

「日本語でいいの？」

「そりゃ、ここは日本だからな。一番いいのはその言語圏の言葉で命じる前後に、他ほかの人間に分からない言葉で同じことを唱えるといいんだが。でもとりあえず日本語だけでかまわん」

「そんなもんか……。んじゃ、阿あ部べテルの名のもとに命ず。教室の神よ、我が前に姿を現せ！」

　賀か茂もが言った途端にアブデルにどつかれた。

「アホかお前！　なんで『阿部テル』の名前使うんだ。それはこの世での仮の名前だろうが！」

「～っ。だって、アブデルの名は呼ぶなって言ってたから……」

「それは普段の時の話だろうが。阿部テルの名において命令されて、どこの誰だれが従うんだこの馬ば鹿か！」

「分かったよ。やり直しゃいいんだろ」

　やり直そうとした賀茂にアブデルが言った。

「あ、それから一つ注意しとくけどな」

「なに？」

「俺おれの名前を使った瞬しゆん間かん、俺の力がお前を通して発揮されるわけだがな、もしお前の霊れい力りよくが未熟で俺の力を制御出来なかった場合、思い切り暴発するからそのつもりで」

「ぼ、暴発って、何が起こるの……？」

「さあ、それは時と場合によって色々だからな……」

「ちょ、ちょっと待て。やだよそれ。怖いじゃんか。それだったらアンタが自分でやってくれよ」

「それは出来んな」

「な、なんで？」

「天使や神々の力は霊れい媒ばいを通じて発揮されるものと決まっているからだ。それに俺が霊力を発揮しようと思ったら、一いつ旦たんこの肉体を捨てて霊体に戻らねばならん。その後でまた受肉したりしてたら、時間とカロリーの無駄遣いだろう？　この肉体を作るのに必要な物質を造ろうと思ったら、それに要するエネルギーは天文学的な数値になるのだぞ」

「そりゃまあね……。くそ。じゃあしょうがない。やるか」

　賀茂は精神を集中させて、慎重に言葉を発した。

「熾し天使アブデルの名において命ず。教室の神よ、我が前に姿を現せ！」

　その瞬間、凄すさまじい霊力が賀茂の体を通じて流れ出した。前に魔ま力りよくや呪じゆ力りよくとは物事をある方向へと向かわせる影えい響きよう力だと述べたが、この力は『影響力』どころではない。『拘束力』もしくは『強制力』だ。もっとも、制御された霊力は術の対象にしか働きかけないから、普通の人間には見えもしないし感じもしないのだが。

　それにしても凄すさまじい勢いだ。賀か茂もは反動で吹き飛ぶのではないかと思った。もちろん魔ま力りよくや霊れい力りよくは物理的な力ではないのだから実際に吹き飛んだりはしないが、これは制御するだけで一苦労だ。初めに教室に結界を張らせたのは、よそからの妨害を防ぐためというより、むしろアブデルの力がよそへ漏れ出すのを防ぐためだったのだと賀茂は気づいた。

　この強制力はあっという間に教室中に充満した。そして、教室内に薄うすく微かすかに漂っていた霊気を無理やり寄せ集めて、人の形に凝こり固まらせた。

　それでもまだ強制力の奔流は収まらず、姿を現した教室の神を更に圧迫しているのが『見え』る。最初は等身大だったのに、押し縮ちぢめられて体長三十センチくらいになってしまった。

　教室の神は、老人の格好をしていた。お人ひと好よしそうだがあまり冴さえない顔だ。賀茂の机の上にチョコンと乗ると、圧迫された体の節々をさすりながら苦しげに呻うめいた。

「な、何かご用ですか、アブデルさん……」

　アブデルが目を見開いた。

「お、お前、松まつ野のの爺じいさんか？　アンタがここの教室の神になってたとは……」

「はい、前に司つかさどっておりましたエロビデオ屋が潰つぶれまして、配置転換で今はしがない学校勤めでございます」

「そうか。その節は色々世話になったが、しかし……。学校勤めでしかもこんな普通の教室に配属されちまっちゃ、楽しみも何もないよな。保健室とか体育用具室ならまだ、心ときめくような不祥事も起こりそうだが……」

「全くで……」

　賀茂が割って入った。

「ちょっと。松野の爺さんって、アンタ人間霊じゃないんですか？　教室の神っていうより地じ縛ばく霊れいじゃ……」

「人間霊でも家や土地の守り神になることはございますもんで……」

　教室の神は穏おだやかに言った。アブデルがつけ加える。

「家の持ち主が死後にその家の守り神に昇格することもあるし、地方の有力な豪族がそのまま土地神になることも珍しくないのさ。例えば平たいらの将まさ門かどが関東一円の土地神になってることは有名な話だろう？」

「なるほど、そんなもんかな……」

　良い地縛霊みたいなものだろう。賀茂はなんとなく納得した。

　アブデルが教室の神に向き直る。

「ところで松野の爺さんよ。退屈なのは分かるが、ちょっと職務怠たい慢まんじゃないのか？　この教室の床を見てみろ。なんなんだ、この妖よう気きは」

　教室の神は申し訳なさそうに言い訳した。

「はぁ、どうも下の教室から漏れてきておるようでして……。わたくしも初めのうちは毎日清めておったのですが、元を絶たんことにはどうにもキリがのうございましてな。そのうち持病の痛風が出て、ちょっと寝込んでおる隙すきにこの有様で。いや、面目ない」

「弁解はいいからさっさと綺き麗れいにしろ。さっき結界を張らせたから、当分の間は妖よう気きは漏れてこん」

　アブデルに言われて、教室の神は重そうな腰を上げた。いかにも頼りない感じだ。もともと人にん間げん霊れいの分際で、この妖気を払うほどの力があるのだろうか。賀か茂もは疑いの目で見ていた。

　教室の神は、手にしたほうきで床をさっと一払いした。そのとたん、漂っていた妖気は噓うそのように消え去った。賀茂は目を見張った。

「すごい……」

　アブデルが言う。

「家とか土地の神ってのは自分のテリトリー内でなら結構力があるからな。でも、残留した妖気くらい祓はらえて当然なんだぞ、本来は」

　教室の神が一礼する。

「ではわたくしめはこれで。あ、それから、今度から呼び出す時はもう少しお手柔らかに願います」

「ああ、すまんな。こいつ、まだ少し未熟なもんで」

　アブデルが賀茂の頭を押さえてお辞じ儀ぎさせる。自分が未熟なのは事実なので、賀茂はとりあえず殊勝に謝あやまった。

「すみませんでした……」

　教室の神が退散すると、賀茂はぐったりと机に突っ伏した。

「疲れたー。力の制御だけであんなに大変とは思わなかった」

「だがまあ、初めてにしては上出来だ。しかし、あの妖気。敵はかなり強力な悪あく魔まだな……」

「悪魔？　犯人は悪魔なのか？」

「ああ、間違いないだろう」

「根拠は？」

「まず、あの漠然とした妖気を見る限り、溜たまり過ぎた妖気が本人も知らないうちに漏れ出した感じだった。あの妖気には威い嚇かくする『意図』すら感じられなかったろう？」

　賀茂は黙だまってうなずく。

「隠すつもりでつい漏れた、というにしては、あの強さと量は異常だ。人間霊のなせる業じゃない。それに、妖怪の類たぐいならば能力にしたがって妖気もなんらかの方向性を帯びているのが普通だ。妖怪たちは生まれつき能力が決まっているからな。だが、それもなかった」

「確かに、漠然と壊こわれる方向に向かわせるだけで、どういうふうに壊れるかとかは全然方向づけられてなかったな」

「そういうことだ。あそこまで漠然としていて、かつ強力な妖気となると、悪魔しか思いつかん」

「じゃあ、悪あく魔まが人間に化けて学校に潜せん入にゆうしてるってこと？」

「多分な。もともと穢けがれている悪魔は、天使と違って肉を纏まとっても力に制限を受けたりせんからな。こいつはちと手て強ごわいかもしれん」

　顎あごに手を当てて考え込むアブデルを見て、賀か茂もは俄にわかに不安になる。

　敵は、うっかり漏らしただけの妖気でもあの強さだ。本気で魔力を発揮したらどれほどの力があるのか、想像もつかない。

　一方アブデルの力も確かに桁けた違いだが、その霊れい力りよくは未熟な自分を通じてしか使えないのだ。

　太刀打ち出来るのか……？

　賀茂の体が思わず震ふるえた。

「で、そいつはやっぱり生徒に化けてるのか？」

「それはこれから調べてみないとな。あと、何の目的があるのかとか。ま、とりあえず放課後だ」

　先生が入ってきて授業を始めたので、話は中断した。悪魔が校内に潜ひそんでいるってのに吞のん気きに授業を受けてる場合じゃないだろう、と思いつつもマジメにノートを取る小市民な賀茂だった。
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　放課後。さっそく賀か茂もはアブデルとともに１－Ｂへ張り込みに行った。

　下校していく生徒たちを観察しながらアブデルが言う。

「恐らく向こうは女生徒に化けているな」

「なんで分かるんだ？」

「女子トイレに入った時、強力な魔ま力りよくの残存を感じた」

「なるほど……。って、アンタなんで女子トイレなんかに入ってんだ？」

　ツッコむ賀茂。アブデルは動じない。

「なんで、って、調査のためさ」

「調査って何の？」

「無論、女子高生の生態に決まっておろう！」

「アンタなぁ～っ！　それでも天使か？　ホントに？」

「ええいっ、やかましいっ！　天使の仕事は、人間を守しゆ護ごし正しい方向へ導みちびくこと！　ならば、その人間の実態を知ることは、大事な仕事の一いつ環かんではないか！」

「………」

　賀茂は、呆あきれと脱力とあきらめとその他もろもろの混じった複雑なため息を漏らした。

　その時、アブデルが真顔になった。

「おい。あの子を追つけるぞ。家を確かめるんだ」

「え？　あの子って、どの子？」

「あの、頭にでっかいリボン付けた女の子だ」

「ああ、あのちょっと幼い雰囲気の？」

　アブデルの指差すほうへ目をやると、小柄な女生徒が見えた。

　髪は栗くり毛げの丸ボブ。タレ目がちの大きな瞳ひとみをしたあどけない顔つき。制服はブカブカで、鞄かばんを持つ手の先が、袖そで口ぐちに完全に隠れている。ランドセルでも背負わせれば、電車もバスも小学生料金で通用しそうだ。

「……まさか、あんな子が……悪あく魔ま？」

「いや。というより、俺おれタイプなんだ、ああいうの」

「アホかぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　賀か茂もは思わず絶叫した。

「大体アンタ天使だろ？　地球出来る前から生きてんだろ？　一体年ねん齢れい差さどれだけあると思ってんだ？　おじいさんと孫どころじゃないぞ」

　アブデルは涼しく笑う。

「ふっ。俺の心はいつまでも熱い十代の頃ころのままさ。そして俺の守備範はん囲いは心の年齢からマイナス五歳まで！」

「じゅ、十代でマイナス五歳って、それひょっとしてロリ……」

「違うっ！　断じてロリコンなどではないっ！」

　アブデルが熱く遮る。

「そもそも薄うす汚よごれた大人おとなどもよりも幼い子供たちの魂のほうが汚けがれなく純粋なのだ。ならば同じく純粋なる我々天使が彼女たちの清らかな魂を愛するのは理の当然、運命の必然ではないかっ！　これは愛だ。神の愛なのだ！　それをロリコンなどと下げ卑びた言葉で表現してもらいたくないっ！」

「……そういう純真な少女たちを汚そうとする欲望はやっぱり下卑たものだと思うんだけど」

「まだ言うか、こやつ！……って、しまった。つまらん言い争いをしている間に帰ってしまったではないかっ！」

　見ると、先ほどの女の子の姿は確かにもうなかった。

　賀茂は内心ほっとする。さすがに、自分の守しゆ護ご天使に校内で不祥事を起こされてはたまらない。

「いいじゃん。それより悪魔探しだろ」

　だが、アブデルは不敵に笑った。

「ふっ。賀茂よ。天使の霊れい視し能力を侮ってはいかんぞ。受肉した時の俺の『眼め』は千里眼ではなくなるとはいえ、それでも一度ロックオンした相手ならどこで何をしていようと捉とらえることが出来るのだ。どこでナニをしていようとなぁ！」

「あ、アンタは変態ノゾキ魔まか！」

「なんとでも言えぃ！　スキャン開始ぃ！」

　目を開いてアブデルは追跡を始めた。だが、しばらくして首を振った。

「ぬぅ。おかしい。見えん。何故なぜだ？　何が邪魔している？」

　眼めをこするアブデル。

「これは……、妖よう気きだ。強烈な妖気に遮られて見えなくなっているのだ」

「妖気？　って、まさか？」

「うむ……。どうやら、ビンゴだな。マジでやっこさん、悪魔だったとは。しかし……なんてこった」

　アブデルは舌打ちした。

「これでは明日出直して、今度こそきちんと尾行するしかないではないかっ。くそっ。人間なら『眼』で簡単に追えるのに……」

「ホントにあの子が悪魔なのか？　だって女悪魔って、もっとグラマーで妖よう艶えんな美女ってのが一般的だろ？　あの子につきまとうための口実じゃないだろうな？」

　賀か茂もは半信半疑だ。第一、賀茂のイメージする悪魔とは余りにもかけ離れ過ぎている。だが、アブデルは賀茂の言葉に激げつ昂こうした。

「ばっかもーんんっっ！　相手が人間だったら、いちいち付きまとったりなどせずとも全部丸見えなのだっ！　なのに、あの子の場合はいちいち尾行しなければならん上にプライベートな過去を覗のぞき見ることも不可能なのだぞっ！　あんな美少女なのにっ！　その、その辛つらさがキサマに分かるかっ！」

　号泣するアブデル。この様子では、少なくとも『見えなかった』のは確かなのだろう。

「まあ、本当にあの子が悪魔かどうかは明日尾行してみれば分かる。とりあえず今日のところは引き上げだ」

　アブデルは一転して素すに戻ると、さっさと１－Ｂを後にした。あまりの切り換えの速さに一いつ瞬しゆん呆あつ気けに取られた賀茂だが、我に返ると慌ててアブデルの後を追った。




　家に帰る前に賀茂は律りつ子この見舞いに行くことにした。二週間は絶対安全期間のはずだったのに、妖気を浴びて八日目にしてすでに学校を休むほどというのが引っかかっていた。

　アブデルを連れて律子の家に着いた賀茂は、我が目を疑った。家全体が妖気に包まれていた。足を踏み入れるのがためらわれる。考えてみれば、護ご符ふは貸したままだから、今の賀茂は霊れい的にはほとんど無防備なのだ。

　玄関先で躊ちゆう躇ちよしている賀茂を見て、アブデルが首にかけたシルバーの十字架を渡した。

「ほれ。これでも付けとけ。さすがに今のお前じゃ、何もなしでこの中に入るのはヤバすぎるからな」

「でも、それじゃアンタは？」

「馬ば鹿か者。俺おれは天使だぞ。面と向かって魔ま力りよくを向けられるんならともかく、こんな妖よう気きごときでやられるほどヤワではない」

「じゃ、ありがたくもらっとこうか」

　賀か茂もは十字架を首にかけた。アブデルがそれを確認してうなずく。

「言っとくが、それ絶対になくすなよ。天使が直接自分の手で作った十字架で制作者のサイン入り、しかも魔を退けるシルバー製だ。魔除よけのアイテムとしては恐らく世界最強だからな。絶対値段上がるから」

「……値段って」

「ま、そんなことより早くチャイム押せよ」

　賀茂がチャイムを鳴らすと、律りつ子この母親が姿を現した。やつれている。立って玄関まで来れたのが不思議なくらいだ。

　賀茂とアブデルは、律子の見舞いにきたことを告げて、部屋へ上がった。

　部屋に入ると、妖気は一段と強くなった。律子はベッドに横になっていたが、賀茂が声をかけると少し首をもたげて唇を動かした。挨あい拶さつしようとしたが言葉にならなかったらしい。目も虚うつろで、賀茂たちの姿がハッキリ見えているかさえ怪しい。

　枕まくら元もとに寄った賀茂は、律子の顔を見てギョッとした。死相が出ている。一刻も早くこの妖気を祓はらってしまわねば。だが何故なぜここまでひどいことに？　貸してあった護ご符ふは効かなかったのか？

　律子が手を差し出した。何か握られている。見ると、貸してあった太極図のペンダントだった。真ん中から亀き裂れつが入って割れていた。

「……ごめん……、壊こわれ……ちゃった……」

　あえぐように律子が言う。賀茂の『眼め』には、妖気を浴び過ぎたせいで割れたということが『見え』た。護符が割れるほど妖気を浴びるなんて、一体何があったのだ？　気になったが、今はそんなものを『見る』よりも妖気を祓うほうが先だ。

「こんなもの、別に気にするな。それより、今すぐ祓ってやるから」

　賀茂はそう言うと、すぐに家の神を呼び出しにかかった。結界を張っていないが、そんなことを言っていられない。

「熾し天使アブデルの名において命ず。佐さ々さ木き宅の家の神よ、我が前に姿を現せ」

　凄すさまじい力が賀茂を通って流れ出していく。相変わらず反動が凄すごい。だが、一回目に比べれば制御するコツが分かってきた。賀茂の体から流れ出した霊れい的強制力が家中に充満する。

　だが、何故か霊気は少しも集まってこない。全然反応がないのだ。おかしい。賀茂はもう一度唱えた。

「熾天使アブデルの名において命ず。佐々木宅の家の神よ、我が前に姿を現せ」

　だが、結果は同じだった。

　それを見てアブデルが頭を搔かいた。

「これは、家の神はすでにこの妖よう気きにやられたな……。呼んでも無駄だ」

「じゃ、どうすれば……？」

　賀か茂もはアブデルを振り返る。アブデルは賀茂を指差した。

「決まってるだろう。お前が直接祓はらうんだ。それ以外にあるまい？　もちろん使うのは俺おれの霊れい力りよくだがな」

「どうやればいい？」

「やり方は一緒だよ。俺の名と権威を借りて、居丈高に命じればいいのさ。汚れた力よ、去れってな。裁判所の権威を楯に立ち退き勧告するのと同じことだ。その上で、俺の支配力でもって強制撤てつ去きよする」

「なるほど」

　極めて簡単だ。アブデルのような強力な後ろ盾がいると、霊力を増幅させる必要がないためややこしい術の手順が省けて助かる。幼い頃ころから身につけてきた術の大半が無意味になったみたいで虚むなしい気もするが……。

　精神を集中させにかかった賀茂の後ろから、アブデルが忠告を与えた。

「ただし、気をつけろ。俺の力で妖気を祓うっていうのは、たとえて言うなら台所のゴキブリを駆く逐ちくするために米軍を総動員させるようなものだからな。家の神を呼ぶ時なんかはちょっとくらいやり過ぎても平気だが、現世のものに直接霊力を向ける時は、ちょっと制御が外れたら命取りだぞ。決して妖気から狙ねらいを外すな」

「わ、分かった……」

　確かにあの力が制御なしで生身の人間に作用したら、とんでもないことになるだろう。賀茂は息を整えると、恐る恐る言った。

「熾し天使アブデルの名において命ず。この家を覆おおう不浄の力よ、去れ！」

　溢あふれ出る強力な強制力を、ひたすら家を覆っている妖気の撤去へと向ける。妖気はもともとが漠然としたものだから、強さの割に意外と抵抗が少ない。力を入れ過ぎて、危うくバランスを崩しそうになる。賀茂は冷や汗をかいた。こんな力が少しでも制御を離れたら、下手へたな呪のろいなどよりよっぽどたちが悪い。必死でバランスを保ち、なんとか制御する。

　数秒で、家を覆い立ち込めていた妖気を強制撤去できた。

「ふい～っ、やばかった～……」

　全身で安あん堵どする賀茂。そのままその場にへたり込む。

　それと入れ替わりに律りつ子こが起き上がった。うわ言のように呟つぶやく。

「なんか、急に腹いっぱい食べたい気分……」

　律子はそう言い残すと、賀茂たちには目もくれず台所へ駆け下りていった。

　妖よう気きを祓はらっただけで体調を回復したわけじゃないのに、なんであんなに元気なんだ……？

　賀か茂もはへたり込んだまま、律りつ子この後ろ姿を呆ぼう然ぜんと見送った。

　台所に下りた律子はスパゲッティを十人前ほど茹ゆでると、キノコ類やベーコンと合わせてオリーブオイルで炒いためた。それを皿に山のように盛って、一口で全すべて平らげる。当然ながら、お客様にもお出しするなどという発想は彼女にはない。

　部屋に戻ってきた律子の顔から、もはや死相は消えていた。

「お待たせ。で、今日は何のご用？」

　聞きながら、律子はベッドに腰かける。

「何の用って、その、お見舞いに……」

「ああ、そうだっけ。そういや、あのなんかアンニュイな空気も賀茂くんが祓ってくれたんだよね。意識も朦もう朧ろうとしてて忘れてた。あの空気ってやっぱ呪のろいとか祟たたり？」

「まあ、一応ね……」

　死ぬ直前だったのに『アンニュイな空気』とは……。

　相変わらず緊きん張ちよう感ゼロの律子の態度に賀茂はなんとなく脱力する。

　律子が賀茂の後ろにいるアブデルに目をやった。

「ところでさ、さっきから気になってたんだけど、そっちのちょっとかっこいいお兄さんは？」

「え、か、かっこいい……？」

　誰だれのことだ、一体？

　賀茂は一いつ瞬しゆん戸惑った。だが、この場には賀茂の他ほかに男はアブデルしかいない。ということは、論理的に考えてアブデルのことに決まっている。

　アブデルは、机の上に飾られた写真立てに見入っていた。認めたくない話だが、真剣な顔をしている時のアブデルは確かに文句なしに美形だ。

「そういえば、妖気を祓ったりとかで紹介まだだったっけ」

　賀茂がアブデルを呼ぶ。アブデルは写真立てを手にしたまま律子のほうを向いた。

「えっと、こちらはボクの従兄弟いとこ……」

　紹介しかけた賀茂を遮って、アブデルは唐突に律子にグッと迫った。そして、写真立てを握り締しめながら真剣な声で尋ねる。

「君は、妹さんがいるのか？」

「え？　それ、中学の時の私ですけど。空から手て大会で優勝した時の。隣となりはその時の空手部の友達で……」

「なんと！　これは君だったのか！」

　アブデルはこの世の終わりのような声を出した。

「ああ、何故なぜ私たちはあと三年早く出会えなかったのだろうか……。忠実な神の僕しもべとしてあるまじきことだが、今だけは運命というものを呪のろいたい気分だ……！」

　そして、手元の写真と今の律りつ子ことを見比べて悲しげに嘆息した。

「時の流れは万人に容赦なく訪れる。残酷なものだな……」

「え？　どういうこと？」

　律子はわけが分からずキョトンとしている。

「気にしなくていいよ。彼、ただの変態だから……」

　賀か茂もは額ひたいを押さえて、ため息混じりに呟つぶやいた。

「何とでも言うがいい。今の未熟な貴様に高尚なる神の愛が理解出来ようはずもないからな」

「あのー、お名前なんていうんですか？」

　律子がアブデルに聞く。アブデルは尊大な調子で胸を張った。

「アブデルだ！　偉大なる熾し天使、全天使中もっとも主しゆに忠実なる僕しもべとはこの私のこと！」

「お、おい！　自分から正体バラしてどーすんだ！」

　賀茂が慌てて耳打ちする。アブデルはハッとした。

「し、しまった。この俺おれともあろうものが……！」

　賀茂が急いでフォローする。

「あ、あの、ボクの従兄弟いとこで阿あ部べテルっていうんだ。その、あだ名がアブデルっていってね、なんかミルトンの『失楽園』に出てくる天使にそんな名前のがいるとかで……。マニアなんだよ、その、天使とか悪あく魔まとかそーゆーやつの……」

「ふーん、あぶでる様かぁ……」

「そ、そんなことより、気分が回復したんならボクが学校休んでる間の様子を聞きたいんだけど」

　賀茂は話を逸そらした。

「学校の様子って？」

「だから、例の呪いの１－Ｂ教室の噂うわさなどを……」

「ああ、あれ。そうそう、ついに死人が出たんだ。これで呪いの教室も一人前よね！」

　何故なぜかそこでグッと親指を立てる律子。

「死人？　マジで？」

「そう。マジで。だからもう、あんまり遊び気分で噂出来なくなっちゃってさぁ……。迷惑でしょ？　あんまり安易に死なないでほしいよね」

「その、死人って一体……？」

「１－Ｂの女の子。ずっと入院してたんだけど、最後は高熱を出してうなされた揚げ句に気が変になって狂い死んだって。ずっと病院にお見舞いに行ってたっていう親友の子に聞いたんだけどね」

「ふーん……」

「あと、他ほかの入院してる子たちも一いつ向こうに良くなる気配ないらしいし。それから最近の新しいやつでは、やっぱり１－Ｂの子で授業中にいきなり立ち上がって、笑いながら全身搔かきむしって血だらけになった揚げ句、窓から飛び出して大怪け我がした子とか。この子は幸い死にはしなかったみたいだけど」

「はぁ……」

「それで、なんかもう１－Ｂで残ってる生徒たちって、みんな少しおかしくなってるみたいよ。ゾンビみたいに生気がなくて、眼めの焦点が合ってなかったりとか。この調子で行けばさ、うちの学校って来年の今いま頃ごろはきっと魔ま界かい学園よね！」

　興こう奮ふんした面おも持もちでガッツポーズの律りつ子こ。困った女だ。

「あ、ところでさ、貸してあったペンダントが割れたのっていつ？」

「え、あ、ああ、アレ？　ごめんね、借り物なのに壊こわしちゃって」

「いや、それはいいからさ、割れたのがいつか分かる？　いや、というより割れる直前に誰だれに会ったか憶おぼえてる？」

「えっとねぇ、アレはいつ割れたんだっけなー。確か、その死んだ子のお葬式に寄った日に、帰って気がついたら割れてたんだよね」

「葬式なんか行ったのか？　全然面識ない子だろ？」

「面識があろうがなかろうが、情報を得るためには自らの身を挺ていして飛び込む！　情報屋稼か業ぎようなんてそれでなきゃやってられないでしょ！」

　人差し指を立てながら、律子は偉そうに胸を反らす。

「……いつから情報屋になったんだ」

「そう、アレは五年前の夏だったわ。夕日の差し込む放課後の学校。私は一人、誰もいない職員室に忍び込むと先生の机から試験問題を盗み出してコピーして、一枚三百円で極秘に売りさばいたの。あの瞬しゆん間かん、女スパイ・佐さ々さ木き律子は誕たん生じようしたのだわ」

「あー、さいですか……」

　断じて頭の良くないはずの律子とその仲間たちが学年上位の成績をキープしていることは、校内でも有名な七不思議の一つだったが、賀か茂もはこの時初めてその秘密を知った。

「で、話を戻すと、そのお葬式の時にその親友だったって子と知り合って、帰り途中まで一緒だったんだ。物もの凄すごく泣くもんだから、しょうがないから胸貸して泣かせてあげてさ。そう言えば、あの後急に体調悪くなって、そのまんま寝込んだんだっけ。たぶん、面白半分に葬式なんか行ったから、死者の祟たたりかなーとか思ってたんだけど」

　その親友と自称していた子が悪あく魔まなのだ。話を聞きながら賀茂はずっと『眼め』を開いていたが、その親友とやらの姿は霞かすんで見えなかった。それが何よりの証拠だ。ずっと見舞いに行っていたというのも、継続的に妖よう気きにさらすためだろう。そして律子の胸で泣いたというのは、律子に妖気をなすりつけようと企たくらんでのことだろうか。

　いや、それはおかしい。賀か茂もは考え直す。律りつ子こにこびりついていた妖よう気きはあくまで漠然とした『妖気』であって、そこにはなんの意図も感じられなかった。餌え食じきにしようと思っていたのなら、当然その意図が『見え』るはずだ。そもそも、本気で害を及ぼすつもりなら、妖気にさらすなどという遠回りな真似まねはせず、魔ま力りよくを集中して呪のろいをかければ済む。それは死んだ子についても言えることだ。どうにも腑ふに落ちない。

「それでその、親友って子はどんな子だった？」

「ん？　拉ら致ちしてきて着せ換え人形にしたい感じかな」

「そうじゃなくて外見……」

「えっとねぇ、なんか頭におっきなリボン付けて、プニプニほっぺが可愛かわいい感じの小さい子だったけど。髪はねー、あごラインのボブで、毛先に少しレイヤー入ってて、前髪は多めにとって目上ギリギリでそろえてた。色はやや茶髪で、でも根元まで同じ色だったからたぶんブリーチじゃなくて天然ね。ちなみに胸はＡＡ。私と張り合うには後十年はかかりそうだったわ。名前はたまちゃんとか言ったっけ」

　律子の答えはアブデルが言っていたあの少女と一致する。やはりあの子なのか？　とにかく一度確かめてみないといけない。

　律子の家を後にしての帰り道、賀茂は終始無言だった。敵の姿が見えつつあることが間近に迫る対決の時を予感させて、賀茂の精神にいやでも緊きん張ちようを強しいた。

　一方、アブデルも悲痛な面おも持もちで沈ちん黙もくしていた。その右手には、勝手に持ち出してきた中学時代の律子の写真が握られていた。

　お互い全く異なる理由ながら、二人とも家に着くまで押し黙だまったままだった。
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　次の日の放課後、賀か茂もとアブデルは再び１－Ｂ教室の前に張り込んだ。しばらくしてリボンを付けた童顔の少女が出てくる。疑いを持って見てみると、他ほかの生徒たちに比べて彼女だけ妙に健康そうだ。だが下駄箱に手が届かず一いつ生しよう懸けん命めい背伸びをしている様子など、どう見ても悪あく魔まというイメージにはそぐわない。

　とりあえず、後を追つける。少女は駅で電車に乗った。賀茂たちも同じ車両の少し離れた座席に座った。

　追跡しながら賀茂はずっと『眼め』を開いていたが、妖よう気きらしきものは見えない。

「やっぱ彼女は違うんじゃない？　全然妖気なんて見えないけど」

「当然だ。ふとした時に漏れるだけなのだからな。あんな強い妖気をそんなにしょっちゅう発散していては、日常生活は送れん」

「まあそうだけど……。でも、どう見たって神秘性のかけらもないし、妖あやしさなんてゼロだし……」

「甘いぞ賀茂。肉眼を閉じて、霊れい視しの『眼』だけで見てみろ」

「え？」

　言われたとおりに目を閉じる賀茂。その上で、霊視の『眼』を開く。

　しかし。

　前にも言ったが、賀茂は目の前にあるものと関係するものしか『見る』ことが出来ない。しかるにまぶたを閉じた場合、目の前にあるのはまぶたの裏だ。故ゆえに、肉眼を閉じた現状では、『見られ』るのは自分のまぶたの裏だけだった。

「おい！　これでどうやって『見る』んだよ」

　思わず抗議する賀か茂もだが、逆にアブデルにどつかれた。

「考えろ、このバカ。まぶたとつながってるものを順に辿たどっていけばいいんだ。顔面、首、背中、座席の背もたれまで辿れば、あの子の席まではすぐだろうが」

　言われてみれば、確かにそのとおりだった。間抜けな自分に少し赤面しつつ、賀茂は顔から順に『眼め』で追っていく。

　首、肩、背中と辿って、背中と接触している座席の背もたれに移る。座席をずっと、少女の座っているほうまで辿っていく。慣れれば結構簡単だ。『見え』る範はん囲いは狭いが、肉眼を開きながらよりも鮮せん明めいに『見え』る。

　ところが、少女の座っているところまで辿り着いた途端、賀茂の視界が突然霞かすんだ。

「……これは」

「な？　俺おれもさっき、あの子のプライバシーを覗のぞき見ようとして失敗した。せめて着替えシーンだけでも見られればと期待したのだが……」

「アンタはまたそういう……！」

「な、ち、違うぞ賀茂！　悪あく魔まならその特徴が身体からだにも現れているはずだから、その証拠を摑つかもうと思ってだな……」

「悪魔だってことは昨日アンタが断言したじゃないか」

「馬ば鹿か者。アレはただの推論だ。証拠もなしに憶おく測そくだけで動くととんでもない失敗を犯すのだぞ。だからこそ、今だってこうして尾行しているのではないか。……むっ。降りたぞ」

　少女は二駅ほどで下車した。後を追って賀茂とアブデルも電車を降りる。少女は駅を出ると、駅前の本屋で少し立ち読みし、スーパーに寄って買い物をしてから郊外の古びた教会へと向かった。

　その教会を見て、賀茂の背筋を冷や汗が流れ落ちる。呪のろいの教室など比較にならないほど、妖よう気きが充満しているのだ。

　教会の入り口で少女は不意に立ち止まり、後ろを振り返った。身を隠す場所がなくて、慌てる二人。だが少女は二人を見ても別に警けい戒かいするでもなく、単純に不思議そうな顔で尋ねた。

「あのー、もしかしてずっと私の後つけてました？」

　小首をかしげる。同時に栗くり毛げの髪が小さく揺れ、つぶらな瞳ひとみがもの問いたげに二人を見つめた。可愛かわいらしいしぐさだったが、そんなことを思っている余裕はない。バレているのだ。言い訳のしようがない。

　しかし、少女から敵意は感じられなかった。賀茂は少し迷ったが、バレているのなら下手へたな噓うそは逆効果だろう。思い切って正直に認めた。

「うん……。学校から……」

「何か私に用事ですか？」

「まぁ、その、ちょっと話があって……」

　それを聞いた少女の顔が、何故なぜか突然嬉うれしそうにほころんだ。

「じゃ、あの、ここの教会、私の家なんです。立ち話もなんですし、どうぞ中に入ってください。お茶でも淹いれますから」

　少女の浮き立つ態度と裏腹に、賀か茂もはゴクリと生なま唾つばを飲み込んだ。もしかするとこれは罠わなだろうか。自分の城へと誘い込んで、そのまま片づけてしまうつもりかもしれない。

　アブデルのほうを振り返る。アブデルは小さくうなずいた。

「入るしかあるまい。据すえ膳ぜん食わぬは男の恥だ。女性の誘いを断るわけにはいかん」

「そ、それは少し論点がずれて……」

「安心しろ。お前には昨日やった十字架がある。死にゃせん。それに虎こ穴けつに入らずんば虎こ子じを得ず、だ。まずは敵情視察といこうじゃないか」

「罠じゃない？」

「大丈夫。どんなにカモフラージュしようとも、ウソをついていればこの『眼め』にはすぐ分かる。ヤツに敵意はない」

　賀茂は腹を据えると、少女の招待に応じることにした。
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　少女は二人を応接間に案内すると、台所へ引っ込んだ。ガチャガチャバリンとけたたましい騒そう音おんが続くこと数分。何をやっているのかと賀か茂もが不安になってきたところへ、少女は紅茶をお盆に載せて応接間に戻ってきた。

「お待たせしました」

　にこやかにカップを渡す少女の指先には、真新しい絆ばん創そう膏こうが貼はられていた。それを見て、賀茂は先ほどの騒音の正体に気づく。

　……要するに、紅茶淹いれるたびにカップを割る人種なんだな。

　サイズも柄もちぐはぐなティカップたちが並ぶテーブルに目をやりながら、賀茂の緊きん張ちよう感はなんとなく緩ゆるんだ。

　そこへ少女がおずおずと問いかける。

「あのう、久し振りのお客様なんで、せっかくですから何か作らせていただきたいんですけど、甘いものとか平気ですか？」

　突然の意外な申し出に賀茂は慌てた。

「え、そ、そんな。別にいいよ、気にしなくて」

「甘いものは好きだが、くどくならんように注意してくれ。口当たりは柔らかな甘さが濃のう厚こうに広がり、それでいて後味はさっぱりしているのがいい」

　アブデルがソファにふん反り返りながら注文をつける。

「む、難しい注文ですね……。分かりました。とにかく頑張ってみます」

　少女はあたふたと台所へ駆け込んでいった。

「アンタ、人ん家ちに来て偉そうに……」

　二人きりになると、賀茂はアブデルを横目でにらむ。アブデルは例によってどこ吹く風だ。

「なぁに、家の主人はもてなすのが仕事、お客はもてなされるのが仕事だ。招いた以上、向こうは客を満足させる義務があるのだから、俺おれたちとしては自分の要求を余すところなく伝えるのがもっとも協力的な態度だろう？」

　そして少し台所の中を覗のぞき込む。

「おお、時々背伸びしながら流し台に向かうあの後ろ姿！　イイぞぉっ！　もう踏み台を使うほど小さくはなく、さりとて普通に流しに立つにはほんの少し背が足らない。この絶妙な身長加減！　やはりこの『背伸びエプロン』こそ男のロマン！　『裸エプロン』の時代はもはや過去のものだ！」

　さすがに賀茂は、もはや何を言う気もない。深々とため息をつくと、鞄かばんの中から読みかけの本を取り出した。

　しばらくして、台所のほうから小さな悲鳴が聞こえた。続いてガラガラガッシャーンとすごい音。

「なんだ？」

　賀か茂もは読んでいた本から顔を上げた。台所を見ると、床一面にボウルや割れた皿の破片が散らばっていた。少女は腰を押さえて痛そうにしている。

「大丈夫？」

　賀茂は駆け寄った。

「一体どうしたの？」

「あ、あの、上の棚のものをとろうとしたら、バランスを崩して踏み台から……」

　少女が恥ずかしそうに頭を搔かく。

　賀茂は台所を見た。ボウルに、小麦粉を練ったようなものがあった。

「何作ってたの？」

　聞いてみる。

「パウンドケーキです」

「ケーキ？　そんな手間のかかりそうな……」

「そんなことないですよ。材料を混ぜてしまえば、後はオーブンに入れておけばいいだけですし。お話伺っている間に焼けると思って……」

「なるほど。じゃ、とりあえず、この床片づけとくよ。ほうきとかちりとりとかある？」

　賀茂は立ち上がって辺りを見回す。少女が慌てる。

「そんな。いいです。お客様に掃除なんてさせられないです」

「いいんだってば、気にしなくても。何もせずに待ってるより、動いてたほうが気楽なんだよ、ボクの場合」

　そう言いながら賀茂は部屋の隅にほうきとちりとりを見つけて、さっさと床を掃く。少女は恐きよう縮しゆくする。

「すみませんすみません、ありがとうございます」

　散らばった陶器の破片を掃き清めると、賀茂は客間に戻った。

　戻ってきた賀茂をアブデルが捕まえる。

「おい、さっきのあの子の転ぶ瞬しゆん間かん、見たか？」

「いや、見てないけど。なんで？」

「アレを見逃すとは……。バランスを崩して落ちる瞬間スカートがめくれ上がり、あわやパンティが見えるかどうかという瀬せ戸と際ぎわだったのだぞ。確かに現実には見えるところまでいかなかったが、それでも俺おれの心の目にはハッキリと純白のパンダパンツが見えたものよ。あれぞまさにチラリズムの極致。神のなしたる至高の芸術だ。感涙ものだ」

「……だからなんなんだ」

　賀茂はため息をつく。ソファに座って再び本を広げようとした賀茂を、アブデルが遮った。

「まだ話は終わっていない。というより、話はここからだ。実は、あの子が転ぶ瞬間、あるものが『見え』た」

「純白のパンダパンツか？」

「阿あ呆ほう！　何故なぜキサマはそういう下品なことしか思いつかんのだ！　そうではない。妖よう気きだ」

　アブデルは声をひそめた。賀か茂ももつられて声をひそめる。

「妖気って……、あの子から？」

「そうだ。バランスを崩した瞬しゆん間かん、物もの凄すごい勢いで妖気が漏れ出すのが見えた。ついでに言うと、お前が片づけたあの皿は、妖気のせいで後から戸棚から落ちてきたのだ」

「ってことは……」

「うむ。これで確証が得られた。やはり彼女は悪あく魔まに違いない」

　そこへ少女が入ってきた。慌てて二人はソファに座り直す。

　少女はそんな二人の様子に気づいているのかいないのか、まるで頓とん着ちやくしない。

「お待たせしました。あの、今ケーキをオーブンに入れてきたところなんで、お話が終わったらみんなで食べましょう」

　そう微笑ほほえむと、自分もソファに腰かけた。その表情には一片の邪気もない。まさに文字どおり無邪気だ。本当にこれが悪魔なのだろうか。賀茂にはまだ信じられない。

「それであの、お話というのは……」

　無邪気な笑顔に押されて賀茂は一瞬窮きゆうした。

「えーっと、その、話ってのはつまり……」

　賀か茂もはアブデルを見て小声で囁ささやく。

「ど、どうやって切り出そうか……」

「そんなもの、男ならバシッと直球で行け、直球で！」

「直球って……」

　再び少女のほうに向き直る。

「えっと、ボクは賀茂是これ雄おっていって、二年なんだけど……」

「あ、私は一年の桂かつらたまっていいます。はじめまして」

「あ、ああ、はじめまして……」

　直球で攻める前に話の腰を折られてしまった。仕方がないのでついでにアブデルも紹介しておく。

「こっちは同じクラスの阿あ部べテル。ボクの従兄弟いとこなんだけど」

「従兄弟なんですか？　本当に？」

　たまと名乗った少女は驚おどろきの声を上げた。

「な、なんでそんなに驚くの？」

　賀茂は聞き返す。たまは目を輝かがやかせて言った。

「だって、阿部さんて天使でしょ？　なのに賀茂さんと従兄弟ってことは、天使と人間って結婚出来るんですね……。いいなぁ……」

　たまはうらやましそうにため息をついた。

　一方の賀か茂もとアブデルはそれどころではない。一目で正体がばれてしまったのだ。ヒソヒソ声で言う。

「おいっ。なんでこんなにあっさりバレてんだよ」

「知らん。だがまあ、能ある鷹たかはいくら爪つめを隠しても、見る人が見れば分かるということだな」

「と、とにかくどうしよう？」

「どうもこうもあるまい。こっちも同じように単刀直入に切り出せばよいのだ」

　アブデルに促されて、賀茂は再びたまのほうに向き直る。

「あの、こいつは天使だけど、因ちなみに君は悪あく魔まだよね……？」

　言いながら、唇が凍りつきそうなほど緊きん張ちようする。正体がばれた瞬しゆん間かんに、今までの友好的な態度が一変して敵意をむき出しにするのではないか。そんな恐怖があった。更に言うと、賀茂は悪魔というものになにかしら幻想を抱いていて、こんな子供っぽいのが悪魔であってほしくない、という気持ちもどこかにあった。

　だが、たまは何の屈託もなくあっさりと認めた。

「はい。悪魔です」

「ほ、ホントに？　本当に悪魔？」

　自分で言っておきながら、なかなか認めようとしない賀茂。

「ホントですよ。ほら、認定証もあります」

　たまはそう言うと、運転免許証のようなカードを取り出した。カードの上には『国際悪魔認定証　認定ランクＳ』と記載してあった。

「な、何だこれ？」

　アブデルが説明した。

「国際悪魔認定証というのは、世界中の悪魔や魔物のトップが集まって統一基準を設定したものだ。この国際化時代に合わせて、文化や信仰の異なる場所でも悪魔や魔物のランクを統一的に評価しようとしてな。国際英検みたいなモンさ。Ｅが最低でＡが最高。ただしその上に特別優れた者に与えられるＳ級というのがある」

「そんなモン作って、悪魔って結構ヒマなんだな……」

「これってそういうものだったんですか。阿あ部べさん、物知りですね」

　たまが感心したようにうなずく。

　賀茂は思わずツッコんだ。

「そ、そうだったんですかって、所持してる本人が何を言ってるの」

「だって、何も申しん請せいしてないのに、十二歳の時に突然送られてきたんで、よく分からなかったんです……」

「Ｓ級は協会側が特に優秀な魔ま物ものを選んで一方的に進呈する場合があるからな……。……Ｓ級だと？」

　アブデルは目を剝むいた。認定証をひったくってまじまじと見る。

「本当だ。偽造カードではない。だが、信じられん……」

「とにかく、ホントに悪魔だったでしょ？」

　認定証を返してもらうと、たまは賀か茂ものほうを向いて少しはにかむように笑った。

　愕がく然ぜんとする賀茂。

「そ、そんな……。ボクは、女悪魔ってのはもっと美人で禍まが々まがしいまでに妖よう艶えんなおねいさんだってずっと信じていたのに……。ああ、ボクの中の悪魔像が音を立てて崩れ落ちていく……！」

　アブデルがその肩を抱く。

「分かる。分かるぞその気持ち！　俺おれも過去数千年、何度裏切られてきたことか……。だがな、所しよ詮せん女なんてのは見かけでは分からんもんなのだ。外面如菩ぼ薩さつ内面如夜や叉しやとはよく言ったものよ。お店が終わってから会ってるのに客の一人としか見てなかったりするのが女ってヤツの本性なのさ」

「あ、アンタも色々苦労してんだな……。っていうか、アンタ地上に降りて何やってんだ！」

　賀茂のツッコミは無視してアブデルはたまのほうを見た。

「しかしまあ、考えてみればさすがに上級悪魔よ。この熾し天使の俺でさえ、最初に見かけた時には危うく誘惑される寸前だったのだからな。大したものだ」

「そ、それは全然大したことじゃないような気が……」

「しかぁし！　忠実なる神の僕しもべを肉の欲望で堕落させようとは許すまじき悪行！　天使軍最強のミカエルとマブダチだったやつの従兄弟いとこの友達と士官学校で一緒に追試を受けたことのあるこの俺が滅殺してくれるっ！」

　突然立ち上がると、アブデルはたまを見据えた。いきなりな展開におびえるたま。

　確かに、呪のろいの教室の元凶を取り除くのが目的なのだから、たまがその犯人と分かった以上は滅殺するのもおかしくはない。だが、いくらなんでも唐突すぎる。賀茂は止めに入ろうと思ったが、アブデルの余りの迫力に近寄ることさえ出来ない。

　アブデルはしばらく黙だまってたまを見ていたが、やがて少し照れるように口を開いた。

「滅殺してくれる……が、その前に、全身型取って等身大のフィギュア作らせてもらえないかな」

　その場の張り詰めた空気が一いつ瞬しゆんにしてたるみきった。

「と、とにかくさ、滅殺だのなんだの物ぶつ騒そうなこと言う前に、話を聞こうよ。な」

　賀茂がやっとなだめた。

「あの、そういえば話ってなんなんですか？」

　たまがソファの上で姿勢を直す。賀か茂もはどう切り出すべきか迷って頭を搔かいた。

「君のクラス、１－Ｂのことなんだけど」

「はい」

「あそこの教室が今、呪のろいの教室って噂うわさされてるのは知ってるよね？」

　それを聞いたたまの顔が、急におびえた色に変わった。

「そうなんですよ。あの、ポルターガイスト現象っていうんですか、誰だれも触ってないのに花瓶やガラスが割れたりとか。それになんだか病人は続出するし、怪け我が人も後をたたないし。その上この間、とうとう仲良しのともちゃんが……」

　たまはそこでうつむき、一いつ瞬しゆん言葉を切った。

　賀茂は内心首をかしげる。これはとぼけているのだろうか。それとも本気で何も知らないのだろうか。

　アブデルの『眼め』なら、噓うそをついていれば分かると言っていた。チラリとアブデルのほうを見る。アブデルはそれに気づいて小さく首を振った。噓はついていないという合図だ。

　賀茂はたまに視線を戻した。たまはしばらくしてから言葉を継いだ。

「……ホントのこと言うと、これが初めてじゃないんです。中学の時も、何故なぜか決まって私のクラスだけおかしくなって、そのせいで私、何度も転校しないといけなくなって、おかげで友だちもあんまり出来なくて……。それでも何人かは仲のいい友だちも出来たんですけど、そういう子たちに限って何故か真っ先に病気になってくんです。お友だちが死んだのだって、これが初めてじゃないし……。私と親しくなった人は、みんな死んでっちゃうんです。私を拾って育ててくれた神父さんも、私が十歳の時に死んじゃったし……」

　悲しそうな表情で、たまはうつむいた。

　いくら自分のせいとはいえ、少し哀れだった。しかも本人に自覚はないのだ。賀茂は同情を禁じ得なかった。

「じゃ、君はずっと独りぼっちで……」

「え、い、いえ、そんなことないです。たまにお客さんも来ますし。郵便屋さんとか、お米屋さんとか……。夕方には窓辺にカラスさんとかコウモリさんも来るから、餌えさあげたり……。だから全然寂しくなんかないですよ。平気です」

　瞬間、アブデルが賀茂に耳打ちした。

「おい。ウソだ！　こいつ今、ウソをついてるぞ！」

「んなこと聞かなくたって分かる！」

　場の雰囲気くらい読め。賀茂は憤いきどおりながらアブデルを振り払う。

　たまが不安げな瞳ひとみで賀茂の顔を覗のぞき込んだ。

「……それで、あの、呪いの教室のことが何か？」

「あ、ああ、実はボクたち、呪のろいの教室の呪いを解こうと思って色々調べてるところでね。それで１－Ｂの子に直接話を聞けたらと思ってさ……」

　賀か茂もはあいまいに誤ご魔ま化かした。

　たまの表情に、おびえの色がいっそう濃こくなる。

「あの、じゃあやっぱりあの教室、何か悪いものでも憑ついてるんでしょうか……？」

　おそるおそる尋ねながら、手に持った国際悪魔認定証を不安げにいじくった。

　それを見た賀茂は思わず反射的に激しくツッコんだ。

「悪いものは君だろ！　悪魔のくせに！」

　アブデルと知り合って数日、すっかりツッコミ癖ぐせがついてしまっている。

　突然怒ど鳴なられてビクッと身を縮ちぢめるたま。今度はアブデルが慌てて制する。

「早まるなっ！　美少女は世界の宝。傷つけてはならんっ！」

　アブデルに押さえられて賀茂は我に返った。

「ご、ごめん。つい条件反射で……」

　頭を下げる賀茂。

「い、いえ、気にしないでください……。それより、そろそろケーキ焼けたか見てきますね」

　明らかにおびえた様子で、たまはそそくさと立ち上がった。その後ろ姿を目で追いながら賀茂はため息をついた。

「今のはさすがにマズった……」

　アブデルが厳きびしい顔で腕組みしながらうなずく。

「全くだ。危うく貴重な美少女が一人キズモノになるところだった。そんなことになれば、死後は間違いなく地獄行きだぞ」

　その時、台所のほうからたまの泣き声が聞こえてきた。

「あ～っ？　なんでこんなんなるの～っ？」

　しばらくして、たまはペチャンコにつぶれた黒焦げの物体を皿に載せて現れた。

「す、すいません。あの、ケーキお出ししようとしたんですけど、失敗しちゃいまして、その、あの……」

　そう言って、皿の上の物体へ視線をやった。賀茂とアブデルは顔を見合わせる。

　二人の様子を見ながら、たまはただオロオロとうろたえた。

「ごめんなさいっ。あの、普段はもっとちゃんとなるんですけど、その、時々なぜかこんなふうに……」

　こんな失敗作を作るヤツが、本当に普段はちゃんと焼けるのだろうか。賀茂はかなり疑わしく思ったが、自分の『眼め』では、強力な妖よう気きを纏まとったたまは『見られ』ない。

　アブデルが黒い物体を眺めながら顎あごをさすった。

「こりゃ、踏み台から落ちた時に漏れた妖気がケーキの生き地じにかかったんだ。妖気はあらゆるものの調和を狂わせるから、ケーキの生地にかかるとこういう結果になる」

　たまはすっかり恐きよう縮しゆくして半泣きになっている。

「すいません、すいません。お客様にお出しするものをこんなふうに……」

「いや、いいんだ、別に。そんなに気にしなくても……」

　賀か茂もが慌ててなだめる。

　アブデルが口を添えた。

「そうだ。俺おれがちゃんとありがたく頂ちよう戴だいするから、泣くのはよしたまえ」

　賀茂とたまが同時にアブデルを見た。

「ありがたく頂戴って……」

「まさかこれ食べるつもりですか？」

「当然だろう。家の主人が客をもてなそうと一いつ生しよう懸けん命めい作ったものだ。ならば美味おいしく頂戴するのが客の務め。違うか？」

「だ、だけどこれ、もはや食べ物じゃないぞ……」

「心配するな。俺にはどんなものでも最高の味に変えてしまう、神の調味料がある」

「な、何だそれは？」

「それはお前、『愛情』だよ。美少女という存在に対する深い愛さえあれば、どんなものでも美味しく食える！」

　ノロケる新郎のようなことを言うが早いか、アブデルは黒い塊にかぶりついた。

　ガツッ！　バリバリッ！……モサモサモサ。

　無理やり飲み下すと、アブデルは今にも泣き出しそうな顔になった。それから大きく一つ息を吐く。しばらくして顔を上げたアブデルは、『いかにも』といった感じの作り笑いを浮かべて気持ち悪いほどさわやかに言った。

「いやぁ、こんなオイシいものが食べられるなんて、ボクァ幸せだなぁ」

　目元に光る涙は断じて感涙ではなかった。




　その後賀茂は適当な世間話をしてから帰った。たまが呪のろいの教室の元凶であることは、結局黙だまったままだった。

　門まで見送りにきたたまが言った。

「あ、あの、もし良かったら、また遊びにきてください。今度はもっとちゃんとしたものご馳ち走そうしますから」

　長話などしたのは久し振りだったのだろう。名残なごり惜しそうな様子だった。賀茂はまた来ると約束して帰宅した。




　家に着いた途端に、アブデルの腹がギュルギュルと鳴り出した。慌ててトイレに駆け込むアブデル。やがてげっそりした顔で出てきたアブデルは、いまいましげに言った。

「くそっ。あのケーキ、まだ妖よう気きが残存していたか。霊れい的に完全に守られているこの俺おれの胃腸の調子を狂わせるとは……」

「それ、妖気とか全然関係ないと思うけど……」

　賀か茂もは軽くツッコんでから、一つ小さくため息をついた。

「なぁ、アブデル。どうしたらいいと思う？」

「どうしたらって何が？」

「何がって、あの子のことだよ。たま、っていう悪あく魔ま」

「んん？　そんなこと、考えるまでもなかろう。無害なものは例外として、悪魔は全すべて封印か滅殺だ」

　アブデルはどっかりとイスに腰を下ろす。

「けど、彼女はなにも、害を及ぼそうとして及ぼしてるわけじゃ……」

「賀茂。国際悪魔認定のＳ級の認定基準を知ってるか？」

　勝手に冷やしておいた台所のビールの缶かんを開けながら、アブデルは真顔になった。

「いいや」

　賀茂は首を振る。

「よく聞け。悪魔の力量認定は現在次の五つの基準でなされてる。魔力の強さ、魔力の大きさ、過去の被害者数、過去の堕落者数、身を隠す技能だ。この総合得点が基準を上回れば、認定が受けられる」

　賀茂は黙だまってうなずく。

「魔力の強さってのは、要するに及ぼす影えい響きよう力の強さのことだ。魔力の大きさは、影響力の及ぶ範はん囲いと持続力。被害者数は文字どおり被害を与えた人の数。もちろん被害者といっても、発狂、重病、重傷、死といろいろあるが。堕落者数はそのままだからいいな。そして身を隠す技能は、お前のような霊能力者たちの前で正体を隠す技量のこと。ここまではいい」

　アブデルはビールを置いた。

「問題はここからだ。Ｃ級までは単純に総合得点で評価されるが、Ｂからは足切り点がある。つまり、全ての基準において最低何点必要、というのが定められていて、それに満たない項目が一つでもあるといくら総合点で基準を超えても認定してもらえない」

　賀茂は黙ったまま、話の続きを待った。

　アブデルは賀茂をじっと見み据すえて言葉を放った。

「……Ｓ級における被害者数の最低ラインは、十万人だ」

　賀茂は目を見開いた。

「十万人？　ちょっと待てよ。不可能だ。ありっこない。だって彼女、生まれてからまだ十五年ちょっとしか……」

　アブデルが遮る。

「ありえないことではない。かつてコンスタンティノープルを襲おそったペストは一日に五千人から一万人の命を奪ったぞ。これなら一か月もかからずに十万を突破する」

「それはそう……だけど」

「あの子の漏らす妖よう気きを見ただろう？　あの強さは、下手へたな魔ま物ものの呪のろいよりよっぽど強い。あれだけ強ければ自然に浄化されることはまずないし、目的を果たせば消える『呪い』と違っていつまでも漂い続ける」

　賀か茂もは黙だまって聞く。

「さらに、妖気に触れたものには、妖気が伝染うつる。もし彼女が飛行機に乗って妖気を漏らせば、その飛行機は近日中に墜つい落らくする。しかもそれだけじゃない。その飛行機の使った滑走路には妖気の一部が残存するんだ。滑走路に妖気が残った場合、飛行機の離着陸に狂いが生じる。こうして何故なぜか事故の多い呪いの滑走路の出来上がりというわけだ」

「けど……」

「彼女は転校を繰くり返したと言っていたな。ということは、彼女の強烈な妖気もそれだけ様々な場所にまき散らされたということだ。しかも、国際線に乗り合わせた経験があれば、その妖気は海外にまで輸出されている可能性もある。それだけ色々なところに永続する呪いを振りまけば、十万人くらいすぐに達するさ」

「………」

　賀茂は弁べん護ごの余地がない。アブデルは更に追い討ちをかけた。

「言っておくがな、十万人というのはあくまで最低ラインなんだぞ。十万人にも満たないやつにはＳ級の資格はない、っていうだけの。それ以上の被害が出ている可能性は十分ある。それに、仮に十万人ギリギリだとしても、十五年で十万人の被害者を出しているのだ。次の十五年で、やはり新たに十万人の犠ぎ牲せいが出るだろう。しかも、それまでにまき散らした妖気も残っているから、それの影えい響きようによる被害者が十万人。すると、次の十五年での被害者は実際には二十万人になる。その次の十五年で三十万人。その次は四十万。どんどん被害者の規模はでかくなっていく一方だ。たった六十年で被害総数は百万に達する。これを見過ごせというのか？」

「けど、じゃあどうするつもりなんだ」

　賀茂は不機嫌そうにアブデルを見た。アブデルはそんな賀茂を諭さとすように言う。

「だから言っただろう。悪魔は封印か滅殺だと。彼女は永久に封じ込める。封じてしまえば力はなくなるから、彼女の過去も辿たどれるようになる。後はまき散らされた妖気の後始末の旅に出て、それが終われば一件落着だ。一仕事だがな」

「封じるって、どうやって？」

「適当な容器に術を施して、その中に閉じ込めるのさ。ガラスビンくらいすぐ手に入る」

「でも、それじゃ彼女はどうなる？」

「どうなる、って？」

「今までずーっと独りぼっちで暮らしてきて、また永久にビンの中に独りぼっちで閉じ込めるのか？　それはちょっとあんまりじゃないか。彼女はわざとやってるわけじゃないんだぞ」

　賀か茂もの声のトーンが思わず上がる。

　アブデルはしばらく黙だまって賀茂の目を見返していたが、やがて小さくため息を漏らした。

「わざとやってるんじゃないから始末が悪いんだ」

「なんで？」

「わざとやってるんなら、説得してやめさせることだって出来る。それなら和解の余地もある。けどな、あの子の場合、わざとじゃないんだからやめさせようもない。あの子は、何か悪いモノが憑ついているんじゃないか、と言っていたな？　つまり、あの妖よう気きが自分のものだとすら気づいていないのだ。本人も気づいていない以上、制御は出来ない。つまり話し合いの余地はないんだ」

「……！」

　賀茂は返す言葉がなかった。

　確かに理屈ではアブデルの言うとおりなのかもしれない。

　だが、たまの気持ちを考えると賀茂には納得できなかった。床をにらみつけながら、賀茂は黙り込んだ。気まずい沈ちん黙もくが流れた。

　やがて、アブデルは大きく息をつくと、やれやれと言った調子で頭を搔かいた。

「賀茂、お前なんか勘違いしてるんじゃないか？」

「何を？」

「封じ込めるってのがどういうことなのか、分かってないんだろう？　言っておくが、お前が考えてるような悲惨なものじゃないんだぞ、全然。いや、むしろ場合によっては今のままよりずっと幸せになる可能性のほうが高い。少なくとも俺おれは、幸せにしてやれる自信がある」

「……。なんで？」

「いいか。まず第一に、俺は真っ暗なビンの中に永久に孤独なまま閉じ込めるなんてつもりは毛頭ない。それは美少女に対する扱い方ではないからな。ダイアモンドも暗くら闇やみでは輝かがやかない。やはり光を浴びてこその美少女だ」

　賀茂はふてくされたまま、アブデルに不信の目を向ける。

「閉じ込めたら、普通真っ暗になるんじゃないのか。隙すき間まがあっちゃまずいんだろ？　何に閉じ込めるんだ？」

　アブデルは得たりとばかりに笑った。

「そりゃもちろんガラスケースだよ。生きたフィギュアとしてな。そうして俺とあの子は無限の寿命を使って永えい劫ごうの蜜みつ月げつを過ごすのさ。もはや寂しさに頰ほおを濡ぬらすことはない！　永遠とわに！」

「こっちが考えてたよりよっぽど悪いわぁっ！」

　賀か茂もはお茶を飲んで気分を落ち着かせた。

「……とにかく。彼女を封じるのは少し待ってほしい」

　静かだが、断固たる口調だった。

「だが、それでは１－Ｂ教室はどうする？　すでに死者も出ているし、早く手を打たないとどうしようもなくなるぞ」

「あそこは、ボクらが毎日行って妖よう気きを祓はらえばいいじゃないか。ついでに現在入院してる人たちも」

「しかし、それでは根本的な解決にはならん」

「分かってる。ただ、時間を稼かせぎたいんだよ。どういう時に妖気が漏れるのか見つけるための時間をさ。今日だって、時々すごい量が漏れてたけど、基本的には全然漏れなかっただろ？」

「そりゃ当然だ。上級悪あく魔まともあろうものが、そんなに簡単に妖気を漏らすわけがない」

「だからさ、どういう時に漏れるのかさえ分かれば、それを自覚することで漏らさないように出来ると思うんだ。もし、妖気を漏らさないようになれば、無害な悪魔ってことで見逃せるんだろ？」

「では、どういう時に漏れるか見つけるまで、ずっとあの子の漏らした妖気の尻しり拭ぬぐいをして歩くってのか？」

「うん」

「だが、何日かかるか分からんのだぞ。いや、それどころか何か月、何年とかかるかもしれん。その間ずっと、あの子のために妖気を祓い続けるというのか？」

　賀茂はきっぱりとうなずいた。

　アブデルは考え込んだ。

「何故なぜ、悪魔のためにそこまで……」

　そしてハッとする。

「賀茂、さてはお前、あの子に惚ほれたな？」

「え？　な、何を……」

　唐突に言われて慌てる賀茂。惚れたかどうかは知らないが、情が移っているのは事実だった。赤面するのを感じながら、リアクションに困って固まる。

　アブデルはそんな賀茂の様子はまるで無視して、勝手に祝福した。

「そうか。子供っぽいだのなんだのと文句を言っていたが、ようやくあの良さが分かったか！　おめでとう、賀茂！　ついに神の愛を理解したな！　これでお前とも話が合いそうだ」

「ち、違う！　それだけは断じて違う！」

　賀茂は必死で否定する。だがアブデルは笑って取り合わない。

「はっはっは。照れるな。何も恥ずかしがることはないぞ。これは神の愛なのだからな。たとえ世間では後ろ指を指されようとも卑屈になるな。堂々と胸を張れ！」

　賀か茂もは断固否定したかった。だが、こう思い込んでいることで自分に協力してくれるようになるなら、誤解させておこうと思い直して黙だまった。賀茂はその後、明け方の三時までアブデルの熱いロリコン談義につき合わされる羽は目めになった。







[image: 第５章　たまたま悪魔に生まれただけで]







　次の日、賀か茂もとアブデルは朝早くから出かけた。みんなが登校してくる前に、１－Ｂの妖よう気きを祓はらってしまうためだ。

　無人の学校は夜には不気味なものだが、朝だと逆に清すが々すがしい。静寂の中、冷たいコンクリートの質感に暖かい朝日が差し込む校舎には、神聖で幽寂な趣おもむきさえ漂う。昼の日差しの下で見れば、ただボロいだけであることはすぐ露ろ見けんするのだが。

　この爽さわやかな早朝にも、１－Ｂの教室だけは正直に、昼間と同様の禍まが々まがしさを放っていた。

　割れたガラス窓を開けて教室に入ると、賀茂はさっそく妖気を祓おうとした。

「熾し天使アブデルの名において命ず……」

「ちょっと待て」

　アブデルが引き止めた。

「なに？」

「いや、いつも同じことばかりしていては進歩がない。若いうちはいろんな術のバリエーションを経験しておくほうがいい」

「たとえば？」

「そうだな。お前、幽体離脱は出来るか？」

「え、い、一応出来る……けど……」

　少し歯切れの悪い賀茂。しかし、賀茂の態度などをいちいち気にするアブデルではない。

「よし、じゃあ、今日はそれを使ってみよう」

「どうやるんだ？」

「そうだな。まず幽体離脱して天界まで上り、そこで適当な神々か仏か天使を捕まえてこい。この場合、俺おれの名前で呼び出すとはいえ命令してはいかんぞ。あくまで丁寧に頼むんだ。アブデルの使いの者ですが、ご足労願えませんでしょうか、ってな。そして、連れてきて清めさせたらそこでハイさようなら、と、これでいこう」

「そ、そんなの出来ないよ」

「なにが出来ないだ？　天から神々を引っ張ってくるってのは、ものすごく便利なんだぞ。特に多神教の文化圏ではどんな専門家でもそろってるからな。何があっても絶対解決出来る。『西遊記』なんかでも、孫そん悟ご空くうは困ると必ず神か菩ぼ薩さつを引っ張り出してきて解決しているだろう？」

「いや、便利な術だってのは分かるけど、でも無理なんだ」

「なんでだ？」

「だってボク、幽体離脱っていっても二メートルくらいしか離れられないから……」

　ポリポリと頭を搔かく賀か茂もを、アブデルが蹴けり飛ばした。

「どあほうっ！　そーゆーのは『出来る』とは言わん！　もう一度日本語勉強し直せっ！」

「わ、悪かったな！」

　自分の未熟さを露ろ呈ていした賀茂は、照れ隠しに怒ど鳴なり返す。

「チッ。ならばしょうがない。じゃあ、とりあえず今日は再び精せい霊れいどもの使役にチャレンジしよう」

「精霊っていうと……？」

「うむ。精霊と一口に言ってもピンからキリまであるが、このあいだはキリの教室の神を呼び出したから、今度はとりあえず超逸ピンの四大精霊にトライしてみよう」

「呼び出してどうするんだ？」

「この教室内に調和を取り戻させる。いいか。万物は地水火風の四大元素からなり、これが調和することで世界は安定を保っている。それくらいは分かるな？」

「一応……」

「よし。で、この教室は今、こびりついた妖よう気きのせいで、調和が乱れた状態にあるわけだ。だから、地水火風の四大精霊を呼び出して、調和を取り戻させる。精霊たちが調和を回復させようとする支配力が妖気の支配を上回れば、当然妖気はかき消される。しかも、ただ単に妖気を祓はらうだけでなく、崩された教室の調和まで回復できてしまうのだ。便利だろう？」

「確かに」

「よし、ではやれ」

「教室の神様と同じやり方でいいんだな？」

「ああ。四大精せい霊れいといえども所しよ詮せんは精霊クラス。ナメられんよう高圧的に呼びつけてやれ！」

　賀か茂もが精神を統一し、命令をする。

「熾し天使アブデルの名の下に命ずる。四大精霊よ、我が前に姿を現せ！」

　いつものように、強烈な支配力が賀茂の体から流れ出ていく。だが、何故なぜか手て応ごたえがない。捕まえようとしても逃げられてしまう。

「駄目だ。捕まらない」

　それを見てアブデルがいまいましげに言った。

「くそっ。あいつら、変にプライド高いところがあるからな。新米術者のお前が偉そうに命令したから、シカト決め込んでるんだ」

「偉そうに命令って、でも高圧的に命令しろってのはアンタが言ってたんじゃないか」

「そりゃ、原則的にはそうだが、中にはひねくれモノもいるのだ。精霊の類たぐいには多いんだよな」

「で、どうするんだ。このままじゃ、呼び出せないよ」

「命令するとかえって逆らうようなヤツは、おだてて上手じようずに操そう縦じゆうするんだ。まず、四大精霊などと一括くくりにせず、それぞれの名前をちゃんと呼べ。更に、彼らをたたえる言葉とかを名前を呼ぶ時に添えろ。その上で、無力な私に力を貸してほしい、と低姿勢で頼むんだ」

「なんか、魔ま術じゆつの勉強というより処世術習ってる気分だな」

「なに、魔術というのは世界の原理を知り、それを上手にコントロールする能力のことだ。それが超自然の世界に属する原理ならいかにも魔術になるし、現世のことに関する原理なら処世術やら科学技術になる。それだけの違いだ。だが、常に真理は一なるものに辿たどり着く。つまり、神々や精霊とのつき合いも、人間同士のつき合いも、その根本は同じことなのさ」

「そんなもんか」

　賀茂はなんとなく納得した。そして息を吸い、再び言葉を吐く。

「万物を生み育て、万物を看み取る大地の精ノームよ、全すべてを潤うるおし全てを清める水の精ウンディーネよ、一切を焼き滅ぼし一切を生まれ変わらせる火の精サラマンデルよ、いと疾はやく駆けりあらゆるものに息い吹ぶきを吹き込む風の精シルフよ、そなたら天地の初めよりいますいと高き四大精霊に、我、請こい願い奉る。我が前に気高き姿を現し、熾天使アブデルの御名に免じて無力なる我にその大いなる力の片へん鱗りんを貸し与え給たまえ！」

　唱え終わると同時に、アブデルの力が賀茂を通じて出ていく。だが、かなり勢いが弱い。居丈高に命じる時と比べると、ほとんど何もないに等しいくらいだ。こんなんで大丈夫だろうか。賀茂は少し不安になる。

　だが、すぐに手応えがあった。身長一メートルほどの子供のような姿をした四大精霊が次々と姿を現す。と同時に、猛烈な勢いで跳ね回りながら喋しやべりまくる。

「最初えっらそーに命令するからどんなヤツかと思ったら」

「何よこいつ、まだガキじゃん」

「最初っから丁寧に頼めばいいんだよな」

「俺おれ、こーゆー勘違いしたやつって大嫌い。焼いちゃう？」

「熾し天使味方につけたからっていい気になってんじゃねーぞー」

「どうせお偉いさんなんて、めったに地上に来ちゃくれないんだから」

　互いに勝手に喋しやべり合って、賀か茂もが口を挟む暇もない。しかも、一いつ時ときとして同じ場所にとどまっていないのだ。賀茂は狼ろう狽ばいしてアブデルを見た。アブデルは済まなさそうに言う。

「すまん。悪かった。こいつら呼び出す時には、魔ま法ほう円を描かいてそこから出られないようにしてからその中に呼び出すのが普通なんだ。そうでないと、人の話は聞かんしどこへ行くか知れたものではないからな。久し振りですっかり忘れてた。とりあえず俺が言うこと聞かせるよ」

　アブデルは一歩踏み出すと、精せい霊れいたちに向かって大声で言った。

「やっかましいお前ら！　静かにせんと耳の穴から手ぇ突っ込んで奥歯ガタガタ言わすぞコラァ！」

　一いつ瞬しゆん、精霊たちはアブデルのほうを振り返った。そしてその場にじっと立つ。が、じっとしたのは一瞬で、すぐさまヒソヒソ話を始める。

「なによ、自分のほうがよっぽどやかましいわよね」

「ってゆーか、なんでこいつ、地上にいるわけ？」

「きっとアレよ、左さ遷せん。リストラよ。仕事でミスして飛ばされたんだわ」

「それか、お布ふ施せ使い込みして慰い安あん旅行に来てんだ。売春ツアーとか」

「なにそれサイテーじゃん。そんなんでよく俺たちにエラソーにできるよな。信じらんねー」

「こんなとこいないで天国戻って仕事しろってんだよな」

　しばらく黙だまっていたアブデルだが、そのうち手近にいた精霊二人の頭をがっしりと摑つかんで、その二つの頭で残る二人の頭をガッチリと挟みつけた。そうして同時に四つの頭ず蓋がい骨こつをギリギリ変形させながら、低い声で言う。

「何か言ったかコラ？　俺は耳が遠くてな、すまんがもう少しでかい声で喋ってくれや、あ？」

「す、すみません」

「もう言いません」

「ごめんなさい」

「私が悪かったです」

　精霊たちが黙る。アブデルはまだ許さない。

「お前ら、最初俺の名の下に召しよう喚かんされときながら、シカトぶっこいたな？　ああ？　どういうつもりだコラ？　なんか気に食わんことでもあんのか？　あるんなら正面切ってそう言えや。オイ。聞いてんのか？」

「申し訳ありません。あの、最初の時は地下室にいて聞こえなかったもんで……」

「私、シャワー浴びてたから……」

「ボクはてんぷら揚げてる最中だったんで手が放せなくて……」

「鳩はとに餌えさあげに行ってたので……」

　各自が言い訳する。アブデルは納得していないが、とりあえず摑つかんでいた手を離した。

「まあいい。そんなことより仕事だ。見てのとおり、この教室はワケあって調和が著しく乱れている。これを元どおりに……」

　アブデルが言い終わらないうちに、またもや精せい霊れいたちのお喋しやべりが始まった。

「あー、ホントだ。なにお前、俺おれの領地まで侵入してんだよ」

「うっさいな。ここ私の陣地でしょ」

「ってゆーか、お前出てけって」

「出てくのはそっちでしょ。ここまで私の陣地だもん」

「あ、じゃあ、ここからここまで俺のもん」

「ずるいぞお前！　勝手に陣地決めんな」

「うっせー。早いもん勝ちだろ」

「バカ。じゃんけんだ、じゃんけん」

　大おお騒さわぎで場所取り合戦を始める精霊たち。

　それを見て賀か茂もは不安になる。

「なんかさぁ、さっきより余計に調和が乱れてる気がするのは、気のせい……？」

「ん、まぁな……。仕方ないんだ。こいつらこういう性格だから。でも、見てみろ。すでに妖よう気きの影えい響きよう力など完全にかき消されているだろう」

「あ、確かに」

　こんな精霊たちには、さすがの強力な妖気も影響しようがないらしい。充満していた妖気は、いつの間にかすっかり消えていた。

　しばらくして、精霊たちの領地配分もようやくかたがついたらしい。教室内は見違えるように清すが々すがしい空気に変わっていた。

　四人はアブデルのほうを向くと、終わったと告げた。

「じゃ、俺たちゃもう帰りますんで」

「ああ、ご苦労だったな」

「それじゃ、失礼しまーす」

　それから賀茂のほうを向いて、馬ば鹿かにするように言う。

「あたしたちを呼ぶのはもう少し力つけてからにしましょうね、ボウヤ」

「他人ひと様さまの力を当てにしてちゃ駄目でちゅよー」

　口々にそう言うと、あっという間に精霊たちは姿を消した。賀茂はなんだか無性に腹立たしい。そこへアブデルが追い討ちをかけるように言う。

「ま、確かに四大精せい霊れいを呼ばせるのは、お前には少し早すぎたな」

　賀か茂もはムッとして反論した。

「なんだよ。ちゃんと呼べたじゃん」

「いや、そうでもない」

　アブデルは首を振る。

「俺おれの力を使っていながら、あの程度の奴やつらを一発で無理やり呼びつけられないってのは、やはりお前が未熟なのだ」

　憮ぶ然ぜんとしている賀茂にアブデルは続ける。

「いいか。最初に呼びつけようとした時、捕まえられなかっただろう。それは何故なぜだ？」

「何故って……」

　賀茂は口ごもる。アブデルが言う。

「奴らが見つけられなかったんだろう？　いや、もっとはっきり言えば、『見え』なかった。そうだろう？」

「ま、まぁ……」

「もしあいつらの姿がしっかり『見え』ていれば、ちゃんとピンポイントで狙ねらえたはずだ。そうすれば、いくら奴らが逃げようとしたところで逃がすはずがない。そしてもし無理やり呼びつけることに成功していれば、もう少し奴らもおとなしくなったはずなのだ」

「確かに……」

　賀茂はうなだれた。

　術の行使に当たってもっとも基本となるのは霊れい視し能力だ。自分の発する魔ま力りよくが見えていなければ、力を制御することは出来ないし、世界に存在するあらゆるものを『見る』能力がなければ、それらを自在に行使することなど及びもつかない。何がどこに存在し、どのように関係し合っているのかを『見る』力がなければ、いくら強大な力を発揮できても有効には使えないのだ。

　賀茂自身、それは十分に承知していた。だからこそ、道で占い師をやっている時にも道具に頼らず自分の力だけで『見る』ようにしていたのだ。その結果として、『見る』だけならかなりの力はついている自信があった。だが、今回のことは自分の力不足を思い知らされる結果となった。

　落ち込んでいる賀茂を見て、アブデルが少し慰なぐさめる。

「まあでも、力のある精霊ってのは、強力な霊気を纏まとってるみたいなところがあるから結構見えにくいのだ。それに纏う妖よう気きが強くなればなるほど、ますます見えにくくなる。現に、あの例の悪魔っ娘こたまちゃんほどにもなると、この俺でさえ霊視することは出来んのだから。だからあまり気にするな。第一、今は未熟でも、これから力をつけていけばいいのだ。そうだろう？」

　賀か茂もは力なくうなずいた。アブデルは続ける。

「自信を持て。お前は日々着実に力をつけている。それは間違いない」

「そ、そうかな？」

　その言葉に賀茂は少し元気を取り戻した。アブデルのほうを見上げる。

「そうだとも」

　アブデルは賀茂の肩を力強く抱いた。

「昨日だって、ついに神の愛を理解したではないか」

　そ、それは違うと思う……。賀茂は内心がっくり脱力した。そして、こんなアブデルに励まされてしまう自分にますます自己嫌悪を覚えるのだった。

　もちろん、アブデルはそんな賀茂の内面などには頓とん着ちやくしない。

「よし、それじゃ、仕上げに教室内部に術を仕かけてから引き上げるとするか」

「術？」

「つまり、せっかく教室内を浄化しても、あの子が妖よう気きを漏らしたら元の木もく阿あ弥みだろう？　だから、ちょっとくらいの妖気ははじくように魔ま除よけを施しておくのさ。そうすれば、この教室の生徒たちについた妖気もついでに祓はらうことが出来て、手間が省ける」

「なるほど……。でも、そんな魔除けなんか仕かけて、あの子大丈夫かな」

　賀茂の不安をアブデルは一笑に付した。

「何を言っている。あの子は教会で暮らして平気でいるような上級悪魔だぞ。ちょっとやそっとの魔除けなど、蚊に刺されたほどにも感じるものか。絶対に無害だ」

　言われて賀茂は納得した。そして、アブデルの指示に従って教室の四隅に護ご符ふと呪じゆ文もんを書き込み、判はん子こ代わりにアブデルの霊れい力りよくを刻印する。呪文の意味内容をアブデルに尋ねると、アブデルはとぼけるように視線を泳がせた。

「つ、つまり、教室内にいるあらゆる霊的なものに対する布告としてだな、この教室の内部に生じる妖気を全すべて浄化せよとか、そういうことを命令してあるんだ」

「それはこの文のどこに該当するの？」

　先ほどの四大精せい霊れい召しよう喚かんで未熟さを痛感した賀茂は、少し熱心に聞く。アブデルは呪文の上半分を指で示した。

「じゃあ、残りの部分は？」

「それは、まあ、お前には関係ないよ……」

　珍しく歯切れが悪い。何を隠しているのだろう。賀茂は気になった。もしや、賀茂に内緒でたまを封じようとしているのではないか。生きたフィギュアを手に入れるという変態じみた野望をこのアブデルがあっさりあきらめるとは思えない。

　賀茂がしつこく追及すると、アブデルはあきらめて白状した。

「……つまりだな、この教室内で万一『素敵な光景』が繰くり広げられた場合には必ず録画して後で俺おれに見せにくるように、って……」

「『素敵な光景』？」

　賀か茂もは首をかしげる。

「神の芸術や神の愛に通じるような光景ということだ」

「……確かにボクにゃ関係ないな」

　賀茂は、安心したような呆あきれたような気分でため息をついた。




　時は流れて昼休み。賀茂とアブデルがパンをかじりながら今後の予定を話し合っていると、かたわらに人の影が近づいてきた。

　律りつ子こだった。

「あぶでる様、ランチご一緒してよろしいかしら？」

　そう声をかけると、アブデルがいいとも悪いとも言わないうちに勝手に隣となりの席に座る。そして、鞄かばんからいそいそと弁当箱を取り出した。

　机の上にドンと置かれた弁当箱は、縦たて四十五センチ、横五十センチの巨大な重箱で、積まれた高さは目測でおよそ一メートル。

「実はわたくし、昨日あぶでる様が購こう買ばいのパンでお昼をすませているのをお見かけしまして、今日は僭せん越えつながらあぶでる様の分も作ってきてしまいましたの」

　常人の十倍の食欲と消化能力を持つ律子が考える『二人前』とは、ちょうどこれくらいの量になるらしい。それはまあいいとして……。

「……どうやって鞄の中に入れてたんだ？」

　脇わきで見ていた賀茂の口から素朴な疑問が漏れた。

　そこで初めて律子は賀茂に気がつく。

「あれ？　賀茂くん、いつからそこに？」

「いつからって、最初からずっといたんだけど……」

「そうだっけ？」

　律子の目には、関心のないものは映らないのである。

「まぁいっか。そういや賀茂くん、どうなの、その後の進展は？」

「進展って？」

「ほら、例の呪のろいの教室の」

「ああ、あれ？　まだ片はついてないから、当分の間は近づかないほうが無難だよ」

「なに？　まだなの？　相変わらずトロくさいわねー」

　律子が呆れたように横目で見る。アブデルが助け船を出した。

「まあ、こいつがトロくさいのは事実だが、少し込み入った事情があって、そうすぐには解決出来んのだ。大目に見てやってくれ」

「はい。あぶでる様がそうおっしゃるなら」

　律りつ子こは素直に聞き分けた。どうやらアブデルに一目惚ぼれしたらしい。たで食う虫も好き好き、という諺ことわざが賀か茂もの脳裏をかすめる。しかし、アブデルの外見は確かに美形だから、性格を知らなければ惚れるのもあながちおかしな話ではない。

「ところでさ、まだなんだったら話があるんだけど」

　律子が少し身を乗り出す。

「こないだ言ってた、たまちゃんって子。ほら、例の死んだ子の親友だったっていう。今日ね、あの子の家に遊びに行く約束してるんだけど、もし良かったら一緒に来る？　賀茂くんなら何か見えるかもしれないし」

　賀茂とアブデルは顔を見合わせた。賀茂が慌てて尋ねる。

「き、君はその、たま、って子と今でもつき合いがあるの？」

「え、つき合いがあるってほどじゃないけど。ただこないだのお葬式の時に聞いた話じゃ、クラスの友達もみんな病気だし、残ってる子もおかしくなってて、話し相手もいなくて寂しそうだったから、時々電話してお喋しやべりしたりしてるんだけど。あの教室の噂うわさとかも聞けるしね」

「そうか。直接会ったりしてるわけじゃないのか」

　少しホッとする賀茂。

「なに？　直接会うと何かまずいワケ？」

「え、いや、そうじゃないけど……」

　本当はまずいのだが、それを言うわけにはいかない。お喋り女の律子に、たまが呪のろいの教室の元凶だと知れたら、どんな噂が流れるか分からない。たとえ律子に悪気がなくても、悪い噂というのは伝わっていく過程で悪意をおびていくものだ。たまを傷つけるような事態は避さけたかった。

　かといって、このまま知らせずにいたら、今度は律子が危険だ。この間は幸い一命を取り止めたが、今後もたまと友だちづき合いが続けば、いつまた危険に晒さらされるか分かったものではない。次も救えるとは限らないのだ。それ以前に、妖よう気き渦巻くあの教会に無防備で立ち入れば、その場で倒れて絶命ということも考えられる。

　賀茂はアブデルのほうを見る。アブデルは賀茂に耳打ちした。

「やむをえん。俺おれたちもついていって、この子を守しゆ護ごしてやるしかあるまい。なんとかなるだろう」

　賀茂はうなずくと、律子に向き直った。

「じゃ、あの、ボクらもご一緒させてもらっていいかな」

「ああ、来る？　オッケー。賑にぎやかなほうがたまちゃんも喜ぶし。じゃ、放課後にね。あぶでる様、ごきげんよう」

「うむ。なかなか美味うまい飯だった」

　気がつくと、いつの間にか弁当箱は空っぽだった。律りつ子こもアブデルも、喋しやべりながらちゃんと箸はしは動いていたものらしい。

　それにしてもなんてスピードだ。賀か茂もは食べかけのカレーパンを右手に持ったまま、しばし啞あ然ぜんとした。

　律子の姿が見えなくなると、さっそく賀茂はアブデルに聞く。

「どうやって守ればいい？」

　アブデルは考え込んだ。

「今日一日だけならいくらでも方法はあるが、しかし、あの調子だと今後もつき合いは続きそうだしな。そうすれば、いずれ妖よう気きにやられてしまうのは『眼めに見えて』いる」

　たまが『見え』ないために、正確な予見は出来ないが、確かにいずれやられるのは間違いない。

「だがまあ、律子とやらの場合、すでに女としての盛りは過ぎている。これ以上時の移ろいの犠ぎ牲せい者になるより、早く天に召されるほうが良いのかもしれんがな。本人のためにも、世界のためにも」

　アブデルが天使にふさわしからぬ発言をする。本気の口調だ。賀茂は慌てていさめる。

「アンタにとっちゃ盛りは過ぎてても、世間の常識ではこれからが一番の女盛りなんだぞ」

「ちっ。キサマはまだ世間の常識などに縛しばられているのか。神の愛に目覚めたはずなのに、仕方のないやつ……」

　アブデルはやがて決断した。

「よし。賀茂。お前にやったその十字架、彼女に貸してやれ」

「え？」

「なにが『え？』だ。それ以外に手があるか？」

「それは……。でも、そうするとボクは？」

「お前は自分の力で自分を守れ。大丈夫だ。そろそろ、それくらいなら出来る」

「でも、どうやって……」

「簡単だよ。お前の自分自身に対する支配力が、魔ま力りよくや妖気の影えい響きよう力を上回っていれば、魔力や妖気はお前になんの危害も与えることはない。当然のことだろう？」

「そりゃ、そうだけど……。あの力を上回る支配力を常に自分に向け続けるって、一体どれだけ集中力がいるんだ……」

「またお前は心配性だな。安心しろ。自分で自分自身を支配する、ってのは要するに自分を見失わないってことだ。リラックスして堂々としてりゃいいんだよ。あらゆる力のうちでも自分自身に向ける支配力が一番強いんだから、心配するな」

「そうは言ってもさ……」

「それにだ。俺おれの力を使えるってことを忘れるな。いざとなったら俺の力を引き出して妖よう気きを追い出せばいい」

「それもそうだな。……じゃあ、いっそのことアブデルの力を常に身辺に纏まとっておこうか」

「それが出来るならそれでもいい。ただし、そのほうがよっぽど集中力がいるがな」

　アブデルがからかうように賀か茂もを見た。

「う、確かに……」

　力の大きすぎる守しゆ護ご霊れいも不便なものだ。賀茂は嘆息した。

「それはともかくだ。今日あの子に会ったら、過去のことを徹てつ底てい的に聞き出すぞ。微に入り細に入りだ。それによって、今までどういう時に妖気が漏れやすかったかとか、どういう場所に妖気をまき散らしてきたかをつき止める手がかりを摑つかむんだ」




　放課後になると、クラスのみんなが帰ったのを見計らって賀茂は律りつ子こに十字架を渡した。

「何これ？　またお守り？」

「うん」

　律子が怪け訝げんな顔をする。

「なんでこんなモン？　ひょっとして私、また呪のろわれてる？」

「いや、そうじゃないんだけど……」

「じゃ、なんで？」

「えっと……、つまりさ、その、今日会う子って、呪いの教室にずっと通ってるワケじゃない？　だから、下手へたするとその子から呪いが伝染うつるかもしれないんで、一応念のために……」

「呪いが伝染るって、伝染病じゃあるまいし。それに、そんなこと言うんだったらずっと呪いの教室に通ってるたまちゃんにあげたほうが良くない？」

「いや、それはそうなんだけど、その、そっちの子のほうはまた別に手を打つから、君はとりあえずそれ身につけておいてほしいんだ」

「まあ、前のよかダサくないからいいか。でも私、浄じよう土ど真しん宗しゆうなんだけど」

　律子が十字架を身につけたのを確認してから、三人で１－Ｂ教室へ向かった。掃除をしているたまを見つけて律子が手を振る。

「たまちゃーん！　久し振りーっ」

　それに気づいたたまが振り向く。

「あ、律子さん。それに賀茂さんと阿あ部べさんも」

　ほうきをもったまま教室を出てくる。

「少しだけ待っててくださいね。すぐに終わりますから」

　見ると、掃除をしているのはたま一人だけだ。律子が聞く。

「ちょっとたまちゃん。一人で掃除してんの？」

「はい？　そうですけど」

「ひっどーい。他ほかの掃除当番はなにやってんのよ」

「あ、あの、みんな体調悪いですから、元気なの私一人だけなんで、それで……」

「それにしたって、たまちゃん一人に全部やらせることないじゃない。そりゃ机運んだりは出来なくたって、ほうき持って床掃くくらい、病人でも出来るわよ。ねぇ？」

「あ、あの、すいません。私がその、しんどかったら帰ってもいいって言っちゃったもんですから……」

「そんなこと言われてそのまま帰る、普通？　たまちゃんみたいなか弱い女の子一人残して。男は皆、女の奴ど隷れいだってこと分かってないんじゃない？」

「ご、ごめんなさい」

　何故なぜかたまが肩身が狭そうにうつむく。律りつ子こは慌てて言った。

「いや、あの、私はたまちゃんを責めてるんじゃなくてね、その、薄はく情じようなクラスメイトたちを……」

「よし、では我々が掃除を手伝おうではないか」

　アブデルが割って入った。律子がすぐに賛成する。

「ああーん、さすがあぶでる様ぁ。なんてお優しい。素晴らしい思いつきですわ」

　賀茂も当然異議はなかったので、すぐに三人で教室に入る。アブデルがすぐさま仕切った。

「よし、では女の子たちは机運びに専念してくれ給たまえ。床を掃くのは我々が引き受けた」

　それを聞いて賀茂が思わず抗議する。

「おい、普通、力仕事は男子がやるもんじゃないのか？」

　アブデルがたまを指差しながら小さい声で言った。

「バカモン。あの子に床を掃かれたら、今朝けさせっかく仕かけておいた護ご符ふが無効になってしまうだろうが」

　言われて賀茂はハッとする。

「そ、それもそうだな」

「分かればいい。それに、力仕事は俺おれのような高貴な者にはふさわしくないしな」

「それが本音か！」

「賀茂くん！　何話してんの？　さっさと働きなさいよ」

　突然律子が後ろから蹴け飛とばした。アブデルがすかさずほうきを持って立ち上がり、これまた賀茂に向かって言う。

「そうだぞ。なにをのんびり寝そべっておるのだ。俺ばかり働かせおって。この横おう着ちやくモノが」

「な……！　アンタだってさっきまで一緒に喋しやべってたくせに」

「やかましい。口ではなく体を動かせ」

「ああ、あぶでる様のおっしゃるとおりですわ～」

「ふっ。当然だ。この俺おれの言うことは常に正しい」

　こ、この二人は……。賀か茂もは一目で、何を言っても無駄だと悟った。




　掃除が終わって、たまの家へ向かう帰り道。たまが聞いた。

「あのー、律りつ子こさんと賀茂さんて、お知り合いなんですか？」

「あれ？　たまちゃん、なんでこいつの名前知ってんの？　私、紹介したっけ？」

　教室に迎えに行った時すでに、たまが賀茂の名前を呼んでいたことは聞こえていなかったらしい。自分への呼びかけ以外には反応しない経済的な聴覚システムなのだ。

「いえ、実は昨日、私の家に訪ねてこられたんで……」

　律子が意外そうな顔で賀茂のほうを振り返る。

「いや、一応話を聞きにさ……」

「えー、そうなの？　もう話とか聞いちゃってるの？　じゃあ賀茂くん、もう用なしじゃん。なんで今日もわざわざついてきたの？」

「なんでって、そりゃ誘われたから……」

　アブデルが口を添えた。

「男子として、女性の誘いを断るわけにはいかんからな」

「女性の誘いって、それちょっと意味違うでしょ。賀茂くん、アンタなに考えてんのよ」

「ボ、ボクはそんなこと言ってないっ！　アブ……阿あ部べテル、アンタ変なコト言うなっ！」

「はっはっは、すまんすまん。本当の理由は、美しいものは何度でも愛めでたくなるからだったな」

　噂うわさ好ずきな律子の目がキラーンと光った。

「あらま！　ちょっとたまちゃん、今の聞いた？　賀茂くん、たまちゃんに気があるんだって」

　たまがそれを聞いて赤面する。賀茂は慌てた。

「ちょ、ちょっと待て！　お前ら二人だけで勝手に話作るな！」

　賀茂のことは完全に無視して、アブデルが言う。

「そう、賀茂は君のことなら何でも知りたいのだそうだ。なんでもな」

　そして軽く賀茂をつついて目配せした。瞬しゆん間かん、賀茂はアブデルの作戦を理解した。相手のことを根掘り葉掘り聞き出すには、好きだから知りたいという理由が一番自然だ。

　だからってボクを使わなくたって、アブデルが自分でやりゃいいのに……。

　賀茂はそう思ったが、考えてみればアブデルにやらせるのはいろんな意味で危険だ。ここは自分が引き受けるほうがいい。

　それに賀茂としても、たまに情が移っているのは事実だから、好きだと言ってもあながち噓うそというわけではない。まあ、なまじ噓ではないだけ余計に恥ずかしかったりするのだが。

　とりあえず賀か茂もは黙だまってうつむいた。図星を指されて恥じらっているという演技だ。

　それを見た律りつ子こが賀茂の背中をはたいた。

「ちょっと、賀茂くん。ジョーダンだってば。この程度からかわれたくらいでそんなふて腐れてたら器量が小さすぎるぞ」

　ふて腐れ？　恥じらっているつもりだったのに……。ショックを受ける賀茂。

　ともかく、『根掘り葉掘り作戦』は賀茂の余計な演技であっさり頓とん挫ざした。舌打ちするアブデル。

「この大根役者が……」

　ボソリと呟つぶやく。賀茂には返す言葉がなかった。




　たまの家の教会を前にして、賀茂は少しひるんだ。改めて見ると、やはりとんでもない妖よう気きが漂っている。本当に自分の力だけで身を守れるだろうか。いささか不安になった。

　賀茂は、靴くつ紐ひもがほどけたと噓うそをついてたまたちを先に行かせた。そして、アブデルと二人になると、素早く教会中の妖気を強制撤てつ去きよした。これで、後はたまから直接漏れる妖気にだけ注意すればいい。

　二人が中に入ると、昨日と同様居間に通された。三人を座らせておいて、たまがいそいそとお茶の準備をする。生き生きしている。お客を迎えてもてなすのが単純に嬉うれしいらしい。

　たまがお茶とお茶菓子の準備を終えてイスに座ると、賀茂はさりげなく切り出した。

「そういえば、たまちゃんてなんで教会に住んでるの？」

「あ、そういえば変わってるよね。お家うち、神父さんとかなの？」

　律子の質問にたまが答える。

「あの、お父さん、っていうか、その、私を拾って育ててくれた人が神父さんだったんで……。それ以来ずっとここで暮らしてるんです」

「え、もしかして捨て子だったの……？」

　律子がまずいことを聞いたかも、という顔になる。しかしそれなら『捨て子』なんて言うほうが余計まずいだろう。賀茂はそう思ったが、律子はその点に関しては気にしている様子はない。

　当のたま本人は、拾われたことも『捨て子』という言葉も別に気にせず続けた。

「そうです。ダンボール箱に入れられて、『誰だれか拾ってください。名前はたまと言います』って貼はり紙がしてあったそうで。それで、神父さんはそれを見て猫だと思って、持って帰ったんだそうです。猫が好きな人だったので。それで、家に帰って箱を開いてびっくりしたって……」

「持って帰る前に中身を確認しなかったのか……」

　賀茂は少々呆あきれる。それを見たたまが、慌てて神父を弁べん護ごした。

「あの、箱から漏れる声を聞いて、間違いなく猫の鳴き声だと思ったんだそうです。ほら、あの、赤ちゃんの泣き声って、猫に似てますから……」

「まあ確かに……」

　それにしてもなぁ……、とは思いながらも、表面上は一応うなずく賀か茂も。

　たまは賀茂の内心の事情には一切気づかず、納得してくれたと信じ込んでホッと安あん堵どした。

「それで、中に入ってるのが赤ん坊で、しかもよく見たら角つのはあるし尻尾しつぽはあるし、羽根まで生えてるもんで、随分慌てたそうですけど、拾った以上は責任があるっていって、養よう子しにしてくれたんです」

「え？　角とか羽根って……ホントに生えてるの？」

　律りつ子この目が好奇心で一・五倍ほど拡大した。

　それを見て、賀茂の額ひたいを大きな汗が一滴伝う。

　……やばい。このままだと、たまが人間でないことが律子にバレる。そうしたら、たまが呪のろいの教室の元凶だってことも……。かといって、ここで自分が遮るのも不自然だ。どうすれば……っ。

　心中大いに焦る賀茂だが、それを見抜けるたまではない。

「ほら、このリボンの下に……」

　賀茂の心配など露つゆ知らず、たまは相変わらずの屈託のなさでリボンを取って見せた。山羊やぎの角のようなものが一本、頭のてっぺんからニョッキリと生えていた。

「人に見られると変に思われるからって、いつもはリボンで隠すようにしてるんですけど」

　だったら見せるなよ！　賀茂は内心絶叫した。

「げ……っ。本物だ……。スゴーイ、信じらんない。見て見て、賀茂くん。ほら、本物だよこれ！」

　律子が右手で角を握り締しめながら、興こう奮ふんした声を出す。

「あ、あの律子さん、あんまり左右に揺さぶらないで……」

「え？　あ、ゴメンゴメン。でもそれじゃ、羽根とかもマジで生えてるの？　尻尾も？」

「はい。でも、あの、それは服の下なんで、その、この場で見せるのは……」

　たまが赤くなる。

「ああ、そりゃなにも服脱いでまで見せてくれなくてもいいけど……」

　律子の言葉にアブデルが小さく舌打ちした。

「それよりたまちゃん……、ちょっと変なこと聞くけど、たまちゃんて人間なの？」

　身を乗り出して尋ねる律子。その両目がキラキラと興きよう味み本位の輝かがやきを放つ。

　やばい。本質的な質問だ。賀茂は慌てて口を挟んだ。

「に、人間なの、って、人間じゃなかったら何者だよ」

「ＮＡＳＡで極秘に開発された改造人間とか」

「なんでアメリカ航空宇宙局が改造人間なんか開発するんだ」

　反射的にツッコミを入れながらも、話が逸それてホッとする賀か茂も。

　だが、安心したのも束つかの間、たまが自分からあっさりと正体を明かしてしまった。

「改造人間じゃないです。神父さんは悪あく魔まだって言ってました。認定証もあります」

　照れたような、それでいて少し嬉うれしげな顔で笑う。けど、お前は今、致命的な発言をしてしまったんだぞ。笑ってる場合じゃないだろっ……、と賀茂は絶叫したが、それはやはり心の中でだ。

　表面上は冷静な顔を装い、律りつ子こがどんな反応をするか賀茂は緊きん張ちようしながら見守った。

　だが律子の反応は、賀茂の不安を裏切る緊張感のないものだった。

「えーっ。悪あく魔まなの？　すごーい。かっこいー」

　再びたまの角つのを握り締しめながら、興こう奮ふんして叫ぶ律子。彼女の頭の中では、たまが悪魔であることと呪のろいの教室とは全く結びつかなかったらしい。

　思い切り腰が砕けながらも、ホッとする賀茂。今だけは、律子がバカであることを天に感かん謝しやしたい気持ちだった。

　律子が言う。

「じゃあさ、何か魔法とか使える？　ちょっと何かやってみて」

「あ、あの、実は私、何にも出来ないんです」
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　たまが困惑したように手を振る。

「えー、なんでー？」

「あの、神父さんは私を人間として育てようとしてましたから、それで、人間として暮らすには魔ま法ほうなんか使えなくたっていいって。だから私、そういう方面のことって全然分からないんです……」

「なーんだ。じゃあ、結局のところたまちゃんて角つのとか生えてる以外はただの人なの？」

「はい、そうです。すいません」

「賀か茂もくんなんかは人間だてらに色々見えたりとかするらしいんだけど、そういうのもなし？」

「はい。すいません。私、霊れい感かんとか全然ないほうで……」

「そっかー。残念だなー。たまちゃんのこと奴ど隷れい調教したら、私、悪魔使いになれるかも、って一いつ瞬しゆん期待したのに……」

　悔しがる律りつ子こ。

「どれいちょうきょう……？」

　人差し指を口元に当て、たまが不思議そうに首を傾かしげる。律子が説明しようとしたのを見て、賀茂は急いで口を挟んだ。

「と、ところでさ、その神父さんってどんな人だったの？」

「えーっと、優しい人でした。私が拾われた時にはもう五十過ぎで、奥さんも亡くなって独身で、お子さんもいなかったから、すごく可愛かわいがってもらった覚えがあります」

「神の愛だな……」

　アブデルがうなずく。賀茂は無視した。

「あの、変なこと聞くようだけど、健康な人だった？」

「はい。すごく元気で、病気とかも全然しなかったと思いますけど……。ただ……」

「ただ……？」

「あの、私が小学校の三年生くらいの頃ころから、急に私の通うクラスがおかしくなり始めて……、あの、今の１－Ｂと同じように……。それで、私一人だけ元気だったもんですから、ひょっとして私が毒でもまいてるんじゃないかなんて噂うわさが立って、その噂がなんかＰＴＡのほうでも広がったらしくて、圧力がかかって、私、転校せざるをえなくなったことがあるんですけど、その時辺りから神父さんの体調が少しずつ悪くなり出して……」

　賀茂は黙だまってうなずく。

「当時の私にはよく分かりませんでしたけど、たぶん色々ストレスとかあったんだと思います。で、それ以来なんだか寝込みがちになって、私が十歳の時にとうとう………」

　たまはそこで少しうつむいた。

　賀茂の『眼め』にはやはり見えなかったが、しかしその頃から妖よう気きの漏出が始まったと見て良さそうだ。神父が倒れたのもストレスより妖よう気きの浴びすぎのほうが主な原因だろう。

「その頃ころから、私の行く先々で、おかしなことばっかり起こるようになってきて、通うクラスもみんな呪のろいの教室みたいな状態に……」

「それ、まさか神父さんの死し霊りようとか……？」

　律りつ子こが言う。賀か茂もは即座に否定した。

「いや、それはないよ。見たところ死霊なんか憑ついてないし、それにたまちゃんに祟たたる理由がない。神父さんはたまちゃんのこと、可愛かわいがってたんでしょ？」

　たまは小さくうなずいた。

「はい。死ぬ間際まで、ずっと私のことばっかり気にかけて……。たとえ悪あく魔までも、ちゃんと立派な人間として生きていればきっと天国に行けるからって、だから天国でまた会おうって……」

　臨りん終じゆうの場面を思い出したのか、たまは少し涙ぐんだ。

　その瞬しゆん間かん、全身から強烈な妖気が漏れ出した。賀茂は不意をつかれて、もろに妖気を被かぶってしまった。途端に激しい吐き気に襲おそわれる。

　慌ててトイレを借りた。中に入った途端、口を押さえてうずくまる。さっさとアブデルの名を借りて妖気に退散を命じればすむ話なのだが、胃の内容物が喉のど元もとまで込み上げてきて言葉が出せない。額ひたいに脂汗が浮かんだ。

　このままだとまずい。放っておけば、体調は狂っていく一方だ。吐き気程度ですんでいる今のうちに、祓はらい清めてしまわないと……。

　賀茂はもどしそうになるのをこらえて精神を集中し、口を開いた。その途端、開かれた口から胃の中身が一気に流出した。

　賀茂が体内の妖気を祓い清めたのは、胃が空っぽになって胃液しか出てこなくなった頃だった。

　トイレから出ると、賀茂はげっそりした顔で居間に戻った。妖気は祓っても、狂わされた体調まで回復したわけではない。気分はかなり悪かった。この状態でもう一度あの妖気を浴びたら、今度はヤバいかもしれない。

　幸い、居間の中の妖気は消え去っていた。漏れたのは一いつ瞬しゆんだったので、アブデルの存在と律子に貸した十字架によって簡単に浄化されたらしい。

　ソファに戻った賀茂を見て、たまが心配そうに言う。

「あの、賀茂さん、大丈夫ですか？」

「あ、ああ、大丈夫……」

　アブデルが賀茂の様子を見て、立ち上がった。

「実はこいつ、昨日から少し調子が悪くてな。すまないが、今日はここで失礼させてもらおう」

　そう言って賀か茂もに肩を貸す。

「あの、気分が悪いんでしたら良かったら少し休んでいってください。神父さんの使ってた部屋が空いてますから……」

　たまの申し出は純粋な親切心からだったが、今はたまから離れることのほうが肝心だった。アブデルは丁重に断ろうとした。

「いや、せっかくの申し出、ありがたいが……」

　言いかけたアブデルを賀茂が遮った。

「じゃ、悪いけど、ちょっと、休ませて……」

　アブデルが驚おどろいて賀茂を見る。賀茂がアブデルに目配せする。少し考えがあった。

　たまが二人を神父の部屋へ案内する。

「時々風通しとかしてたんで、そんなに埃ほこりとかないと思うんですけど」

「ああ、これで十分だ。ありがとう。少し二人きりにしてくれ」

　アブデルがたまを早々に追い出した。そして賀茂のほうを見る。

「一体どういうつもりだ？　少しでも長く美少女のそばにいたいという気持ちは痛いほど分かるが、このままここにとどまって再び妖よう気きを浴びれば致命的だぞ。前にも言ったが、俺おれはこの肉体を通じて自分で霊れい力りよくを発揮することは出来ん。お前が術を行使出来なくなったら終わりなんだからな。こんなところで死なれたら、俺の監かん督とく責任だ」

　賀茂はあえぎながら起き上がった。

「……分かってる。とりあえず、この部屋に結界を張るから……」

　賀茂は部屋の四隅に、今朝けさ教室に施したのと同じ護ご符ふを描いてアブデルの力を刻印した。そしてベッドに戻る。

「これで、とりあえず、よし……と」

　一息つくと、賀茂はアブデルを見た。

「悪いけど、神父さんの日記か何か、探してくれないか……」

　それを聞いてアブデルがハッとする。

「そうか。日記から当時の状況を霊視していくルートならば、今の強力な妖気を纏まとう以前の彼女を『見る』ことが出来るかもしれん。そうすれば、どういう時に妖気を漏らしているか、摑つかめるかもしれんな」

　賀茂はうなずいた。アブデルがさっそく本棚を物色し出す。一分と経たたないうちに大学ノートにつづられた日記の束を見つけ出した。十五年前のものを取り出し、『眼め』を開いて『見る』。

「おお、見える。見えるぞ、賀茂！　でかした。こいつは大当たりだ！」

　アブデルは日記を手にしたまま叫んだ。

「で、どう？　妖気が漏れる時の特徴は何か……」

「まあ待て。今ちょっと『素敵な場面』を見つけたところなのだ。しばらく堪たん能のうさせてくれ」

「………」

　気分の悪い賀か茂もはツッコむ元気もなく黙だまった。

　アブデルはしばらくしてから日記を閉じると言った。

「賀茂……。俺おれたちはかなり間抜けだったようだ……」

「なに？　どうしたんだ？」

　アブデルはイスに腰かけると、一つ息をついた。

「俺たちは、彼女の妖よう気きの強さとランクＳ級というのに騙だまされて、すっかり上級悪あく魔まだと思い込んでいただろう？」

「うん。でも実際そうなんじゃ……」

「いや、それが誤りのもとだったのだ。俺たちは、上級悪魔である以上、そうそう不用意に妖気を漏らすはずがないと思い込んでいた。だからこそ、どんな時に妖気が漏れるのか調べよう、そしてそれを自覚させることで漏出をなくさせよう、などと考えたわけだが……」

「わけだが……？」

「……結論から言おう。あの子は霊れい視しも出来ないし、自分の力が及ぼす影えい響きよう力も全く見えていない。術者としては、お前以下だ。いや、はっきり言って普通の凡人並みだ。確かに彼女の魔力は強いし巨大だが、それが見えていない以上、制御する能力は皆無だ」

「ってことは……」

「うむ。さっき下で言っていただろう。霊感はゼロだと。確かに全くそのとおりだ。昨日、悪いものでも憑ついてるんじゃないかといった時、自分が気づかずに漏らした妖気を他ほかの魔物の妖気と勘違いしてるのかと俺は思った。だが、そもそもあの子には、妖気自体が見えていないのだ」

「でも、なんでまたそんな……」

「育て親の神父のせいだ。ヤツが彼女に魔術を学ぶことを禁じたために、あの子はせっかくの才能を伸ばす機会を奪われた。だが、生来の魔力だけはどんどん成長し続け、本人すら知らないうちに周囲に害をまき散らすことになった。己の魔力を制御する方法を知らないままに、十万人を超える被害者を出してしまったのだ。神父はあの子が人間として幸せになることを望んでいたようだが、それが結果としてあだとなったようだな。すでにこれだけの被害を出し、しかも育ての親まで殺してしまったとあっては、天国へ入ることはまず叶かなわん」

「制御の仕方を知らないって……。じゃ、妖気が漏れるのも」

「そうだ。ただ単純に、精神が動揺した時に漏れるという、それだけのことだ。昨日、踏み台から落ちた時もそうだし、さっき泣きべそをかいた時もそうだ。おそらく、感激した時や大笑いした時にも漏れるだろう」

「でも、それじゃほとんどだだ漏れじゃ……」

「そのとおり。だが、だからこそ十五年でＳ級に認められるほどの被害者を出せたのだ」

「………。でも、それなら彼女が霊れい視し能力を身につけて、魔ま力りよくを制御できるようになれば、それで問題は解決ってことだよな」

「……確かにな。今だって平常心の時には全く漏らさずにいるのだから、制御の才能は十分だろう」

　賀か茂もが顔を輝かがやかせる。だが、アブデルは冷たく言った。

「だが、肝心の霊視能力を身につけるのにどれだけかかると思う？　お前は現在の能力に達するまでに何年かかったか、憶おぼえていないのか？」

「………！」

　賀茂は言葉を失った。確かに、賀茂は物心ついた時から毎日ずっと修行してきた。それでやっと今のレベルだ。しかも、もともと教えられずともある程度は『見え』ていた。だから全く『見え』ない者にどうやって教えればいいのか、見当もつかない。賀茂は頭を抱えた。

　そこへたまがお盆に何やら載せてやってきた。頭を抱えた賀茂を見て心配そうな顔になる。「あの、スープ作ってみたんですけど、食べられそうですか……？」

「え？　あ、ああ、ありがとう。そこに置いといて……」

　賀茂は少し微笑ほほえんでみせると、簡単に礼を言った。

「あの、私、下にいますんで、もし何かあったら遠えん慮りよせずに言ってくださいね。それから、もししんどいようでしたら、今日は泊まっていっても構いませんから……」

　たまがそう言った後ろから、律りつ子こが顔を出した。たまの耳元に囁ささやく。

「可愛かわいい顔してやるわねたまちゃん。女の子の一人暮らしでいきなり男を泊めようとするとは」

「え？　ち、違いますっ！　そ、そんなんじゃ……」

「分かってるって。みなまで言うな」

　律子はたまの肩を叩たたくと、うんうんとうなずいた。

「じゃ、賀茂くん、私もう帰るから」

「ああ、そう。じゃ、また明日」

　賀茂はベッドに座り込んだまま、顔だけ上げて言った。律子はアブデルに顔を向けた。

「ところであぶでる様ぁ。もう日もすっかり暮れてしまいましたし、女の独り身で暗い夜道を帰るのは恐ろしゅうございますわ。もしご迷惑でなければ送っていただけません？」

　アブデルは即答した。

「迷惑だ」

　それを聞いた賀茂が思わず口を出す。

「お、おい。その言い方はあんまりじゃないのか。仮にも女性に対して」

　アブデルは辛つらそうに頭を振った。

「確かに三年前、いやせめて二年前に出会えていたなら、俺おれは喜んで送り狼おおかみとなっただろう。だが、もはや今となっては……。所しよ詮せん彼女と俺おれは結ばれえぬ運命だったのだ。あきらめてもらうしかあるまい」

「何をワケのわからんことを……。律りつ子こはただ家まで送ってってくれって言ってるだけだろ」

「そうなのか？」

　アブデルは律子を見た。

「君。ただ家に送るだけで良いのか？」

　律子は眼めを輝かがやかせる。

「はい。とりあえず今日のところは妥協しますわ」

「そうか。じゃ、構わんか」

　アブデルは立ち上がる。部屋を出る前に賀か茂もを振り向いて注意した。

「忠告しておくが」

　珍しく真ま面じ目めな顔のアブデル。

「なに？」

　賀茂も真面目に聞く。

「俺が戻るまで、決してたまちゃんをこの部屋に入れるんじゃないぞ。もし入れたら、命の保証はできん」

「分かってる」

「よし。じゃあ、行ってくる」

　アブデルが部屋を出ていく。律子がたまの背中を軽く叩たたく。

「じゃ、私は頑張って送られ狼おおかみしてくるから、たまちゃんも頑張ってね。明日、どんなだったか聞かせてね」

　赤面するたまを残して、律子はアブデルの後を追いかけていった。

「じゃ、私も下に行ってますから……」

　たまはそう言うとドアを閉めて階段を下りていった。賀茂は一人になって気が抜けると、激しい頭痛に襲おそわれた。目まいもする。どうやら熱があるようだ。だがまあ、妖よう気きはすでに祓はらっているから、これ以上悪化する心配はない。寝れば回復するだろう。賀茂は電気を消してベッドに潜もぐり込んだ。




　律子を送る途上の電車。アブデルは『眼め』を見開いて数年前の律子を眺めては、現在の律子と見比べて栄えい枯こ盛せい衰すいの理ことわりを嘆いていた。

　いや、決して今の律子が容姿の点で劣るというわけではない。しかも、いまだ現役の『じょしこおせい』なのだ。一応アブデルの守備範はん囲い内に収まっていることは収まっている。だが、しかし……。アブデルは『眼』に映る数年前の律子を見る。あどけなさの残る表情としぐさ。可愛かわいい……。思わず頰ほおが緩ゆるみ、眼には感涙が浮かぶ。この頃ころと比べると、現在目の前にいる律子にもはやかつてのあどけなさは微み塵じんも見られない。これはすでに『女の子』ではなくタダの『女』だ。思わず深々とため息が漏れる。

　そんなアブデルの様子に気づいて、律りつ子こが尋ねた。

「あのー、あぶでる様、さっきからため息ばかりついて、何かお悩みですの？」

「まあな……」

　苦悩を露あらわにしてアブデルは答えた。

「わたくしで良ければお話しくださいません？　一人でお悩みになるより、誰だれかに話したほうが気が軽くなりますわ」

「気持ちだけ受け取っておこう。だが話したところで、我ら天使の悩みをそなたら人間が理解出来ようか」

　額ひたいに手を当ててアブデルは呻しん吟ぎんした。

「ところで娘よ」

「はい？　なんでございましょう、あぶでる様」

「一人で夜道は怖いということだったが、俺おれの『見る』ところ、君の強さは一いつ騎き当とう千せんではないのか？　空から手て大会で優勝した記念写真などもあったし。それで一体何を恐れる？」

「あぁ～ん、もうっ。あぶでる様ってば鈍いお方」

「？」

「夜道が怖いから送ってって言ったのは、たまちゃんと賀か茂もくんを二人っきりにするための口実に決まってるじゃないですかぁ」

「なぬっ？」

「あぶでる様たちが二階にいる間にたまちゃんに問い質ただしたんですけど、たまちゃんたら賀茂くんのことすっかり気に入ってるらしくて……。ですから、わたくしたちお邪じや魔ま虫むしは早々に退散したほうが、と思って」

「な、なんと？　そうだったか！　しまった！」

　アブデルは慌てた。律子はそんなアブデルには気づかずに続けた。

「それにわたくしも、あぶでる様と二人っきりに……」

　そう言いながらふと見ると、すでにアブデルの姿はなかった。電車の窓越しに、宵よい闇やみへと消えていくアブデルの姿が見えた。走っている電車の窓から飛び降りるという、およそ人間には不可能な芸当をやってのけたわけだが、そんな些さ細さいなことを気にする律子ではない。

「逃がした……！」

　彼女の頭に浮かんだのは、ただこの一点だけだった。アブデルの後ろ姿を見送りながら、律子は切なげに吐息を漏らした。

「やっぱ、腕組んでガッチリ捕まえとくべきだった……」

　一方のアブデルは、おのれの失態を呪のろいながらひたすら走り続けた。何故なぜ賀茂とたまを二人きりで残してきてしまったのか。確かに賀か茂もの体調は最悪だから、ヤツから手を出すということはありえなかった。だが、何故なぜたまのほうから迫る可能性を考えなかったのか。冷静に考えれば、若い男女を二人きりにしておいて何も起こらないワケがない。せっかくの美少女の純じゆん潔けつが穢けがされるようなことがあれば、それこそ自分の監かん督とく責任だ。

「早まるでないぞ、賀茂！　万が一にも世界の宝をキズモノにするようなことがあったら、貴様の命の保証は出来ん！」




　たまは、来客用のカップを洗い終えると再び二階へ様子を見にいった。

　部屋の電気は消えていた。苦しげな寝息が聞こえる。電気は点つけずに、そっと中に入ってみる。机の上にスープがほとんど手つかずのまま残っていた。すっかり冷めている。

　賀茂の顔を覗のぞき込んだ。汗だくだ。額ひたいに手を当ててみると、熱もあるようだ。たまはスープを下へ運ぶと、代わりに洗面器に冷たい水を張って持って上がった。そして、タオルを絞って賀茂の顔を拭ふいてやる。濡ぬれタオルを額に置いてやると、賀茂の表情が少し和らいだ。それを見てホッとする。

　部屋を出ようとして、たまは思い直した。イスをベッドの脇わきに移動して、座る。そばにいてもどうなるわけでもないが、タオルを取り替えてやったりするくらいなら出来る。第一、何かあっても自分が下にいては呼ぶのが大変だ。

　それに正直なところ、たまは賀茂のそばにいたかった。賀茂の雰囲気は育ての親の神父にどこか似ていて、ホッとするのだった。




　電車を飛び降りて走っていたアブデルは、途中でバテていた。

「くぅ……。忘れていたが、肉体というのは疲労するのだったな。俺おれとしたことが大失敗だ。しかし、何故に肉の体というのは疲れたりするのか。全くもって不便極まる！」

　悪態をつきながらゼエゼエと肩で息をする。『眼め』を開いて周囲を見ると、このまま進んでも、電車のあるところまで引き返しても、どちらも同じくらいの距離だ。アブデルはよろよろと足を引きずりながら歩き始めた。

「……このペースでは一体いつになったら着くことやら。賀茂よ。頼むから早まるでないぞ。俺はキサマを殺したくはない……！」




　夜半過ぎ、賀茂は目を覚ました。時計は二時を指している。頭に載っているタオルに気づく。ベッドの脇へ目をやると、イスに腰かけた人影が見えた。

「アブデル……？」

　返事はない。眠っているようだ。電気を点けて見ると、それはたまだった。すうすうと軽い寝息を立てている。

　そばに水を張った洗面器がある。手には絞りかけのタオル。どうやらずっとそばで看病していてくれたらしい。たまの気遣いに、賀か茂もは一いつ瞬しゆん胸が熱くなる。

　が、次の瞬間恐怖に襲おそわれた。幸い今回は何事もなかったから良かったが、看病途中で精神を動揺させるような事が起きていたら、自分は寝ている間にもろに妖よう気きを浴びることになっていたのだ。

　寝ている間というのは霊れい的にも無防備な状態だ。そこにあの妖気を浴びせられたら、ひとたまりもあるまい。きっとたまの身近な人たちも、そうやって命を落としていったのだろう。そう考えると、この看病もありがた迷惑のような……。

　いや。だからこそ、妖気を漏らさずにいられるようにしてやらねばならないのだ。たまの純粋な優しさがあだにならないようにするために。人間として幸せになってほしいという神父の願いは自分が引き継ぐ。賀茂はそう心に誓った。それは断じて、屈折した『神の愛』などではなかった。

　たまがふと目を開いた。眠そうに目をこすりながら、起き上がっている賀茂を見る。

「あ……、もう起きても平気なんですか？」

「ああ、おかげさまで……」

「何か食べれそうでしたら、お作りしますけど」

「いや、ちょっとまだ胃の具合がおかしいから、やめとくよ」

[image: ]

　賀か茂もは断ったが、たまの気遣いにはやはり温かいものを覚えた。

「そういえば、ずっと看みててくれたみたいで……。その、ありがとう」

　礼を言われて、たまは当惑したようにあたふたと手を振った。

「え？　いえ、その、どういたしまして……。何も出来ませんでしたけど……」

　そのまま赤面してうつむく。

　しばらく沈ちん黙もくがあった。

　賀茂が口を開いた。

「あのさ、たまちゃんて悪あく魔まなのに霊れい感かん全然ないって本当？」

「え？　あ、はい。私、そういうの、全然ないんです」

「じゃあ、例えば１－Ｂ教室にものすごい妖よう気きが立ち込めてたのも、全く気づかなかった？」

「そうなんですか？　私、病気の人とか気が変になる人とかが多いなー、ってくらいしか……。賀茂さんは、そういうの分かるんですか？」

「まあ、少しくらいは……。……じゃあさ、ボクの連れの阿あ部べテルが天使だってのは、なんで分かったの？」

　賀茂にはそれが疑問だった。アブデルはたまと同じか、それ以上の霊力を身に纏まとっている。ちょっとやそっとの霊視能力では、正体を見抜けるはずがないのだ。

　たまは少し困惑していった。

「なんでって聞かれると、私もよく分からないんですけど……。ただ、一目見た瞬しゆん間かんに、あ、天使だ、って分かっちゃったんで……。なんでかはよく分かりません。すいません」

　このたまの答えから考える限り、たまはアブデルの正体を『見た』のだ。見えたものを、何故なぜそう見えたのかと聞かれても、本人にだって答えようがない。「何故か知らないけれど分かった」というたまの答えが、『見え』たことの何よりの証拠だ。

「あのさ、そういう、なんだか知らないけど分かっちゃう、っていうのはよくあるの？」

「え？　そう……ですね。たまに……。でもそれ、霊感とかそういうのじゃなくて、ただの勘っていうかもっと日常のありふれたことで、それに私、霊とかそういうのって今まで見たことないし……」

　賀茂は考える。霊視と言ったって、『見え』る人間にとっては普通の視覚と同じものとしか感じない。霊感というより日常的なこと、という感想は、やはり本当に『見え』ている証拠である。たまには霊視の才能は十分にある。ただ、訓練されていないために、偶然『眼め』が開いた時にしか『見る』ことが出来ないのだ。だとすれば、自分の意思で『眼』を開く練習さえすれば、すぐに『見え』るようになるはずだ。しかも、彼女の『眼』はアブデルの正体を一発で見抜くほど。これなら必要な霊視能力を身につけるのに、数年もかからないのではないか。

　その時、部屋のドアが勢いよく開け放たれた。立っていたのはアブデルだった。

　アブデルは『眼』を見開いて賀茂を凝ぎよう視しし、何事もなかったことを確認すると心の底からホッとした。

「良かった。無事だったか……」

　思わずアブデルの眼めに涙が浮かんだ。

　それを見た賀か茂もは、アブデルが自分の身の心配をしてくれたのだと思って少し感激する。だが、アブデルは部屋に入ると、賀茂には目もくれずたまをギュッと抱き締しめた。

「良かった。何事もなくて本当に良かった！　心配したんだぞ！」

　涙を流しながらたまの頭をナデナデするアブデル。わけが分からず目を白黒させるたま。

　それからアブデルは少し厳きびしい表情になって賀茂をにらみつけた。

「賀茂！　彼女を部屋へ連れ込んだりしたら命の保証はせんと言っておいただろうが！　幸い今回は何事もなかったから大目に見ておくが、次からは容赦せんぞ！」

　やっとアブデルの言動を理解した賀茂がツッコむ。

「命の保証はないって、そういう意味か！　アンタってヤツはボクの命よりも少女の純じゆん潔けつのほうが大事なのか！」

「当然だろう！　キサマの代わりなどいくらでもいるが、美少女たちは一人一人がかけがえのない貴重な存在なのだぞ！　美少女一人の純潔は地球よりも重い！　よく肝に命じておけい！」

　アブデルはきっぱりとそう言うと、賀茂を引っ立てた。

「さあ、元気になったのならもはや長居は無用。今日のところは帰るとするか」

　たまがおずおずと口を挟んだ。

「あの、この時間だと電車はもうないと思いますけど……」

「なに！　それはうかつ。そうすると、俺おれも泊めてもらうしかなくなるではないか。かと言って、この部屋にベッドは一つだけ……。まさか、賀茂と一つのベッドで寝るのか……」

　アブデルは賀茂の顔を横目で見る。

「おおおおっっ！　なっ、なんとおぞましいっ！　男色ソドミーは神の禁じたもうた最悪の悪徳。たとえそれが美少年同士だろうと、俺は認めんっ！　断っじて認めんぞぉっ！」

「一緒のベッドに寝るからってなんですぐに男色になるんだ……」

「やかましいっ！　そうやって油断させておいて襲おそうつもりだろう。キサマの考えることは全すべてお見通しだ、この変態色しき情じよう魔まめ！」

　アブデルはそう言い放つと、たまを抱き寄せた。

「そういうわけで、俺の身の安全を確保するため、今夜はこの子と一緒に寝ることにする」

「待てーいっ！　アンタのほうこそ下心見え見えだぁぁっ！」

　結局アブデルがベッドに寝て、賀茂は床に寝ることに決まった。

　電気を消して横になると、賀茂が口を開いた。

「アブデル。あのさ……」

「なんだ。寂しいから一緒に寝たいとかいうのは却下だぞ」

「そうじゃなくて！　さっき、たまちゃんと話してて分かったんだけど、あの子、まるっきり『見え』ないってわけじゃないみたいなんだ」

「ほう。というと？」

「時々、何かのきっかけで『眼め』が開く時があるらしい。ただそれは自分の意思じゃコントロール出来ないし、ほんの一いつ瞬しゆんだけみたいなんだけど」

「ふむ。それで？」

「初対面でアブデルの正体を見抜いたのも、彼女には『見え』たらしいんだ。すごいと思わないか？　アンタの霊れい気きを貫いて、正体を見ることが出来たなんて」

「まあすごいことはすごいが、自分の意思で『見られ』るのでなければ意味がないだろう」

「だから、それはこれから訓練すればいいじゃないか。彼女は十分に霊視の才能はあるんだ。きっとすぐに『見られ』るようになる。そうすれば、妖よう気きの制御もすぐだよ」

「で、誰だれが指し導どうするんだ。俺おれはやらんぞ」

「ボクがやる」

「お前が？」

「そりゃボクはまだ未熟だけど、初歩くらいなら教えられる。自分の妖気の制御に必要な霊視力なんて、それで十分じゃないか」

「……キサマ。そこまでして、俺の『生きたフィギュア獲かく得とく計画』を邪じや魔ましたいのか」

　アブデルは少しの間黙だまった。それから重たげに口を開いた。

「しょうがない。協力してやるよ。封じると言ったって、どうせお前を通じてでなければ俺の力は発揮できんのだしな」

「ホントに？」

「ただし！　条件がある」

「何？」

「これ以上、新たな犠ぎ牲せい者を決して出さない、というのが条件だ。もし、新たな犠牲者が一人でも出たら、その時は問答無用で封じ込める。それでいいな？」

「分かった」

「よし。じゃあもう寝るぞ。今日は走りすぎてクタクタなのだ」

　そう言うが早いか、アブデルはすごいいびきをかき出した。賀茂も体調が悪かったので、すぐに眠りに落ちた。
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　翌朝。賀か茂もとアブデルが起きると、すでにたまが朝食をこしらえていた。トーストとベーコンエッグだ。ニコニコしながら得意げに言う。

「今日はちゃんと焦がさずに上手じようずに出来ました」

　賀茂とアブデルはありがたくいただく。だが、口にした瞬しゆん間かんに「ジャリッ」とした歯は応ごたえを感じて二人は凍りついた。

「こっ、これは……タマゴのカラ……！」

　賀茂がアブデルのほうを見た。アブデルは賀茂より更に辛つらそうな顔で見返してきた。

「こっちは、塩の固まりだ……」

「また何かアクシデントでもあって、妖よう気きが漏れた……？」

「いや、その様子はない。彼女の言うとおり、これは『上手に焼けた』のだろう」

「これで……？　でもこれ、はっきり言って……」

　その瞬間、アブデルがものすごい形ぎよう相そうで賀茂の口を押さえた。

「だまれっ！　それ以上言ったら俺おれは一生キサマを許さんっ！」

　その余りに真剣な顔に、喉のどまで出かかった言葉を飲み込む賀茂。

「アブデルって、こーゆー時だけやたら真剣になるのな……」

「当然だろう。神の作りたもうた至高の芸術を侮辱されたら、一命を賭として抗議するのが神の僕しもべというものだ。過去に起こった宗教戦争を見てみろ」

「でも、実際のところ、それ美味おいしいと思うのか？」

「無論だ。先日も言ったが、深い愛情はどんなものであろうとも美味しく変えるのだ！」

　ベーコンエッグを載せたトーストにガブリと食らいつくアブデル。その途端に顔は苦く悶もんにゆがみ、涙が一筋頰ほおを伝う。

「やっぱり……」

　賀か茂もはため息をつく。そして自分もあきらめたようにベーコンエッグにかじりついた。

　そんな二人の様子に全く気づかず、たまが無邪気に問いかける。

「どうですか？　美味しいですか？」

　一いつ瞬しゆん言葉に詰まる賀茂。口の中のカラを取り出そうとした手を止めて、曖あい昧まいに笑う。

「その……個性的な味だね。作った人の人柄が伝わってくるよ……」

　そう言うと同時に深々とため息が漏れる。

「そうですか。良かったです！」

　別に褒ほめちゃいないのだが、たまは勝手に喜んだ。

「あ、そういえばたまちゃんの分は？」

　見ると、たまは何も食べていない。

「あ、私、朝弱くて、いっつも朝食抜きなんです。気にしないで全部食べてください」

　無邪気に微笑ほほえむたま。反射的に、賀茂の脳裏を様々な思いが駆け巡った。

　この野郎。自分は食わずにボクたちにばっかりこんなモン食わせやがって……。気ぃ遣わなくていいんだったら全部残そうかな……。

　その時、アブデルが賀茂の腕を摑つかんだ。貴様の考えている事は全すべてお見とおし、というようにうなずく。

「だがな、これを残さず全てにこやかに平らげる事が出来て初めて、神の愛を本当に体得したと言えるのだ」

「んなもん体得したくないっ！」

　二人が小声でやり合っているのには気づかず、たまが吞のん気きに口を挟んだ。

「あ、お湯沸きました。紅茶とコーヒーどっちがいいですか？」

「あ、ボク紅茶。ストレートで」

「俺おれも紅茶でいい。ただ、ミルクと砂さ糖とうをたっぷり入れてくれ」

「分かりました」

　たまがキッチンで紅茶を淹いれて、お盆に載せて持ってきた。そして、賀茂にカップを渡そうとして、何もない床の上で突然つまずいて転んだ。

　まずい。妖よう気きが漏れる。賀茂はとっさに精神を集中して、漏れてくる妖気に備えた。

　だが、賀茂は気づいていなかった。漏れた妖気はお盆の上のバランスを激しく乱し、ティカップの描く放物線は当初の予定より遥はるかに大きなものとなっていたことに……。

　飛来したティカップに脳天を直ちよく撃げきされ、頭から紅茶をかぶる賀か茂も。

「うあちゃぁっ！」

「すっ、すみませんっ！」

　思わぬ失態に、たまはなす術すべもなくうろたえる。

「どっ、どうしましょうっ！」

「とっ、とりあえず、雑ぞう巾きんか何か持ってきて」

「雑巾ですね。分かりましたっ！」

　たまは急いで奥に引っ込むと、ボロボロの薄うす汚よごれた雑巾を手に戻ってきた。それで賀茂の頭や顔をゴシゴシと拭ふく。

「いでででででっ。ちょ、ちょっとまって。顔はいいから、上着拭いて」

　賀茂は慌てながら上着を脱ごうとする。だが、賀茂が脱ぐ前に、たまがゴシゴシと服を拭き出す。

　その様子を黙だまってうらやましそうに眺めていたアブデルが、突然手に持った紅茶を自分のズボンにこぼした。

「うおっと！　これはしまった！　すまないがたまちゃんよ、俺おれのズボンも拭いてくれないか」

　そう言って、濡ぬれた股こ間かんを指し示す。

「あっ、はいっ！」

　慌ててアブデルのほうへ向き直るたまの肩を賀茂がしっかり摑つかまえる。そしてたまの手から雑巾を奪ってアブデルに投げつけた。

「自分でこぼしたんだから自分で拭け！」

　この変態め。賀茂はアブデルをにらみつける。

　アブデルはチッと舌打ちすると、仕方なく背中を丸めて自分の股間を拭き出した。その姿は傍はた目めにも哀れなほど情けなかった。




　食べ終わると、賀茂が切り出した。

「たまちゃん。あのさ、話があるんだけど」

「なんですか？」

　たまが小首をかしげる。

「えっと、たまちゃんさ、少しだけ魔ま法ほうを覚える気はない？」

　たまがたまげた。ブンブンと首を横に振る。

「そっ、そんな、今更無理ですよ、私。それに、人間として生きてくには魔法なんて邪魔だって神父さんが……」

「うん、いや、そうなんだけどね……」

　賀か茂もは言葉を探す。

「……実はさ、その、たまちゃんの転校する先々でクラスがおかしくなるのって、やっぱりその、ちょっと悪いモノが憑ついてるみたいで……」

　たまの顔が、俄にわかにおびえた表情に変わった。

「え……。や、やっぱり、そうなんですか？　もしかして、い、今もいるんですか、それ？」

　あたふたしながらキョロキョロと後ろを振り返る。目はすでに半泣きだ。

「ど、どうしましょう……。私、オカルトとかそっち系って、苦手なんですよぉ……」

　自分だって悪あく魔まのくせに何を言う、と賀茂は内心ツッコミを入れるが、口には出さなかった。

「……それでね、もしたまちゃんが魔法が使えるようになれば、自力でそういう悪いものを斥しりぞけることが出来るようになるじゃない」

「あ……、なるほど……」

「今のままじゃ、普通の日常生活も送りにくいでしょ？　だから、普通の人間としての生活を取り戻すのに必要な魔法くらい、身につけてもいいと思うんだ。神父さんだって、たまちゃんが普通の人間として生活できるようになるための魔法なら、認めてくれると思うよ」

　たまはしばらく考えていたが、やがて顔を上げてニッコリ笑った。

「そうですね。それに魔法を覚えたって、普段は使わなかったらいいわけだし……」

「よし。じゃあ決定だ。さっそく、今日の放課後に稽けい古こやっていいかな？」

「はい。って、賀茂さんが先生してくれるんですか？」

「うん、まあ一応。ボクが師し範はん代だいでこいつが師範かな……」

　アブデルを指差す。

「じゃあ、よろしくお願いします」

　たまがペコリと頭を下げた。

「よし。じゃ、今日の放課後、教室まで迎えにいくから」

「はいっ。早めに掃除すませて待ってます」

　満面に素直な笑顔を浮かべて、嬉うれしそうにうなずくたまだった。




　賀茂とアブデルは、たまより一足早く登校した。そして、１－Ｂ教室の様子を見にいく。昨日張った結界はまだ十分に機能しているようだ。それを確認すると、自分たちの教室に行った。

　しばらくしてクラスメイトたちがちらほらと登校してくる。

　律りつ子こがやってきた。賀茂たちを見つけて寄ってくる。

「おはよー。賀茂くん、昨日の晩はどうだった？」

「ど、どうって……？」

「とぼけんじゃないわよ、もお。たまちゃんと一つ屋根の下で夜を過ごしたんでしょ？　首尾はどうだったのよ」

「何もないって。昨日は結局こいつと一緒に寝たから」

　賀か茂もがアブデルを指差す。律りつ子こはそれを聞いた途端、ショックのあまり硬直した。

「い、一緒に寝たですって……！　あぶでる様ったら私から去ってこんな男の元へ走ったんですのーっ？」

「よさんかっ！　そのおぞましい表現はっ！」

　アブデルが心底嫌な顔をする。だが律子は全く気にも止めない。勝手に一人で気をとりなおすと、固く拳こぶしを握り締しめて天を仰いだ。

「でも、でもあぶでる様の美しさなら、男同士も全然おっけーですわっ！　それくらいで私の愛は揺らぎませんことよ！」

　それから賀茂を挑戦的な目つきでにらむ。

「問題はアンタよ！　そんなちんちくりんの小僧っ子のくせに、よくも私のあぶでる様を誘惑してくれたわね！　このドロボー猫っ！」

　そう言うが早いか、律子は賀茂の胸倉を摑つかんで締め上げた。そして軽く頰ほおを赤らめながら、耳元でボソリと囁ささやく。

「……で、どっちが受けでどっちが攻め？」

「いい加減その話題はよせ……！」

　アブデルが怒り笑いを浮かべながら律子の頭をがっしりと摑んだ。眼めには本気の殺意がこもっている。

「いやーん、怒っちゃ嫌ですわ。軽い冗談ですのにぃ」

　媚こびるように謝あやまる律子。

　アブデルは摑んでいた手を離すと、釘くぎを刺すように言った。

「今度俺おれの前でそういうネタを出してきたら、貴様は俺のファンクラブから永久に除じよ籍せきするからな」

「ああっ、あぶでる様っ！　それだけはっ！」

　いつの間にファンクラブなんか出来たんだろう。賀茂は疑問に思ったが、ツッコむ気にはならなかった。




　授業が終わって放課後になると、掃除が終わる頃ころを見計らって賀茂とアブデルはたまを迎えに行った。

　１－Ｂに行くと、たまが転がるように出てきた。

「賀茂さん！……と、阿あ部べさん」

「俺はおまけか……」

　アブデルが後ろでひっそりと落ち込む。

「掃除は終わった？」

　賀か茂もが聞くと、たまは嬉うれしそうに言った。

「はいっ。今日はクラスのみんなも元気になってて、みんなでやったからすぐ終わりました」

「そうか。そりゃよかった」

「はいっ。大勢で一緒に掃除って、楽しいですよね。一人でやるよりずっとキレいになりましたっ！」

　たまはそう言って教室を振り返った。

「ほらっ！　なんだか以前までのどんよりした雰囲気が消えて、清すが々すがしい感じになったと思いませんか」

「そ、そうだね。よく頑張った。えらいえらい」

　賀茂はとりあえず褒ほめておいた。たまが嬉しそうに笑う。

　だが、そもそも教室内の空気が清々しくなったのは賀茂が妖よう気きを祓はらったおかげである。たまがあんまり動き回って下手へたに妖気を漏らすとまた以前の状態に逆戻りする恐れが多分にあった。しかし、たまの無邪気な笑顔を前にして、そんな事はとても言えない。賀茂はツッコミを入れたい気分を必死で押さえながらあいまいに笑った。

「じゃあ、とりあえず行こうか。さっそく稽けい古こ開始だ」

　賀茂が促す。

「どこでやるんですか？」

「とりあえずボクん家ちで。いいよね、別に？」

「はい。私は構いません。けど、お邪じや魔まじゃないですか？」

　アブデルが答えた。

「邪魔なわけがあろうか。たまちゃんであれば、永久に自分の部屋に閉じ込めておきたいくらいだ」

「アンタが言うと洒落しやれにならんな……」

　賀茂は後ろで小さく呟つぶやいた。




　たまの家とは逆方向の電車に揺られて三駅目で降りる。そこから歩いて二十分ほどすると、町外れの森の隣となりの賀茂の家だ。森の向こうには川も流れて、自然豊かな環かん境きようである。

　鞄かばんを置くと、賀茂はたまを近くの河原へ連れていった。近くに人家はないので、多少たまの妖気が漏れるような事があっても安全だ。

「えっと、それじゃ、始めます。いいかな？」

「はい。賀茂さん」

「ちょっと待ち給たまえ、たまちゃん」

　アブデルが口を出した。

「何ですか、阿あ部べテルさん？」

「おっと。俺おれのことはこれからは『先生』と呼んでくれ。中学の担任の先生に再会したような気持ちで、やや語尾を上げる感じでな」

「再会した時の気持ちで、ですか？　難しいですね。中学生の頃ころの気持ちじゃダメなんですか……？」

「うむ。もし呼びづらいようなら『お義兄にい様』でもいい。ただしその場合、『義』を付けるのを忘れてはいかんぞ」

「はぁ……。でもそれ、耳で聞く分には一緒ですよね？」

「まあな。だが色々と規制とかがあって、『実の妹と……』とか『中学生と……』とかいう設定はマズいのだ」

「？」

「それはまあいい。それより、君のために修行着を用意してきた。稽けい古こはこれに着替えてからだ」

　そう言って、どこからともなく服を取り出した。たまが着替えてきたのを見ると、それは巫女みこさんの衣装だった。賀か茂もが呆あきれて言う。

「アンタこんなもの、一体どこから？」

「ん？　昨夜、たまちゃんに稽古をつけると決めてから、夜なべして作ったものだ。巫女さんスタイルは萌もえるコスチュームランキング上位の常連だからな。基本だよ」

　アブデルは針仕事で荒れた指先を見せながら笑った。賀茂はため息をついた。

「走りすぎてクタクタとか言ってたくせに……」

「ん？　気に食わなかったか？」

「気に食わないっていうか……」

「やはりメイドさんのほうが若いきさまには好みだったか。実を言うと俺おれもかなり迷ったのだがな。しかし、術の修行というシチュエーションを考えれば、やはりここは……」

「アホッ！　違うわっ！」

「じゃあ何だ？　わかった。アレだろ？　猫耳がついてないから気に入らないんだろう？　だがな、メイドならともかく巫女さんに猫耳など、俺に言わせれば……」

「もおいい。そんなことよりさっさと始めよう」

　アブデルの話を遮って、賀茂はたまのほうを見た。たまが姿勢を正す。

「よろしくお願いします！　賀茂お義兄様！」

「ちょ……、その『お義兄様』はやめてよ！　そんな真ま面じ目めな口調で。っていうか、ボクのことは今までどおりに呼んでくれていいから！」

　真っ赤になって狼ろう狽ばいする賀茂。

「わ、分かりました。すみません」

「俺のことはちゃんと『アブデル義兄様』と呼んでくれ」

「は、はい。って、あの、お名前、阿あ部べさんじゃなかったですか？」

「いや、それは世を忍ぶ仮の名前。すでに俺おれを天使だと知っている君の前でまで、その名前でとおす意味はもはやない。それに『アブデル義兄にい様』って響ひびき、なんとなく『ナウシカ』の『アスベル兄様』に似てるだろう？」

「何ですか、それ？」

　たまがキョトンとする。

「知らんのか？　ならば義兄様が教えてあげよう。『風邪かぜの谷のナウシカ』のアスベル兄さんといえば、『鬼き道どう占せん師しガンダム』のキャスバル兄さん（＝シャア・アズナブル）と並んで、妹に呼ばせたい名前ナンバーワンの古典的英雄でな、ガンシップを縦じゆう横おうに駆って……」

　説明を始めようとしたアブデルを賀か茂もが遮った。

「はい。雑談はそこまで。真ま面じ目めにやるぞ」

　賀茂はたまのほうを見ると、アブデルは放っておいて説明を始めた。

「まず、魔ま法ほうを使うには魔力ってものが『見え』てないといけない。何かを摑つかむ時でも、自分の手が見えてないとうまく摑めないでしょ？」

「はい。なるほど！」

　たまがうなずく。

「それからもちろん、魔法をかける対象が見えてる必要もある。自分の手が見えてても、摑むべきモノが見えてなかったらどうしょうもないからね」

「はい。よく分かりました！」

　たまが力強く返事をする。しかし、まだロクに説明していないうちからよく分かられても……。賀茂はツッコミを入れたい衝しよう動どうを必死で抑える。

「……で、魔法ってのは大抵、相手の霊れい的な部分にかけるものだから、相手の霊的な部分が見えてる必要があるわけ。霊的な部分ってのは、ようするにぶっちゃけた話、魂のことだけど」

「あ、あの……」

「ん？　何？」

「生きてる人の魂なんて、見えるんでしょうか？」

「見えるよ。魂ってったって、ようするにその人の霊的本質のことだから。まあ、魂は全すべてのものに宿ってるから、『人』には限らないけど。たまちゃんがアブデルを天使だって分かったのも、あの肉体を貫いてアイツの魂が見えたからさ」

「え？　そうなんですか？　でも私、あの時はべつに、ただ普通にそう見えただけで……」

「『見え』る時ってのはそんなもんだよ。もっともらしい顔して『感じる！』とか言ってるヤツは大抵アヤしい」

　アブデルが大きくうなずく。

「賀茂の言うとおりだ。大おお袈げ裟さに『アアン、感じるぅ！』とか言ってアエぐヤツに限って、ただの演技だったりするものだ。それを勘違いして調子に乗っていると……」

　賀か茂もはアブデルを全く無視して続けた。

「で、他ほかにも悪あく霊りようを祓はらう時には悪霊が見えなきゃいけないし、精せい霊れいを使役する時には精霊が見えなきゃいけない」

「はい。そうですね」

「そういうわけで、まず最初はそういうものを『見る』練習をしよう。ちなみにこの『見る』ということを、ボクらの間では霊視と言ってます」

　そう言うと賀茂はたまを手招きした。

「ちょっとこっちにきて。今からボクがたまちゃんの『眼め』を開くから。その時の感じをしっかりと覚えて」

「目を開くって、私ちゃんと目開けてますよ」

「まあ、それはやってみたら分かるから」

　すでに『眼』を持っているのだから、それを開くだけなら賀茂自身の霊力だけで十分だ。第一、人の精神や霊魂に触れる時にアブデルの力を使うのは危険すぎる。

　賀茂は精神を集中した。そしてたまの頭に手を触れる。

　その瞬しゆん間かん、アブデルが賀茂の後頭部を激しく殴打した。

「あいたっ！　い、いきなりなんだ、一体？」

「このど阿あ呆ほう！　素手で触るヤツがあるか！　手て垢あかがついたらどうするつもりなのだ！」

　アブデルは賀茂に白い手袋を渡した。

「触る時は必ずこれをはめろ。汚してしまってから後悔しても遅い。たまちゃんに保存用はないのだぞ！」

「保存用って……」

　賀茂はツッコもうかと思ったが、時間の無駄だと思っておとなしく手袋をはめた。

「じゃあ、今からたまちゃんの『眼』を開くから、あそこの石ころを見ててくれる？」

「はい。いいです」

「よし。じゃ、いくぞ」

　賀茂は念を込めてたまの『眼』を開いた。

　その瞬間、たまの視界は一変した。目の前の石を含めて、世界中のあらゆるものが、過去、現在、未来にわたって連れん鎖さして、複雑な網目を作っているのが『見え』た。

「何が見える？」

　賀茂が聞く。

「はい。えっと、いっぱいありすぎて、何から言ったらいいか……」

「とりあえず、あの石ころに関係あるものならなんでもいいよ。じゃあね、あの石の丸い形に影えい響きようを与えたものを言ってみて」

「はい、じゃ、えっと……、あの石の昔の様子が見えます。初めはもっとカクカクした形だったのに、上流のほうから流れてくるうちに角が取れて丸くなってくのが」

「よし。じゃあ、その石が転がってくる様子につながって、何か他ほかの出来事が見えない？　関連するものをちょっと辿たどっていってみて」

「はい。川の水の量が増えてて、コーヒー牛乳みたいな色してるのが見えます。結構激しい雨みたいで……あ、雨の降ってる様子も見えます。この雨につながってるのは……えっと、あそこにある山に太平洋から吹いてきた湿り気を帯びた風がぶつかって、その湿った空気はお日様の光が海の水を蒸発させて、あ、それから南太平洋の異常気象と、それから、えっと、ロンドンでのチョウチョの羽ばたきが……うに～っ、なんかいっぱいありすぎてわけ分からないです～っ」

「そんなにたくさん見えた……？」

　賀か茂もには南太平洋の異常気象やロンドンでのチョウチョの羽ばたきなどは『見え』ない。驚おどろくと同時に少し自尊心の傷つく賀茂。

「よし。まあ、とりあえずあの石一つでも、世界中のものが影えい響きようしてるってのがはっきり『見えた』よね。この、影響関係を見る、ってのが、『霊れい視し』の一番の基き礎そなんだ」

「え？　これがですか？　でも私、まだ霊とか全然見てませんよ。今見えたのだって、理科の授業で習いそうな話ですし……」

「よし。じゃ、次は超常っぽいモノを見てみよう。アブデルのほうを見てみてくれる？」

　たまがアブデルを見る。アブデルがそれに気づいて、いつの間にか羽は織おっていたコートの前を広げた。

「ほーら、見てごらん！」

「アンタは露ろ出しゆつ狂きようか！　ほっといていいから、たまちゃん、あいつの周辺がどうなってるか見てみて」

「あっ！　な、なんですか、あれ？」

「見える？」

「はい。なんか、体の周りに漂ってて、なんて言うのかな、あの……」

「周囲にものすごい影響を与えてるだろ？」

「は、はい。そうです。あの、さっき、石ころ一つにも世界中のものが網の目みたいに絡み合ってるのを見たんですけど、その網目がアブデル義兄にい様の周りだけ不自然にゆがんでるっていうか……」

「そう。簡単に言うとアレが魔ま力りよくなんだ。普通の世界は普通の因果関係で成り立ってるけど、魔力はそういうのと関係なく影響を与える力なんだ」

「魔力？　アブデル義兄様は天使なのに魔力持ってるんですか？」

「あ、えっと、そうだな、アブデルの場合みたいに周囲に悪影響を与えない場合は、霊力とかニュートラルな言い方するほうが多いかな。でも、基本的には同じものだよ」

「でも、なんかものすごい力ですね。アブデル義兄にい様って、ひょっとしてすごい天使なんですか？」

「え……？　多分、そう……らしいけど……。初めて会った時、サタンに一いち撃げき食らわせたとか、全天使中もっとも神に忠実な天使と言われてるとか自称してたし……。でもなぁ……」

　実際、アブデルの力を使った時の経験からしても、相当の実力を持っているらしいのは確かだ。だが、普段の様子を見ている限り、どう考えても駄目天使もしくは堕天使にしか見えない。

　賀茂の疑いのまなざしに気づいてアブデルが言った。

「疑うなら確かめてみろ」

「確かめるって？」

「たまちゃんの『眼め』なら、俺おれの過去も見られるだろう？　俺の過去を覗のぞいて、どれくらいすごい天使なのか確認してみるがいい。霊れい視しの練習にもなるし」

「は、はい。じゃあ、どれくらいさかのぼりますか？」

「うむ、かなり昔、天国で戦争やってる場面を探してみてくれるか？」

「戦争……ですか……。えっと……、はい、ありました。見えました」

「どんな様子か教えて」

　賀茂が言う。賀茂の『眼』ではアブデルの強力な霊気を貫いて『見る』ことは出来ないのだ。

　たまは説明を始めた。

「アブデル義兄様の前におっきな天使が立ってます。他ほかの天使たちは羽根が六枚なのに、この天使だけ十二枚もあって、しかもすごく堂々としてます。天使っていうより神様みたい」

「それはルシファーだな。後のサタンだよ。そいつが神に取って代わろうとして、天使たちを唆そそのかして反乱を起こしたのだ」

　アブデルが懐なつかしそうに言う。

「そうみたいですね。この場面でも、アブデル義兄様そんなこと言ってます」

「なんて言ってる？」

「えっと、『汝なんじは地獄を支配するが良い！　だが私は天において永遠に祝福された神に仕え、神の聖なる命令に従わせてもらおう！　他の何にもまして従うに値する神にだ！』って、すごい形ぎよう相そうで」

「ホントに？　こいつがそんな事言ってるの？」

「はい。でも『神』のところに『びしょうじょ』って振りがな振ってありますけど……」

「は？　どういうこと、それ？」

　賀茂の疑問にアブデル本人が答えた。

「なに、簡単な事さ。主しゆは無限者にして完全者。無限者ってのは何でもありってことだから、ということは、主は父なる神であると同時に完かん璧ぺきな美少女でもあるのだ」

「そ、そうなのか……？」

「そうだとも。すごいぞ、主しゆは。一度アレを見てしまったら、もう帰き依えする他ほかはない。とにかく究極の美少女だ。うかつに近寄れば感電死は間違いなし。アレに萌もえなければ天使ではない！」

　賀か茂もは大きなため息とともに、大いに納得した。そういうことなら、確かにアブデル以上に神に忠実な者は全世界を探してもいないだろう。そして、もっとも神に忠実なる熾し天使として、アブデルは神から大きな力を与えられているというわけだ。

「なんだかなー……」

　アブデルもアブデルだけど、こんなヤツに大きな力を与えてる神も神だ。賀茂はうんざりした気分に襲おそわれた。

　そんな賀茂には気づかず、たまは当時の様子を実況して興こう奮ふんしている。

「あ、すごいですよ。アブデル義兄にい様の剣がおっきい天使の頭を打って、おっきい天使がよろよろって後ろに下がりました。強いんですね、アブデル義兄様！」

「ふっ。美少女を守るためなら、俺おれのレベルは最大値まで上がるのさ。ラスボスだって一いち撃げきだ」

「まあ、アブデルの事は一応分かったからもういいよ。それより、稽けい古こに戻ろう」

　賀茂が割って入る。

「あ、はい！」

　たまは素直に従う。

「じゃ、今度はたまちゃん、自分の魔ま力りよくを見てみよう」

「自分の、ですか？　でも私、そんなの持ってるんでしょうか？」

　たまは自分の手のひらを見つめた。

「あ、なんかモヤモヤしたのが見える……」

「それがたまちゃんの妖よう気きだよ。それを集中させて魔力として使うんだ」

「でもこれ、なんだかどす黒い感じで、イメージ悪いです。アブデル義兄様のはキレイなのに……あっ！」

　たまが突然声を上げた。

「え？　どうしたの？」

「私の魔力に関連して、昨日の様子が見えたんです……けど」

「えっ？」

　賀茂は驚おどろく。普通は自分自身の過去や未来だけは見えないものなのだ。過去の偉大な予言者たちも、自分の未来だけは予言出来なかった。

「昨日の？　何が見えた？」

「その……私の妖気がいきなり全身から噴ふき出して、あの、賀茂さんにまともにかかっちゃって……」

　たまは恐きよう縮しゆくしてほとんど半泣きになる。

「あ、あの、すみませんでした！　私、全然知らなくて……、その、私のせいで、賀か茂もさん体調崩したなんて……」

「い、いや、その事は気にしなくていいから……」

　必死でなだめようとする賀茂。

　その時、たまが目を見開いて凍りついた。

「ウソ……！」

　ぽつりと呟つぶやく。と、同時に制御を失ったたまの妖よう気きが辺り一面にまき散らされる。賀茂は咄とつ嗟さに霊れい力りよくを集中して防御した。

　一いつ瞬しゆん遅れてアブデルが飛んできた。

「賀茂っ！　手を離せっ！」

　賀茂の手をたまから引き離す。たまは放心したように目を見開いたままだ。妖気も漏れ出すがままになっている。アブデルはたまを見て舌打ちした。

「遅かった……。『見て』しまったか……」

　何が起こったのか分からず、賀茂はアブデルとたまを交互に見た。

「見てしまった……って？」

「自分の過去をだ」

　苦虫をかみ潰つぶしたような顔でアブデルは言った。

「自分の過去って……つまり……」

　その時、河原に生えていた木の葉っぱが突然散った。たまの妖気をまともに浴びて枯れてしまったのだ。賀茂は慌ててたまの肩を摑つかんだ。

「ちょっと！　たまちゃん！　落ち着いて！　落ち着くんだ！」

　たまは返事をしない。ただ目を見開いたまま、ガクガクと震ふるえているだけだ。

「……私………私……」

「たまちゃん！　おい！　ちょっと！　しっかりするんだ！」

「いや……そんな……うそ……」

　たまの目はずっと宙を見つめたまま動かない。

「まさか、まだ『眼め』が開いたままなのか？」

　アブデルが気づいて叫ぶ。

「賀茂！　たまちゃんの『眼』を閉じろ！　急ぐんだ！　これ以上『見せ』てはいかん！」

　賀茂が急いで霊力を注ぎ込む。だが、たまから漏れ出す妖気の勢いにはじかれてしまった。

「くそっ！　仕方ない！　こうなったら……。熾し天使アブデルの名において命ず……」

　賀茂が唱え終わらないうちに、たまの絶叫が辺りの空気を引き裂いた。

「いやあああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　瞬しゆん間かん、たまの体からこれまでとは比べ物にならない妖よう気きが噴ふん出しゆつした。

　穏おだやかだった風が突如爆ばく風ふうに変化した。煽あおりを食って吹き飛ばされた賀か茂もは、河原の石に叩たたきつけられて意識を失った。

「いかん！」

　アブデルが賀茂を抱きかかえる。意識を失った肉体は霊れい的に全くの無防備だ。この妖気に巻き込まれたら、間違いなく死ぬ。アブデルは賀茂を担ぐと急いでその場を離れた。

　アブデルの背後で、河の流れが逆巻く激流に変わった。同時に、凄すさまじい地じ響ひびきとともに地面に亀き裂れつが走る。

「ただの妖気のくせに、なんという威力……！」

　アブデルは目を見張る。とにかくこのままではまずい。妖気を避さけるために結界を張る必要がある。だが、アブデルは自分の肉体を通じて霊力を発揮する事が出来ない。肉体を捨てて霊体に戻れば霊力は発揮出来るが、しかしそうすると今度は自分の意思で現世に干渉出来なくなる。どちらにしても、霊れい媒ばい師としての賀茂がいなければどうしようもないのだ。

　アブデルは近くのお堂へ向かった。初めて賀茂に召しよう喚かんされた場所だ。あそこならば、あらかじめ結界が張られている。とりあえず霊的には安全だ。

　荒れ狂う風の中、背後に迫る妖気を感じながらアブデルはひたすら走った。
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　賀か茂もをお堂の中に連れ込むと、アブデルはホッと一息ついた。水を汲くんできて賀茂の顔にぶっかける。

　賀茂が気がつく。そして激しく咳せき込み、血を吐いた。自分の血を見てギョッとする。

「これは……」

「吹き飛ばされて意識を失ったところへ、あの妖よう気きを少しかぶったのだ」

　アブデルの言葉で、賀茂は現在の状況を思い出した。

「そうだ。たまちゃんは？　彼女はどうした？」

「遅かった。あの子は全すべて『見て』しまったようだ」

　アブデルが首を振る。

「全て……」

「全てだ。過去の親友たちの事も、育ての親の神父の事も、これまで自分の妖気に巻き込まれて犠ぎ牲せいになった十万以上の者たち全てを、目まの当たりにしてしまった」

「十万人全部？」

「ああ。あの異常によく見える霊れい視し能力が災いした。全ての犠牲者を、それはもう生々しく『見て』しまったのだ。彼女の妖気に乱れが生じて隙すき間まが出来たおかげで、俺おれにも『見る』事が出来たのだが……」

　あれは実にグロかったと顔をしかめて、アブデルは頭を振った。

「どうしたらいい？」

「もはやどうしようもないさ。これ以上被害が広がらないうちに、封じてしまうしかない」

　賀か茂もは慌てた。

「待てよ！　まだ犠ぎ牲せい者は出てない。犠牲者が出るまで封じるのは待つって約束だったろ？」

　アブデルは鋭するどい目で賀茂をにらんだ。

「この激うつけ！　あの妖よう気きを見ただろう？　このままでは犠牲者が出るのは確実だ。それなのに、むざむざ手をこまねいていろと言うのか？」

　アブデルに一喝されて、賀茂は少しひるんだ。アブデルが言葉を継ぐ。

「それにだ。このままでは彼女だって危ない。自分の引き起こした天変地異に巻き込まれてしまう可能性もあるし、第一、あのままでは暴走した自分の魔ま力りよくに喰くわれてしまう」

「自分の魔力に喰われる？」

「そうだ。全すべてを狂わせるあの影えい響きよう力が、彼女自身の魂を害する危険があるのだ。そうなれば、身も心も今のままではいられん。醜みにくい外見に壊こわれた精神を宿した、ただの怪物になってしまうだろう。最悪の場合、死んでしまうかもしれん」

「そんな……」

　賀茂は言葉を失う。アブデルは賀茂に指を突きつけた。

「だからそうなる前に封じて、彼女の魔力を根こそぎ押さえ込んでしまうのだ。それ以外に、救う方法はない」

　賀茂は黙だまって床を見つめた。アブデルも黙って賀茂の返事を待つ。

　やがて賀茂は顔を上げた。

「……アブデルの言う事も分かるけど、でもやっぱり無理やり封じ込めるってのだけは待ってほしい。手遅れになる前に、ボクが絶対に落ち着かせてみせるから……」

　アブデルは首を振る。

「お前の気持ちも分からなくはない。だが、無理だ。いくら呼びかけても今の彼女には聞こえん。完全に心を閉ざしてしまっている」

　賀茂は、たまの放心した目を思い出した。あの時も、いくら呼びかけても全然反応しなかった。

「心を閉ざして……」

「当然だろう。自分の手で育ての親を殺したと知り、親友たちを殺したと知り、さらに十万を超える犠牲者たちの断だん末まつ魔まを目まの当たりにしてしまったのだ。平常でいられるほうがおかしい」

「……でも、でも、だからこそなんとかならないのか？　そういう自分の過去を知っても平気でいられるようなヤツだったら封じられても当然だけど、たまちゃんが今どんなにショック受けてるのか、『見た』んならアブデルだって分かってるんだろ。それなのに、さらにむち打つような真似まねをするってのか。ボクは嫌だ！　絶対に！」

　賀か茂もは、アブデルの目を真正面から見据すえた。アブデルはしばらく黙だまって賀茂のことを『見て』いたが、どうやっても決心が揺らぎそうにないと分かるとあきらめてため息をついた。髪をかき上げながらやれやれといった調子で言う。

「……ま、しょうがないな。どっちみち、俺おれの力を制御しきれてないお前にあの魔ま力りよくを封じるのは難しいし。たまちゃんと話をする方法を考えよう。と言っても、一つしかないんだが」

「あるのか？　話す方法が？」

「ああ。ただし言っておくが、お前の場合は命がけだぞ」

「ボクの場合は？　どういう事？」

「つまりな、心を閉ざしてる相手に対しては、直接魂に呼びかけるしかない。要するに、幽体離脱して相手の精神に潜もぐり込むわけだ」

「幽体離脱か……」

「そうだ。ただし幽体離脱した後の肉体は、寝ている時以上に無防備になる。だから普通は、肉体は安全な場所に置いておくのだが、お前の場合は肉体から二メートルしか離れられない。つまり、無防備な肉体を至近距離でたまちゃんの妖よう気きにさらす事になるのだ。それがどういう事かは分かるだろう。それでもやるか？」

　確かに命がけだ。しかも、すでに賀茂の体は妖気を浴びてダメージを受けている。この体を、再び無防備な状態であの妖気の前にさらさねばならない。賀茂はすこし怯ひるんだ。ごくりと生なま唾つばを飲み込む音が、堂内に響ひびいた。

　だが、たまの無邪気な顔が頭をよぎった。いくら大勢の犠ぎ牲せい者を出した悪魔とはいえ、彼女は人ひと懐なつっこく素直なただの女の子なのだ。心を閉ざしたまま自分の魔力に飲み込まれてしまうのを、このまま黙って見ているわけにはいかない。たまが普通の人間として幸せになれるように尽力すると、すでに賀茂は心に誓ったのだ。

　賀茂は大きく一つ息を吐くと、きっぱりと言った。

「……やる！」

　アブデルは再び息をつく。

「……やっぱりな。そう言うと思っていたが。よし。じゃあ、妖気から肉体を守るための護ご符ふでも作るか。といっても、あの妖気の前では気休めにしかならんかもしれんが」

　アブデルと賀茂は、お堂の中にあるものを使って、ありったけの護符を作った。さらに、賀茂の体中に様々な魔ま除よけの呪じゆ文もんを書き込む。

　準備を整えると、賀茂とアブデルは外に出た。いつの間にか空には暗雲が立ち込め、台風のような風が吹き荒れている。風に飛ばされた葉は、どれもみな枯れて茶色くなってしまっている。

「たまちゃんはまだあそこにいるのか？」

　賀茂がアブデルに尋ねる。そこら中に妖気が溢あふれていて、賀茂の霊れい視しでは視界が全く利かないのだ。

「ああ、相変わらず同じところにうずくまったままだ」

　アブデルが答えた。

「それより賀か茂も。急がんと、妖よう気きが人家に達してしまうぞ」

　賀茂とアブデルは急いで河原まで走っていった。

　たまは、虚うつろな目をして膝ひざを抱えていた。

「たまちゃん！」

　賀茂が思わず叫ぶ。だが、たまは全く反応しない。まるで死人か人形のようだ。

「賀茂！　呼んでも無駄だ。それより、たまちゃんの周囲に魔ま法ほう円を描くんだ。これ以上外に妖気を漏らされては取り返しがつかん！」

「わ、分かった！」

　賀茂は、アブデルの指示に従って十二宮のシンボルと六ろく芒ぼう星せいを組み合わせた魔法円を描いた。そこにアブデルの霊れい力りよくを注入する。たちまち結界が張られ、たまの妖気はそこからは漏れなくなった。

「よし。じゃあとりあえず、幽体離脱する前に、この辺の妖気を祓はらってしまっておけ」

「ああ」

　賀茂がアブデルの名の下に、妖気に退散するよう命じる。

　今回の妖気は強さも量も今までと桁けた違いで、完全に祓い清めるのにおよそ五分もかかった。

　祓い終わると、賀茂は魔法円の中へ入っていった。結界が霊的なものを全すべて遮っているので、霊体になってたまの魂に入るためには結界の中に入る必要があるのだ。だが、結界内に閉じ込められた妖気は濃のう縮しゆくされて、外に漏れていた妖気より更に強くなっている。

　賀茂は結界の中で座禅を組み、深呼吸をした。

「死ぬなよ」

　アブデルが声をかける。賀茂は振り向いて笑った。

「違うだろ。『お前は死んでもかまわんが、美少女を化け物にするような事態だけは断固回かい避ひしろ』だろ、アンタの場合」

「ふっ。お前も『崇高なる神の命令』というものが分かってきたな」

　賀茂は前へ向き直ると目を閉じた。

「戻ってきたら、彼女の中に入った時の気持ちを聞かせてくれ」

「その言い方、なんか卑ひ猥わいだな」

　賀茂は少し笑うと、精神を統一して幽体離脱した。自分の肉体を一いつ瞬しゆん振り返ると、たまのほうに向かう。賀茂の幽体はたまの肉体に重なるように、そのままスッと中へ入り込んだ。

　精神世界の中には本人の心象風景が広がっている。たまの精神世界の中は真っ暗だった。どこまでも続く荒涼とした暗くら闇やみの他ほかには何もない。

　その虚うつろな闇やみの中に、膝ひざに顔をうずめたたまの姿があった。

「たまちゃん」

　賀か茂もの呼びかけに、たまは顔を上げた。

「賀茂さん……？」

　驚おどろいた顔をする。

「どうしてこんなとこに……？」

「たまちゃんと話すために」

　賀茂は頭を搔かいた。

「たまちゃんこそ、どうしてこんな殺風景なところに？」

「………」

　たまは視線を逸そらして黙だまった。

　賀茂も黙って、たまが口を開くのを待った。

　しばらくして、たまは呟つぶやくように言った。

「……私、見たんです」

「何を？」

　賀茂は優しく問う。

　たまは、あえぐように言葉を吐き出した。

「私が……殺した人たち………」

　そう言って、たまは顔を伏せた。賀茂は何も言わず、たまの隣となりに座った。たまは顔を伏せたまま、肩を小刻みに震ふるわせた。

「……優しくしてくれた人たちも、全然知らない人たちも……たくさん……あんなにたくさん……」

　しゃくり上げながら、独り言のように言う。賀茂は黙って座っていた。

　たまはしばらくして顔を上げると、目の前の何もない空間をじっと見つめた。

「私……自分が悪あく魔まだっていう意味が、やっと分かったんです……。あんなにたくさんの人を殺して……クラスのみんなだって……その上、育ててくれた神父さんまで……私………」

　再び膝に顔をうずめる。

「……私、天国になんて入れないって……神父さんにはもう死んでも会えないって………はっきり『見え』ちゃった……」

　ほとんど聞こえないくらいの声で呟く。

「……もう一度会って……ちゃんと……ごめんなさいって言いたいのに……」

　顔を伏せたまま、たまは声を殺してしゃくり上げた。

　賀茂は、たまが落ち着くのを待って、静かに口を開いた。

「……大丈夫。会って謝あやまる事は出来なくても、たまちゃんの気持ちを神父さんに伝える方法はいくらでもあるよ。いつまでもこんなところにうずくまってないで、ボクと一緒に謝りにいこう」

　賀か茂もは立ち上がってたまの手を取った。だが、たまはその手を振り払った。

「イヤです。もういいんです。ほっといてください！」

「もういいって……」

「私、もう何も見たくない。何も聞きたくないんです！」

　たまはそう言って、固く膝ひざを抱いた。

　賀茂は困惑する。

「けど……そんな事言ってたら神父さんだって悲しむよ。神父さんはたまちゃんに人間として幸せに生きてほしいって思ってたんでしょ？　なのに、こんなところにうずくまってたら……」

「人間としてなんて、出来っこないじゃないですか！」

　たまの叫び声が賀茂の言葉を遮った。そのまま堪こらえきれなくなって、声を押し殺して泣き出す。

「……私がそばにいるだけで、みんな死んじゃったり、おかしくなっちゃうのに……。それなのにどうやって、人間として幸せになんて……！」

　たまの脳裏を、神父や死んだ友人たちの顔がよぎった。つきっきりで看病したのに、いや、つきっきりで看病したからこそ死んでしまった大切な人たち。自分が近づきさえしなければ、今も元気で生きていたはずなのに。自分さえいなければ、そもそも病に倒れる事さえなかったはずなのに……。そう考えて、胸をかきむしられるような気持ちになる。

　たまの苦悩に反応して、周囲の闇やみが一段と濃こさを増した。賀茂は焦る。たまの気持ちは痛いほど分かるが、いつまでもこうしていてはたまの命が危険だ。急せかすのはまずいと思いながらも、思い切って言う。

「…とにかくさ、このままだとたまちゃんの命に関かかわるんだ。だから……」

　たまは視線を逸そらして、あえぐように呟つぶやいた。

「私なんて、死んだほうがいいんです……」

　賀茂は驚おどろいて聞く。

「どうして？」

　たまは唇をかみ締しめた。再びうわずってくる声を必死で抑えながら、言葉を押し出す。

「……私が悪あく魔まだから。……私が生きてたら、それだけで周囲の人たちが不幸になるから」

「そんなこと……」

　口を開きかけた賀茂を遮って、たまは泣き叫んだ。

「私……、もう、自分のせいでみんなが不幸になるのはイヤなんです！」

　賀茂は一いつ瞬しゆん言葉を失う。たまは膝に顔をこすりつけて涙を拭ふいた。相変わらず視線は逸そらしたままだ。

　賀か茂もはたまの正面にしゃがみ込むと、極力穏おだやかに言葉をかけた。

「……だからって、ここでこのまま生きた死体同然になって、そうやって本当に死んじゃうまで待つつもりなの？」

　たまは無言でうなずく。

「こんなところで独りぼっちで……？」

　たまは消え入りそうな声で言った。

「……どうせ……今までだって独りぼっちだったんです……」

　そう言った途端、目に涙が溢あふれてきて、たまは顔を伏せた。

　賀茂は一いつ瞬しゆん言葉を失う。

　やがて賀茂はたまの肩を抱いて優しく言った。

「……さっき、たまちゃんのせいで誰だれかが不幸になるのはもうイヤだから、死んでしまいたいって言ったよね？」

　たまが顔を伏せたままうなずく。

「けど、君が死んじゃったら、ボクが不幸になる」

　たまは少し顔を上げ、横目で賀茂を見た。
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「どうして……？」

　賀か茂もはたまの目を真まっ直すぐ見つめ返した。

「だってたまちゃんは、ボクの大切な………その……」

　思春期の羞しゆう恥ち心が邪じや魔まして、賀茂は言葉の途中で口ごもった。だが、たまには『大切』という言葉だけで十分効いた。

　たまは賀茂を黙だまって見つめた。賀茂は少し照れて目を逸そらした。沈ちん黙もくが続いた。

　やがて、たまはほとんど消え入りそうな声で言った。

「……私、悪魔なんですよ」

「知ってる」

　賀茂はたまを真正面から見据すえた。

　今度はたまが視線を避さけるようにうつむく。

「……私、これまでに何十万もの人たちを死に追いやってきたんですよ。……友だちも、……育ての親も！」

「知ってる」

「だったら……！」

　声を上げようとするたまを、賀茂の言葉が優しく遮った。

「けど、それはワザとやったんじゃないって事も知ってるし、今たまちゃんがそのことで苦しんでるってことも知ってるんだ」

「……！」

　たまが思わず顔を上げる。

　賀茂はその顔を見つめながら、静かに言葉を継いだ。

「一人きりで苦しまないでほしい。ボクは………君の力になりたい」

　たまは黙って賀茂の顔を見た。口を開いて何か言いかけたが、言葉にならなかった。眼めには再び涙が込み上げてくる。

　賀茂は優しくたまを抱き寄せた。頰ほおを寄せて囁ささやく。

「ずっとそばにいるから。辛つらい時はこうやって泣かせてあげる。だから、死んだほうがいいなんて言わないで。生きて、人間として幸せになることを考えて」

　たまは賀茂の肩に顔をうずめた。張り詰めていた糸が切れたように、声を上げて泣き出す。そんなたまの髪を、賀茂は優しく撫なでた。

　しゃくり上げながらたまが呟つぶやく。

「……でも、私のそばにいたら賀茂さんまで……」

「大丈夫。妖よう気きが漏れる事さえなくなれば、誰だれにも害を及ぼすことはないんだ。ちゃんと人として普通に暮らせるようになるから」

「けど……私が妖気の漏れを抑えられるようになる前に、賀茂さんまで死んじゃったら……、そしたら……」

　小さくなって身を震ふるわせるたま。賀か茂もは震えを止めようとするかのように、たまの体をしっかり抱き締しめた。

「大丈夫」

　賀茂の腕の力強さに、たまは不思議に懐なつかしい安心感を覚えた。

「……たとえ死んでも、魂だけになっても君のそばにいるよ。どうせ人間の寿命は悪あく魔まにはとてもかなわないしね」

　賀茂は微笑ほほえんだ。

「ボクが肉体に戻ったら、契約を交わそう」

「契約？」

「そう。悪魔の契約。ファウストとか、聞いたことない？　君はボクの使い魔になり、その代価としてボクの死後の魂は君のものになる。そうすれば、ボクらはずっと一緒にいられる。ずっとだ」

　賀茂はたまに優しい目を向けた。

　その笑顔に包み込まれるように、たまは黙だまって泣きじゃくった。賀茂はそんなたまを優しく抱き締めたまま、いつまでも泣かせてやった。

　少しずつ、辺りの闇やみは薄うすれ、微かすかに光が差し込みつつあった。

　たまは泣きやんだ後も、ずっと賀茂の胸に抱かれていた。二人はしばらく無言のままそうしていた。

　賀茂の胸に頰ほおを寄り添わせたまま、たまがぽつりと呟つぶやいた。

「……ずっと……一緒にいてくれるんですよね」

「うん」

「一生？」

「いや、死んでからも」

「死ぬなんて言っちゃダメです！」

「そうだったね」

　賀茂は笑った。つられて、たまの顔にも笑みが浮かんだ。二人は顔を見合わせて、少しの間笑い合った。途端に空気が軽くなる。

「契約を交わしたら、一緒に暮らそう」

　伸びをしながら賀茂が言った。

「いいんですか？」

　たまが顔を輝かがやかせる。

「もちろん。使い魔とその主人はいつも一緒にいるモンだよ。アブデルだって、たまちゃんなら大だい歓かん迎げいだろうし」

「じゃあ、じゃあ家事は任せてください！　五年間一人暮らしでしたから、炊事洗せん濯たくなんでもやれますよ！」

「いや、いいよ。そんな気を遣わなくても……」

「でも、使い魔まっていったら召使いみたいなものですよね？　あ、そうだ。契約交わしたら賀か茂もさんのことなんて呼べばいいんでしょう？　ご主人様ですか？」

「え？　ご、ご主人様……？」

　賀茂の脳裏に、メイドのコスチュームに身を包んだたまが『ご主人様ぁ～』と呼びかけてくる図が浮かんだ。しかも頭には猫耳まで付いている…！

「だあぁぁっ！　違うっ！　なっ、何を考えてんだボクはっ！」

　顔を真っ赤にしながら、頭を振って妄想を追い出そうとする賀茂。ゼエゼエと肩で息をしながら自問する。

「まっ、まさか……、アブデルの霊れい力りよくに影えい響きようされて『神の愛』とやらを体得しつつあるんじゃなかろうな……」

　青ざめる賀茂。

　たまがおそるおそる聞く。

「あの、『ご主人様』はそんなにマズいんですか？」

「あ、ああ……。ちょっと、それは色々あってマズすぎるね……。今までどおりに呼んでくれていいよ」

「分かりました。じゃあ、賀茂さん。肉体に戻って契約を交わしたら、今晩はお祝いにパーティでもやりませんか？」

「あ、いいね」

「献立は何にしましょう？」

「え？　たまちゃんが作るつもり？」

「はい」

　たまがニッコリ笑ってコックリうなずく。

　賀茂はたまの作った朝食を思い出した。慌てて言う。

「そ、そんな、たまちゃん一人に作らせるわけにはいかないから……、そうだ、じゃあ、あの、たまちゃんはケーキでも焼いてくれる？　料理はボクがやるからさ」

「ケーキですか？　分かりました。こないだは失敗しましたけど、今度こそちゃんと上手じようずに焼いてみせます！」

「上手にね……」

　きっとまた、作り手の人柄が偲しのばれるような、個性的な味のものが出来るのだろうと賀茂は思ったが、口には出さなかった。そんなことよりも、たまが元気を取り戻したことが嬉うれしかった。

「じゃあ、期待してるよ」

「はい！　任せてくださいっ！」

　そう言ったたまの顔は、いつもの無邪気な笑顔だった。

　もう大丈夫だ。賀か茂もはそう判断した。

「じゃあ、ボクは自分の体に戻るから。外の世界で会おう」

　そう言った途端に、賀茂の姿はたまの目の前からかき消えた。

　たまは、ゆっくりと外の世界へ心を開いた。




　たまが目を開けると、周囲はまるで台風一過といった様相だった。一面に木の葉や枝が散らばり、河の流れもいまだに激しかった。空だけが抜けるように青く、そこに眩まぶししいほど白い雲が浮かんでいる。

　目の前に、賀茂の体がうつぶせに横たわっていた。まだ魂が肉体に戻っていないのだろうか。そう思って近寄ってみると、死んでいた。

「賀茂さん！」

　たまは賀茂の体に取りすがって呼びかけた。もちろん、何の反応もあるはずがなかった。

　かたわらにアブデルが立っていた。すでに霊れい体たいに戻り、賀茂の魂を抱きかかえている。肉体という基き盤ばんを失った賀茂の魂は、意識を失って眠っているようだった。

「アブデル義兄にい様……」

　アブデルは沈ちん鬱うつな面おも持もちでたまを見た。

「……賀茂の肉体は、魂が君の中に入ったと同時に死んだ」

「どうして……」

　たまは賀茂の死体を抱きかかえて呟つぶやいた。

　アブデルは答えなかった。黙だまって賀茂の死体とたまを見つめる。

「やっぱり……私のせいで……」

　肩がわなわなと震ふるえ、眼めから涙がポロポロとこぼれた。それと同時に妖よう気きが漏れるのが、今はもうたまの『眼』にもはっきりと『見え』た。慌てて抑える。『見え』てさえいれば、妖気の制御はほとんど本能だった。

　アブデルが言い辛づらそうに口を開いた。

「俺おれは今から賀茂の魂を天国へ連れていく。コイツの振るまいは、十分それに値するものだった。……残念だが、これでお別れだ」

　それを聞いたたまは、思わずアブデルに取りすがった。

「待ってくださいっ！　連れてかないで……！」

　アブデルは黙ってたまを見た。

「だって賀茂さん……死んでも一緒にいてくれるって……」

　たまは地面にへたり込んで視線を落とした。

　死後も地上をさまよっている魂が悲惨なものだということは、たまの『眼め』にも『見えて』いた。賀か茂もの魂のことを考えるなら、地上に引き止めるべきではないことは明らかだった。けれど……。

　たまはしゃくり上げながら言う。

「だって……天国に行っちゃったら……もう私、二度と……」

　そのまま黙だまって地面を見つめた。

　アブデルは、そんなたまを無言で見守った。

　どれくらいそうしていただろうか。たまはうつむいたまま、ようやく口を開いた。

「……ごめんなさい。賀茂さんにとって、天国に行くのが一番いいってことは分かってるんです。でも……」

　おずおずとアブデルのほうを見る。

「でも、連れていく前に、最後にもう一度だけお話しさせてくれませんか……」

「それは無理だ」

　アブデルは辛つらそうに言った。

「さっきまで君と会話出来ていたのは、君の心を救わねばという想おもいが現世への執着となっていたからだ。現世とのつながりを失った今の賀茂に、もはや会話は出来ん」

「だったらせめて……」

　たまはうわずる声を必死で抑える。

「せめて、もう少しだけ一緒にいさせて……」

　アブデルは苦悩を露あらわにして頭を振った。

「……悪いが、死んだ魂は速やかに天国へ連れていかねばならん。むき出しの魂をいつまでも現世に置いておくと、霊れい質しつが損なわれてしまうのでな」

　たまは哀願するようにアブデルを見た。アブデルはその眼を見返す。

「……すまない。……許せ」

　アブデルは沈痛な面おも持もちでそう言うと、あっという間に天へと昇っていった。

　残されたたまは、なす術すべもなく賀茂の体を抱き締しめた。まだ、温かい。たまの精神へ入ってきて抱き締めてくれた時と、同じぬくもりだった。穏おだやかな顔も、今にも目を開いて微笑ほほえみかけてくれそうに見える。たまは黙ったまま、じっと賀茂の顔を見つめた。だが当然ながら、いつまで待っても賀茂の目が開くはずはなかった。

「ずっとそばにいてくれるって言ったばっかりなのに……」

　涙がこぼれる。その滴が賀茂の顔を濡ぬらした。

「悲しい時は泣かせてくれるって言ってたのに……」

　もう一滴、涙がこぼれた。込み上げてくる嗚お咽えつに体を震ふるわせながら、たまは呟つぶやいた。

「……うそつき」

　それっきりたまは黙だまり込んだ。言葉は出てこなかった。涙だけが、とめどもなく溢あふれ出てきた。賀か茂もの頭を抱いたまま、たまはいつまでも泣き続けた。
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　数週間後。夕暮れ時の郊外のひっそりとした墓地。その中にある賀か茂もの墓の前に、二つの人影があった。たまと律りつ子こだった。

　墓前に花を供えると、律子が墓に向かって口を開いた。

「賀茂くんねー、霊れい媒ばい師の家系かなんか知らないけど、お墓に結界なんか張ってんじゃないわよ。たまちゃんの『眼め』でも見えなくて、探すの一苦労だったんだからね」

　まるで生きている人間に話しかけるのと変わらない。そんな律子の様子にたまは苦笑する。

　律子はまだ喋しやべるのをやめない。

「それから、あぶでる様って本当に天使だったんだって？　よくも隠してたわね。しかも賀茂くんが死んじゃったから、天国へ帰っちゃったって言うじゃない。私、まだ手も握ってなかったのに！　どーしてくれんのよ！」

　そう言って墓石を蹴け飛とばす。たまが慌てて抑える。

「律子さん！　ちょっと……！」

「大丈夫よ。賀茂くんは中学の時からずっと私の蹴り食らってるから、これくらい全然平気だって」

「でも、ヒビ入ってません……？」

「平気。私の骨はそんなにヤワじゃないから」

「律子さんじゃなくって、お墓……」

「あ、ホント。お墓になってまで軟弱な男ねー」

　律りつ子こはたまにそう言って微笑ほほえむと、もう一度墓石のほうを向いた。

「それとあと一つ！　賀か茂もくんが安易に死んだりしたせいで、どれだけこの子が悲しんだか分かってんでしょうね？　口く説どくだけ口説いて、ハイさようならって、結婚詐さ欺ぎ師かっつーの！　たまちゃんみたいないい子を泣かすんじゃないっ！」

　大きな声でそう言うと、墓石に柄ひ杓しやくで水をぶっかけた。

「あー、すっきりした」

　律子はたまの頭をポンと叩たたいた。

「じゃ、私は言いたいことは言ったし、ちょっくら向こう行ってるね。愛の語らいには二人っきりのほうがいいだろうし」

「あ、愛の語らいって……！」

　たまが真っ赤になるのを面白そうに眺めると、律子はさっさとその場を離れた。

　たまは一人になると、墓前に座り込んで静かに口を開いた。

「賀茂さん、お久し振りです……。お墓がどこにあるのか分からなくて、お参りにくるのがこんなに遅れちゃいました。ごめんなさい。結局、律子さんが情報網駆使して探してくれたんですけど……」

　たまは鞄かばんからケーキを取り出して墓前に供えた。

「これ、あの日焼くはずだったケーキです。ちゃんと焦がさずにふっくら焼けてるでしょ……」

　たまは少し沈ちん黙もくした。やがて、ポツリと言葉を吐く。

「私、最近やっと、妖よう気きを制御する自信がついてきました。なんとか、普通の人間として生きていける程度には……」

　そう言って、目線を上げる。

「律子さんも仲良くしてくれてますし、きっとこれからは、長くつき合えるお友だちも作れると思います。だから、安心してください……」

　たまは微笑んだ。だが、寂しさは隠すべくもなかった。

　すぐにまた目線を落とす。再び言葉がとぎれた。

　地面を見つめたまま、たまは呟つぶやくように言った。

「……天国での暮らしはどうですか。……天国では悩みも苦しみもなくて幸せな生活だって話ですけど、私のことは憶おぼえててくれてますか」

　言いながら賀茂を思い出して目頭が熱くなる。

「……もし私が天国へ会いに行けるようなことがあったら、変わらない姿で迎えてくれるんでしょうか。……もし天国へ入れたなら、また以前のように抱き締しめてくれますか……」

　たまは口に手を当てて、込み上げてくる嗚お咽えつを抑えた。眼めに涙が溜まっていく。

「……もし天国へ入れたら、きっと、もうこんなふうに泣く必要もなくなるのに……」

　そう言うと同時に、溜たまった涙がポロポロとこぼれ落ちた。しかし妖よう気きはしっかり制御されて、微み塵じんも漏れなかった。たまはうつむいて、小刻みに肩を震ふるわせる。

「……ごめんなさい。もっとしっかりしないとダメですね。私……、天国へなんか入れないって……、分かってるはずなのに……」

　顔を手で覆おおって、たまはしゃくり上げた。賀か茂もが死んだあの時に涙は全すべて流し尽くしたと思っていたのに、それでも涙はとめどもなく溢あふれてきた。たまはその場に突っ伏して、声を押し殺して泣いた。

　しばらくして涙が収まると、たまは気持ちを落ち着かせるように、大きく息をした。姿勢を正して墓石に向かう。

「幸せになれるかどうかは分かりませんけど、私、ちゃんと人間として生きていこうと思います。……たとえ天国には行けなくても」

　そう言って立ち上がる。

「また来ます。今度来る時は、もうちょっと泣き虫なところを直してきますね」

　はにかむように笑うと、たまは墓地の出口へ向かった。

「律りつ子こさん。お待たせしました」

「ああ、もういいの？　じゃ、帰ろっか」

　律子はたまの眼めが赤いことに気づいたが、何も気づかない振りをした。

「こういう郊外の高台の墓地っていいよね。空が広くて」

　律子が空を仰ぐ。

「そうですね。夕焼けがキレイですよね。真っ赤で」

　たまも空を見上げる。

「そうそう。なんて言うかな、こういうの、血に染まったような、って言うんだっけ……」

「ちっ、違いますよ。それって禍まが々まがしい表現じゃないですかっ」

「分かってるって。冗談よ」

　その時、夕焼け空を星が一つ流れた。

　律子が反射的に『流れ星が消える前に三回願い事を唱えると叶かなう』という俗信を思い出す。

「イイ男欲しいイイ男欲しいイイ男……」

　しかし、唱え終わる前に星は地平線の彼方かなたへ消えた。

「ちっ。惜しい。たまちゃんはどうだった？」

　たまのほうを見る。たまは、呆ぼう然ぜんと大きく『眼』を見開いていた。

「……今の」

「え？　どうしたの？　ひょっとしてアレ、何か悪い予兆？」

　たまは、ふるふると首を振った。呟つぶやくように言う。

「……あれ、賀か茂もさんの……魂……」

「賀茂くんの？」

「……転生……したんだ……」

「転生？　ホントに？」

「ハイ。一いつ瞬しゆんだったんで、どこに転生したかは『見え』ませんでしたけど、でもあれ、間違いなく……」

　やっと乾いたばかりのたまの目が、再び潤うるんだ。ただし今度は喜びでだった。

　どこに転生したのかは分からない。でも、現世にいるのなら、いつかまた、どこかで会えるかもしれない。いや、きっと会える。

「死んでもそばにいるって……ホントに……賀茂さん…戻ってきてくれた……」

　たまは口に手を当てて嗚お咽えつを押さえながら、地面にへたり込んだ。

　律りつ子こはたまの涙をハンカチで拭ふいてやる。

「やっぱり悪い兆候ね。あの馬ば鹿か、またたまちゃんを泣かせに戻ってきたなんて」

　そして、たまの顔を覗のぞき込んで微笑ほほえんだ。

「大丈夫よ。どこに転生したか『見え』なくても、私の情報網でちゃーんと探し出してあげるから」

　たまがコクンとうなずく。

「見つけ出したら今度こそキッチリ引いん導どう渡してあげようね」

　律子がニヤリと笑う。

「律子さん、いっ、引導って……。せっ、せっかく生まれ変わったのに……」

「あーんもう、たまちゃんも冗談通じないのねー。そーゆーとこ、賀茂くんとそっくりだね」

「え？」

「ま、似た者同士でお似合いだけど」

　律子がたまの頭をポンと叩たたいて微笑む。たまは赤面してうつむいた。




「うーむ。やはり恥じらう美少女はイイ……」

　アブデルは、天国にある自分専用プライベート・リゾートマンションから、たま（と律子）を眺めて呟つぶやいた。

「貴殿もそう思わんか？」

　アブデルは隣となりを振り返る。かたわらには、東アジアの死者の魂を担当している閻えん魔ま大王が座っていた。

「確かに……」

　閻魔大王は日ひ頃ごろの威い厳げんもどこへやら、目に涙を湛こらえて力強くうなずいた。

「……しかし熾し天使アブデルよ。たかが美少女一人のために、死人台帳を改ざんして魂を地上に戻したなどとバレたら、懲ちよう戒かい免めん職しよくものよの」

「なに。美少女の涙を見て何もしなかったら、それこそ天使としての名折れであろう。そうではないか？」

「うむ。それは全くそのとおり。だが、貴公の属するキリスト教の正統教義では、輪りん廻ね転てん生せいは異端なのではなかったか？」

「確かにな。ま、この熾し天使アブデルに異端の所行をさせるとは、さすがＳ級悪あく魔まといったところか。ふっ」

　アブデルはキザに前髪をかき上げる。

　閻えん魔ま大王は、ふと地上へ目を戻した。

「ところであの少年の魂、畜類などに生まれ変わらせてしまって良かったのか？　いくら人間の赤あか子ごが手配できなかったとはいえ、あれではあまりに……」

「構わん。美少女を泣かせるような外げ道どうは、畜生道に堕おちるのが似合いだ」

「貴公にそう言ってもらえると助かるが」

　しばらくの間、二人は生まれ変わった賀か茂もの様子を見ていたが、やがて閻魔大王が顔を上げた。

「と、ところで熾天使アブデルよ。貴公の言うとおり、賀茂とやらの魂を地上に戻したのだ。貴公も早く約束のモノを……」

「おお、そうだった。さあ、存分に『見る』がいい」

　そう言って、アブデルは自分を取り巻く霊れい力りよくに少し隙すき間まを作ると、記き憶おくの一部を閻魔大王の『眼め』に晒さらした。漫画、アニメ、パソコンゲーム、同人誌その他ありとあらゆる美少女が、アブデルの記憶を通じて閻魔大王の『眼』に映る。アブデルが、わずかな地上滞在期間に霊視力を限界まで駆使してむさぼるように『見て』きたものだった。

「これが今回の地上行きでの成果だ」

「おおおっ！　こっ、これはスゴいっ！」

「今回は日数も少なかった上に、コミケの時期でもなかったため、余り見てこれなかったのだがな」

「そっ、それにも拘かかわらずこの膨ぼう大だいな量か……！　さすが天使の階級第一位の熾天使ともなると、霊視力もあなどれんな……」

「貴殿がこれからも私に力を貸してくれるのであれば、今後も地上から帰るたびに新たな美少女たちをお目にかけると約束しよう」

「おおっ！　ワっ、ワシは生涯貴公についていくぞっ！　偉大なる熾天使アブデル様万歳だ！」

「我を崇あがめてはならん！　栄光はただ美少女のみに帰すと知れ！」

「おっと、そうであったな。さすが全天一『神』に忠実なる熾天使アブデルだ」

　閻えん魔ま大王とアブデルの笑い声が高らかに響ひびいた。

　今日も天国には何の悩みも苦しみもなく、どこまでも平和で穏おだやかだった。





終　　









あとがき




　はじめまして。佐藤ケイです。

　電でん撃げきゲーム小説大賞に応募するに至った過程には色々と込み入った事情があって、受賞したと聞いた時には俄にわかにはリアリティが感じられませんでした。でもこうやって一冊の本になったのを見ると、実感と感動が渾こん然ぜんとなってふつふつ込み上げてくるのを抑えられません……などとあとがき書いてる現在は、実はまだ本にはなってません。当然ですよね。この時点で本が出来上がっちゃってたら、このあとがきは一いつ体たいどこに入るというのでしょう。大人になるって、平気で噓うそがつけるようになることなんですね……（吐息）。




　以下、天使マニアの方へ少し。

　本文中で、アブデルがサタンに一撃喰くらわせた話が出てきます。天使マニアの中にはもしかすると「サタンをやっつけたのは私のミカエル様よっ！」と抗議したくなる方もいらっしやることでしょう。ミカエル様、ファン多いですもんね。

　でも、そんなあなたはミルトンの『失楽園』をお読みなさい。近代以降の天界観、天使観を決定づけた迷著です。その第五巻の後半から第六巻にかけて、アブデルさんの熱い活かつ躍やくが描かれています。私は小学生の頃ころ、寝物語にその話を聞きながら天使で一番強いのはアブデルなんだとずっと信じていたものです。

　ちなみにアブデル（Abdiel。『アブティエル』とする場合もありますが、それだと日本語の語感では『ディ』にアクセントが来てしまいますので、敢あえて岩波文庫版と同じ『アブデル』を採用しました）という名前の天使は聖書の正典・外典には見られません。人名として旧約聖書にチラッと出てくるだけです（歴代誌Ⅰ、五─15……だけかな？）。だから天使の事典の類たぐいにも記載されていないことが多いです。たとえ載っていても、サタンとの一騎打ちの話にはめったに触れられていませんのであしからず。以上、マニアの方へのお話でした。




　続いて陰おん陽みよう道どうマニアの方へ。

　陰陽道の大家・賀か茂も家の名字と、マイナーメジャーな陰陽師・弓削ゆげの是これ雄おを組み合わせた主人公の名前を見て、思いっきり陰陽道系の話だと思った事だと思います。期待裏切っちゃってゴメンなさい。一応、主人公の家柄は陰陽道系の流れをくんでるという設定なんですけど、出す機会が全然なかったので。ちなみに彼の家に伝わる守しゆ護ご霊れい召しよう喚かんの儀ぎ式しきは、文化人類学で言うところのヴィジョン・クエストってヤツですね。どちらかというと修験道とかのノリです。あるいは恐おそれ山ざんのイタコとか。似たような儀式は、アメリカ・インディアンなどの成人の通過儀礼などにも見られます。って、これは陰陽道は全然関係ないですね。失敬。

　後、召喚の際に唱えてたお経のような呪じゆ文もんは、実は西洋伝来のおまじないの文句で、元はヘブライ語で「汝の雷を死に浴びせよ」という意味らしいです。




　ではこの場をお借りして、少々お礼をば。金賞をくださった選考委員の皆様、最終選考まですくい上げてくださった編集部の皆様、色々とお世話になっている担当の徳とく田だ様、素敵な表紙と挿さし絵えを描いてくださったさがの様（って実は、これ書いてる時点ではまだラフしか見てないんです私。ああ、また一歩大人の階段を……）、それから校閲さん、印刷所の皆さん、棚に並べてくれた本屋の店員さん……、この本に関わってくれた人たちを列挙しようかと思ったけど、……販促活動にいそしんでくれたであろう営業の方とか、メディアワークスの活動を支えている経理とか庶務のような部署の方とか、編集さんとの原稿のやり取りで世話になった郵便局や宅急便の人とかまで挙げだしたら、キリがないよぅ……、はふぅ。とにかく、大勢の皆さんの関わりの中の一つの結節点として、この本があるという事です。そう考えてしまうと、ホントに感謝しきれませんね。ありがとうございました。

　そして、今こうしてこの本を手に取っているあなた。お礼を言ってほしかったら、こんなところで立ち読みしてないで、さっさとレジへお行き。手に取っただけでお礼言ってもらえる程、私のお礼は安くなくてよ……。あっ！　ウソですジョークですごめんなさい。読んでくれるなら立ち読みでも古本屋でも友だちから借りるんでもなんでも結構です。ありがとうございますありがとうございますありがとうございます……っ！　この本を手に取ってくださったあなたに五ご体たい投とう地ち。ね？

　後、私に投稿を勧めてくれた友人Ｔ・Ｋさん（小こ室むろ哲てつ哉やではない）と、いつも御飯を恵んでくれる親友Ｓ・Ｔさん。義理を欠くワケにはいかないから、一応お礼言っとくね。ありがと。二人とも大好きだよ。……いい歳としして、なに恥ずかしい事言ってんだか俺おれは……。

　それでは皆様、次は二巻でお会いしましょう。って、主人公死なせといて、続編出るのか？　と思ったあなた。甘い。出しますよ、ちゃんと。そのために転てん生せいさせといたんじゃないですか。私ぁその辺にゃ抜かりはねぇですわよ。ふふふ。……あ！　でも畜生道に落としちゃいましたよね、つい勢いで……。それに、転生しちゃったら、今回出したキャラたちと年ねん齢れい差があり過ぎ……。あらま、どうしましょ……。このままじゃ、続編なんて無理なんじゃ……。

　で、でも、それでもとにかく出すんです。無理でも無茶でも出すんです！　出すって私、もう決めたんですっ！　だからっ……、だから、もし無事に出たら、また手に取ってくださいね。必ず同じ登場人物たちでなんとかしてみせますから。約束です。





佐さ藤とうケイ






　最後に私事ではありますが、Ｔ・Ｋさん。手紙の書き出しを『やあ、お兄ちゃんだよ』で始めるの、やめてください。それと、『妹よ』って呼びかけるのも！　ヘンタイかアンタは！
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佐さ藤とうケイ

11月11日生まれの辰年（丙辰）。血液型はＡ型。国籍、日本。某大学院の修士課程に在籍するかたわら小説を書き、初めての応募で第７回電撃ゲーム小説大賞〈金賞〉受賞を果たす。趣味はケーキ作り、手品、絵を描くこと。好きな言葉は「水は万物を利して而も争わず」。
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イラスト／さがのあおい

４月28日生まれのおうし座。北海道出身。マンガ家兼イラストレーター。趣味はゲームで遊んだり散歩をしたりすること。この仕事を機に（？）、念願の上京を果たす。電撃には初登場。
















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

https://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「佐藤ケイ先生」係

「さがのあおい先生」係










天てん国ごくに涙なみだはいらない








佐さ藤とうケイ
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